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変更履歴
次の表に、このガイドで行われた変更のリストを示します。最新の変更が上部に表示されま

す。

日

付

参照先変更内容（Change）

Windowsサーバのアップグレード新しいセクションを追加、Windowsサーバをアップグ
レードします。

SQL Serverのアップグレード新しいセクションを追加、SQLサーバをアップグレー
ドします。

サイド Aのアップグレード12 ~ 15の行が追加されました。

サイド Bのアップグレード行 6 ~ 9が追加されました。

WindowsサーバのアップグレードMicrosoft Windows Server 2016にアップグレードする
ためのメモを追加

SQL ServerのアップグレードSQL Server 2017へのアップグレード用のメモの追加

システム要件Windows Defenderにメモを追加しました
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このマニュアルについて
このマニュアルでは、Cisco Packaged Contact Center Enterprise（Packaged CCE）のインストー
ル、設定、およびアップグレードの方法について説明します。

PackagedCCEは、仮想化環境でCiscoUnifiedContact Center Enterpriseを提供するためのソリュー
ション導入です。PackagedCCEでは、容量制限を厳守する必要があります。これについては、
https://www.cisco.com/en/US/products/ps12586/prod_technical_reference_list.htmlで入手できるCisco
Packaged Contact Center Enterpriseソリューション設計ガイドで詳しく説明されています。設計
ガイドに記載されているすべてのルールおよび要件に従うことが必要です。

このマニュアルでは、Packaged CCEのラボ限定の導入について説明していません。展開の詳
細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
packaged-contact-center-enterprise/products-maintenance-guides-list.htmlの Cisco Packaged Contact
Center Enterprise管理およびコンフィギュレーションガイドを参照してください。

対象読者
このマニュアルは、シスココンタクトセンターアプリケーションに関する専門知識があり、

VMwareテクノロジーを使用した仮想マシンの導入および管理に関する経験が豊富な、Packaged
CCEを実装するパートナーおよびサービスプロバイダーを対象としています。

関連資料

リンクサブジェクト

https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/
packaged-contact-center-enterprise/
tsd-products-support-series-home.html

Cisco Packaged Contact Center Enterprise

https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/
tsd-products-support-series-home.html

Cisco Unified Contact Center Enterprise

https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
tsd-products-support-series-home.html

Cisco Unified Communications Manager

https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-intelligence-center/
tsd-products-support-series-home.html

Cisco Unified Intelligence Center
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リンクサブジェクト

https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/finesse/
tsd-products-support-series-home.html

Cisco Finesse

https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/
unified-customer-voice-portal/
tsd-products-support-series-home.html

Cisco Unified Customer Voice Portal

https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/cisco-enterprise-chat-email/
tsd-products-support-series-home.html

Cisco Enterpriseチャットおよび電子メール

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、CiscoServicesにアクセスしてくだ
さい。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Supportにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

Ciscoバグ検索ツール

Ciscoバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、ウェブベースのツー
ルです。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。

フィールドアラートおよび Field Notice
シスコ製品が変更される可能性や、主要プロセスが重要と判断される可能性があります。これ

らは、シスコのフィールドアラートおよびCiscoFieldNoticeメカニズムを使用して発表されま
す。Cisco.comで製品アラートツールを使用し、フィールドアラートや Field Noticeを受信す
るように登録できます。このツールを使用すると、関心のあるすべての製品を選択して、通知
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を受信するためのプロファイルを作成することができます。Cisco.comにログインして、次の
URLからツールにアクセスします。

https://www.cisco.com/cisco/support/notifications.html

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点が

ございましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご
協力をよろしくお願いいたします。

contactcenterproducts_docfeedback@cisco.com

We appreciate your comments.

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

説明表記法

太字は、ユーザ入力などのコマンド、キー、ボタン、フォルダおよび

サブメニュー名を表すときに使用されます。次に例を示します。

• [編集（Edit）] > [検索（Find）]を選択します。

• [完了（Finish）]をクリックします。

太字フォント

イタリック体は、次の内容を表すときに使用されます。

•新しい用語の紹介。例：スキルグループとは、類似したスキルを
持つエージェントの集合です。

•ユーザが置き換える必要のある構文値。例：IF (condition, true-value,
false-value)

•ドキュメントのタイトル。例：CiscoUnifiedContactCenterEnterprise
インストールおよびアップグレードガイドを参照してください。

イタリック体

Courierなどのウィンドウフォントは、次の場合に使用されます。

•コード中のテキストや、ウィンドウに表示されるテキスト。例：
<html><title>Cisco Systems, Inc. </title></html>

ウィンドウ フォント

Cisco Packaged Contact Center Enterpriseインストレーション/アップグレードガイド、リリース 12.0(1)
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説明表記法

山カッコは、次の場合に使用されます。

•コンテキストでイタリックが許可されない引数（ASCII出力な
ど）。

•ユーザが入力する文字列で、ウィンドウには表示されないもの（パ
スワードなど）。

< >
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第 I 部

準備
•システム要件（1ページ）
•カスタマーサイトサーバの準備（5ページ）
•ネットワーク設計の考慮事項（13ページ）





第 1 章

システム要件

•デフォルトで、WindowsDefenderはWindows Server 2016で有効になっています。Windows
Server 2016アップグレードでは、WindowsDefenderとの互換性の問題によってウイルス対
策をアンインストールするようメッセージが表示されることがあります。アップグレード

後に、ウイルス対策ソフトウェアを再インストールします。

• WindowsDefenderは、CCEのパフォーマンスに影響を与える可能性があります。Windows
Defenderによるファイルのスキャンにより、ICMのインストールに予想以上に時間がかか
る場合があります。ITポリシーに基づいて、次のいずれかの方法を使用します。

• WindowsDefenderの無効化。詳細については、https://docs.microsoft.com/en-us/windows/
security/threat-protection/windows-defender-antivirus/
windows-defender-antivirus-on-windows-server-2016を参照してください。

または

• Windows Defenderの除外リストに ICM製品フォルダー<Install Drive:>\icmを追加しま
した。詳細については、
https://docs.microsoft.com/en-us/windows/security/threat-protection/windows-defender-antivirus/configure-extension-file-exclusions-windows-defender-antivirus
を参照してください。

（注）

•アクティブディレクトリのセットアップ（1ページ）
•トランスポートレイヤセキュリティのバージョン 1.2必須（2ページ）
•必要な工具（2ページ）
• VMwareホスティングおよびハードウェアサポート（3ページ）
•ソフトウェアの互換性（3ページ）
•ソフトウェアライセンス（3ページ）

アクティブディレクトリのセットアップ
ネットワークをセットアップする前に、ドメイン構造とActiveDirectoryの実装のための計画が
完成していることを確認します。詳細は、
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/products-installation-guides-list.html
にあるCisco Unified ICM/Contact Center Enterpriseステージングガイドを参照してください。

トランスポートレイヤセキュリティのバージョン 1.2必
須

Contact center enterpriseソリューションでは、このリリースで TLS 1.2のみの接続を使用する必
要があります。サービスは、TLS 1.2を介してのみ着信 TLS接続を受け入れるようにします。
すべての発信 TLS接続は、TLS 1.2のみを使用します。

ウェブインターフェイスまたはデータベースに接続するすべてのクライアントは、TLS 1.2を
サポートしている必要があります。

旧バージョンの TLS/SSLはインストーラーによって無効にされています。（注）

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/products-device-support-tables-list.htmlにあるUnified CCE Solution
互換性マトリクスを参照してください。

必要な工具
インストール時には、必要に応じて、次のいずれかまたはすべてのツールを使用します。

• ICM-CCE-Installer:メインの UnifiedCCEインストーラーは、すべてのファイルを関連フォ
ルダーにコピーし、ベースレジストリを作成してから、JRE、ApacheTomcatなどの必要な
サードパーティソフトウェアをインストールします。Windows Serverの重要なソフトウェ
アであるMicrosoft .NET Frameworkを使用しています。

インストーラーをリモートで実行しないでください。インストールするにはインストー

ラーをローカルマシンにダウンロードします。

• Cisco Unified Intelligent連絡先管理データベース管理 (ICMDBA)ツール:新しいデータベー
スの作成、既存のデータベースの変更または削除、および限られたSQLServerの設定タス
クの実行に使用します。

SQLServerのインストールでは、Windowsコンピュータブラウザ
サービスが無効にされます。ICMDBAにはこのサービスが必要で
す。このサーバで ICMDBAを実行する必要がある場合は、コン
ピュータブラウザサービスを有効にします。

（注）

•ドメインマネージャー: Active Directoryをプロビジョニングするために使用されます。
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•ウェブセットアップ:コールルータ、ロガー、ネットワークゲートウェイ、ネットワーク
インターフェイスコントローラ、およびデータサーバの管理 &設定するために使用しま
す。

•周辺機器ゲートウェイのセットアップ: MR PIMsと CGを設定するために使用されます。

VMwareホスティングおよびハードウェアサポート
サポートされている仕様ベースのハードウェア、PackagedCCEの新規インストールおよびアッ
プグレードでサポートされている Cisco UCS Cシリーズのサーバと、サポートされている
VMware vSphere ESXiバージョンについては、Cisco Packaged CCEの仮想化
（https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/pcce_virt_index.html）
を参照してください。

ソフトウェアの互換性
にあるContact Center Enterprise互換性マトリックスを参照してください。 https://www.cisco.com/
c/en/us/support/customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/
products-device-support-tables-list.html

•エージェントと発信者のエンドポイント

• Ciscoゲートウェイのハードウェアおよびソフトウェア

•サードパーティ製ソフトウェア

ソフトウェアライセンス
次の表は、パッケージされたCCEソリューションを構成するCiscoコンポーネントを示してい
ます。

ライセンス要件コンポーネント

音声アプリケーションごとに 1台のサーバライセンス。

異なる機能層を持つ各同時ユーザに対する1つのエージェン
トライセンス。

Cisco Packaged Contact Center
Enterprise

各 Cisco Unified Communications Mangerノードに 1つのライ
センスと、接続されたデバイスのデバイスライセンス。

Cisco Unified Communications
Manager
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ライセンス要件コンポーネント

コールサーバを実行している各サーバの CVPコールサーバ
ポートにCVPソフトウェアライセンスを1つと、CVPVXML
サーバを実行するサーバごとに VXMLサーバのソフトウェ
アポートを 1つ。

各レポートサーバに 1つの CVPレポートライセンス。

冗長ポートライセンスは、それぞれの冗長ポートに必要で

す。

Call Studioを実行している開発者のマシンごとに 1つのライ
センス。

Cisco Unified Customer Voice
Portal（CVP）

サーバごとに 1つのライセンスを使用します。Cisco Unified Intelligence Center

Cisco Finesse: Cisco Unified Contact Center Enterpriseユーザラ
イセンスを選択した層に含まれているユーザライセンス。

サーバペアごとに 1つのライセンス。各メディアキットに 1
つのライセンス。

Cisco Finesse

PackagedCCEAgentライセンスに含まれているユーザライセ
ンス。各 SocialMinerサーバに 1つのサーバライセンス。

Cisco SocialMiner

サードパーティ製品

次の表に、Ciscoコンポーネントとともに使用して、パッケージ付きのCCEソリューションを
構成するサードパーティソフトウェア製品の一覧を示します。

このリリースでサポートされているソフトウェアのエディションとバージョンの詳細について

は、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/
products-device-support-tables-list.htmlにあるContact Center Enterprise互換性マトリックスを参照
してください。

（注）

連絡先センターの一部のインストールまたはアップグレードを開始する前に、次のことを確認

してください。

•必要なソフトウェア製品がすべてインストールされていること。

•すべてのソフトウェアバージョンがお互いに互換性があること。

•すべてのソフトウェアバージョンがすべてのハードウェアおよびVMwareとの互換性があ
ること。
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第 2 章

カスタマーサイトサーバの準備

•カスタマーサイトサーバの準備（5ページ）
• Cisco UCS Cシリーズカスタマーサイトサーバの準備（5ページ）
• NTPおよび時刻同期（8ページ）
•グローバルカタログの要件（11ページ）

カスタマーサイトサーバの準備
このセクションのすべての手順をサイド Aとサイド Bのサーバで実行します。

Cisco UCS Cシリーズカスタマーサイトサーバの準備

C240 M4SXの RAIDの設定
C240 M4SXのディスクアレイ構成は、パッケージ CCEに必要なものと一致するようにすでに
設定されています。次のように設定の検証を行います。

Cisco Integrated Management Controllerで次のように正しく設定されていることを確認します。

•仮想ドライブ情報：5（物理ディスク）* 4 RAID 5（仮想ドライブ/データストア）

• [ストライプサイズ（Stripe size）]：[128KB]

• [書き込みポリシー（Write Policy）]：[ライトバック（BBU）（Write Back with BBU）]

• [読み取りポリシー（Read Policy）]：[常に先読み（Read Ahead Always）]

[GUIを使用した RAIDの構成 (UCS CシリーズM4サーバ)]セクションの C240 M4SXの RAID
設定の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/virtual/CHCS_
BK_C7C7ED05_00_cisco-collaboration-on-virtual-servers/CHCS_BK_C7C7ED05_00_
cisco-collaboration-on-virtual-servers_chapter_01.html#CUCM_TK_C2DC4F2D_00にある「仮想サー
バでの Ciscoコラボレーション」ガイドを参照してください。
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手順

ステップ 1 UCSサーバの電源を投入し、Quiet Bootが BIOSで無効になっていることを確認します。

ステップ 2 初期の起動シーケンス中に [Ctrl+H]キーを押して、MegaRAID BIOS設定ユーティリティを入
力します。

ステップ 3 [開始（Start）]をクリックします。

ステップ 4 左側のパネルで [設定ウィザード（Configuration Wizard）]を選択します。[新規設定（New
Configuration）]をクリックします。次に、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 設定をクリアするプロンプトで、[はい（Yes）]をクリックします。

ステップ 6 [手動設定（Manual Configuration）]を選択します。次に、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 次の画面の左側のパネルで、最初の8つのドライブを追加して、次のようにドライブグループ
0を作成します。

a) ドライブ 1～ 8を選択します。
b) [アレイに追加（Add to Array）]をクリックします。
c) [DGの受け入れ（Accept DG）]をクリックします。

ステップ 8 残りの 8つのドライブを追加して、次のようにドライブグループ 1を作成します。

a) 左側のパネルで、ドライブ 9～ 16を選択します。
b) [アレイに追加（Add to Array）]をクリックします。
c) [DGの受け入れ（Accept DG）]をクリックします。
d) [次へ（Next）]をクリックして、ドライブグループを受け入れます。

ステップ 9 次のように、ドライブグループ 0をスパンに追加します。

a) [ドライブグループ 0（Drive Group0）]を選択します。
b) [スパンに追加（Add to Span）]をクリックします。
c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 次のように、Drive Group0に対して RAIDを設定します。

a) [RAIDレベル（RAID Level）]の場合、[RAID 5]を選択します。
b) [ストライプサイズ（Stripe Size）]の場合、[128KB]を選択します。
c) [読み取りポリシー（Read Policy）]の場合、[read ahead = always]を選択します。
d) [書き込みポリシー（Write Policy）]の場合、[ライトバック（BBU）（write backwith bbu）]
を選択します。

e) [サイズの更新（Update Size）]をクリックして、RAIDのボリュームを最終決定し、結果
として生成されるボリュームのサイズを確認します。1.903TBになります。

f) [受け入れ（Accept）]をクリックして、仮想ドライブの定義 VD0を受け入れます。
g) [次へ（Next）]をクリックします。
h) [戻る（Back）]をクリックして、2つめの RAID 5アレイを追加します。

ステップ 11 [戻る（Back）]をクリックして、次のように 2つめの RAID 5アレイを追加します。

a) [デバイスグループ 1（Drive Group1）]を選択します。
b) [スパンに追加（Add to Span）]をクリックします。
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c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 [RAID選択（RAID Selection）]画面で、次の手順を実行します。

a) [RAIDレベル（RAID Level）]の場合、[RAID 5]を選択します。
b) [ストライプサイズ（Stripe Size）]の場合、[128KB]を選択します。
c) [読み取りポリシー（Read Policy）]の場合、[read ahead = always]を選択します。
d) [書き込みポリシー（Write Policy）]の場合、[ライトバック（BBU）（write backwith bbu）]
を選択します。

e) [サイズの更新（Update Size）]をクリックします。サイズは 1.903TBになります。
f) [受け入れ（Accept）]をクリックして、仮想ドライブの定義の VD1を受け入れます。

ステップ 13 BBU警告画面で [はい（Yes）]をクリックします。

ステップ 14 [Virtual Live Definition]画面で [次へ（Next）]をクリックして、仮想ドライブの定義が終了し
たことを通知します。

ステップ 15 [設定プレビュー（ConfigurationPreview）]画面で [受け入れ（Accept）]をクリックして、RAID
設定を受け入れます。

ステップ 16 [はい（Yes）]をクリックして設定を保存します。

ステップ 17 [はい（Yes）]をクリックしてドライブの設定を開始します。

ステップ 18 両方のドライブのステータスが [最適化済み（Optimal）]と表示されたら、[ホーム（Home）]
をクリックして、ウィザードを終了します。

ステップ 19 [終了（Exit）]をクリックします。

ドライブの RAID設定が完了すると、システムは新しい RAIDアレイの初期化（フォーマッ
ト）を試みます。この場合、初期化の最新進行状況を [ウェブ BIOS]画面から確認できます。
このバックグラウンドでの初期化が完了するのを待ったうえで、ESXiのインストールなど、
後続のサーバ設定手順に進んでください。

[ウェブBIOSホーム（WebBIOSHome）]画面または [仮想ドライブ（Virtual Drives）]画面で、
バックグラウンド初期化の進行状況を確認できます。

C240 M5SXの RAIDの設定
UCS C240 M5SXのディスクアレイ設定は、要件に一致するようにすでに設定されています。
次のように設定の検証を行います。

手順

Cisco Integrated Management Controllerで次のように正しく設定されていることを確認します。

•仮想ドライブ情報: 6 (物理ディスク) * 4 (仮想ドライブまたはデータストア)を含む RAID
5

• [ストライプサイズ（Stripe size）]：[128KB]
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• [書き込みポリシー（Write Policy）]：[ライトバック（BBU）（Write Back with BBU）]

• [読み取りポリシー（Read Policy）]：[常に先読み（Read Ahead Always）]

[GUIを使用して RAIDを設定(UCS CシリーズM5サーバ)]セクションの C240 M5SXの RAID
設定の詳細については、以下の「仮想サーバに関する Ciscoコラボレーション」ガイドを参照
してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/virtual/CHCS_BK_C7C7ED05_00_
cisco-collaboration-on-virtual-servers/CHCS_BK_C7C7ED05_00_cisco-collaboration-on-virtual-servers_
chapter_01.html

VMware vSphere ESXiのインストール
Packaged CCEは VMware vSphere ESXiの標準インストール手順を使用します。インストール
する vSphere ESXiのサポートされているバージョンをインストールするには、
https://www.vmware.com/support/pubs/にある VMwareのマニュアルを参照してください。

Packaged CCEの場合、1番目のドライブに ESXiがサーバのデフォルトブートドライブとして
インストールされている必要があります。

ホストサーバへのデータストアの追加

vSphere ESXiのインストール後に、残りのデータストアを追加します。導入での vSphere ESXi
バージョンについては、『vSphere Storage Guide』（https://www.vmware.com/support/pubs/）を
参照してください。

必要なデータストアは、使用するハードウェアプラットフォームによって決まります。Cisco
UCS Cシリーズサーバでは、固定および検証済みの設定が必要です。

vCenterへのカスタマー ESXiホストの追加

https://www.vmware.com/support/pubs/で、vCenterサーバおよびホスト管理のマニュアルを参照
してください。

vCenterを使用していないお客様は管理デスクトップにインストールして、Packaged CCEサー
バを管理できます。

NTPおよび時刻同期
Packaged CCEでは、ソリューションのすべての部分が同じ時刻に設定されている必要があり
ます。時間のずれは自然に発生しますが、ソリューションコンポーネントの同期を維持するた

めに NTPを設定することは重要です。
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ライブデータレポートの時間のずれを回避するには、Rogger VM、PG VM、AWVM、および
Cisco Unified Intelligence CenterパブリッシャとサブスクライバのVMのNTP設定が同期されて
いる必要があります。

Microsoftは、累積的タイムゾーン更新プログラムを定期的に公開しています。これらの更新
プログラムには、タイムゾーン名の変更、バイアス（協定世界時（UTC）からのタイムゾー
ンのオフセットの時間（分単位））、および夏時間の適用に関する世界規模での変更が含まれ

ています。これらのパッチは、Windowsレジストリの情報を更新します。これらの更新プログ
ラムが利用可能になったら、Microsoft Windowsオペレーティングシステムを実行している導
入内のすべての仮想マシンに適用します。

重要

Windows Active Directoryドメイン

Packaged CCEドメインが常駐する（同じであるか、親またはピア）フォレストのWindows
Active Directory Primary Domain Controller (PDC)エミュレータマスターが、外部時刻源を使用
するように適切に設定されている必要があります。この外部時刻源は信頼できる確実な NTP
プロバイダーである必要があり、お客様のフォレストにすでに設定されている場合は、Packaged
CCEソリューションのこのセクションに記載されているように、他のすべてのアプリケーショ
ンで同じ時刻源として使用されており、使用可能である必要があります。

NTP外部時刻源のWindows Active Directoryドメインを適切に設定するには、次の参考資料を
参照してください。

•『How to configure an authoritative time server in Windows Server』。

この記事の「Fix it for me」機能は使用しないでください。（注）

•『AD DS: The PDC emulator master in this forest should be configured to correctly synchronize
time from a valid time source』

MicrosoftWindowsServerのドメインは、ハードウェア障害または別の方法で、PDCエミュレー
タマスターサーバが失われると、ドメインの権限のある内部時刻源を自動的に回復したり、

内部時刻源のフェールオーバーを行いません。『Time Service Configuration on the DCwith PDC
Emulator FSMO Role』の記事は、ドメインの権限のある内部時刻源になるように新しいター
ゲットサーバをさらに追加する必要性について補助的に説明します。また、別のドメインコ

ントローラに対する PDC Flexible Single-Master Operations (FSMO)の役割の回復、確保、または
再割り当ての手動による介入について説明します。

ドメインのWindowsコンポーネント

ドメインのWindowsホストは、権限のある内部時刻源を持つ PDCエミュレータで、またはド
メインフォレスト階層で同じように連結されて、PDFエミュレータと時間を同期するように
自動的に設定されます。
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ドメインにないWindowsコンポーネント

ドメインに結合されていないWindows Serverの NTP時刻源を設定するには、次の手順を使用
してください。

1. 管理者権限のユーザとしてログインします。
2. [コマンドプロンプト（Command Prompt）]ウィンドウで、次の行を入力して、Enterキー
を押します。w32tm /config /manualpeerlist:PEERS /syncfromflags:MANUAL

NTPサーバのカンマ区切りリストを使用して、ピアを置き換えます。（注）

3. w32timeサービスを再開します。net stop w32time && net start w32time

4. ピアと w32timeサービスを同期します。w32tm /resync

5. 次のサービスコントロールコマンドを使用して、サーバの再起動で w32timeサービスが
適切に起動していることを確認します。sc triggerinfo w32time start/networkon
stop/networkoff

Ciscoサービス統合型ルータ

Cisco IOS音声ゲートウェイは、ログインおよびデバッグの正確な時間を提供するためにソ
リューションで同じ NTPソースを使用するように設定する必要があります。『Basic System
Management Configuration Guide, Cisco IOS Release 15M&T: Setting Time and Calendar Services』を
参照してください。

VOSコンポーネント

Unified Intelligence Center、Finesse、Social Miner、および Unified Communications Managerなど
のコンポーネントは、ドメインの権限のある内部時刻源と同じ NTPサーバを指している必要
があります。

NTPサーバの CLIコマンド

NTPサーバは通常、インストール時間に指定されていますが、ntpサーバを表示、追加、およ
び削除する上記のコンポーネントのプラットフォームCLIから使用できるいくつかのコマンド
を示します。プラットフォーム CLIから、次の内容を実行します。

•既存の ntpサーバを表示する場合：utils ntp servers list

•追加のNTPサーバを追加する場合：utils ntp server add <追加するホストまたは IP アドレス

>

•既存の NTPサーバを削除する場合： utils ntp server delete（削除する項目の行番号）Enter
キーを押します。
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ESXiホスト

すべての Packaged CCE ESXiホスト（任意のコンポーネントを含む）は、外部時刻源として
Windowsドメイン PDCエミュレータマスターによって使用される同じNTPサーバを指してい
る必要があります。

ESXiホストでの NTPの設定の詳細については、https://www.vmware.com/support/pubs/にある
VMwareのマニュアルを参照してください。

グローバルカタログの要件
パッケージされたCCEは、ActiveDirectoryルックアップにグローバルカタログを使用します。
パッケージ内の CCE Hostsが格納されている ADフォレスト内のすべてのドメインは、そのド
メインのグローバルカタログを公開する必要があります。これには、ソリューションが通信を

行うすべてのドメイン (認証、ユーザルックアップ、グループ検索など)が含まれます。

複数のドメインであるフォレストでは、各 ADサイトにグローバルカタログが必要です。グ
ローバルカタログは、ADフォレスト内のドメイン情報の中心的なリポジトリです。ローカル
またはグローバルカタログを使用せずに、重大なパフォーマンス degradationsと失敗が発生し
ます。フォレスト内の各ドメインを検索するには、すべてのADクエリに対して重要な意味を
持ちます。複数サイト展開は、WANリンクを介してクエリを行う場合に必要です。

これは、フォレスト間の操作を意味するものではありません。フォレスト間操作はサポートさ

れていません。

（注）
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第 3 章

ネットワーク設計の考慮事項

•ネットワーク設計の考慮事項（13ページ）
•帯域幅のプロビジョニングおよびネットワーク QoSの考慮事項（13ページ）

ネットワーク設計の考慮事項
Cisco UCS Cシリーズサーバのネットワーク設計に関する要件と考慮事項については、Cisco
Packaged CCEの仮想化（https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/
virtualization/pcce_virt_index.html）を参照してください。

帯域幅のプロビジョニングおよびネットワーク QoSの考
慮事項

ワイドエリアネットワークがQoSをサポートしている必要があります。詳細については、Cisco
Unified Contact Center Enterpriseソリューション設計ガイド（https://www.cisco.com/en/US/partner/
products/sw/custcosw/ps1844/products_implementation_design_guides_list.html）の「Bandwidth
Provisioning and QoS considerations」の項を参照してください。

ビデオコールの帯域幅プロビジョニングについては、『Cisco Collaboration System Solution
Reference Network Designs』（https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/tsd-products-support-series-home.html）の「Cisco
Collaboration Solutions Design and Deployment Sizing Considerations」の章を参照してください。

CiscoMediaSenseビデオ再生の帯域幅プロビジョニングについては、『CiscoMediaSenseDesign
Guide』（https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/mediasense/
tsd-products-support-series-home.html）の「Scalability and Sizing」の章を参照してください。

Nexus 1000V QoSプロビジョニングの詳細と設定例については、Cisco Packaged CCEの仮想化
（https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/pcce_virt_index.html）
を参照してください。
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第 II 部

インストール
•パッケージ済みの CCE 2000エージェントのインストール（17ページ）
•パッケージ済みの CCE 4000エージェントのインストール（27ページ）
•パッケージ済みの CCE 12000エージェントのインストール（37ページ）





第 4 章

パッケージ済みのCCE 2000エージェントの
インストール

•インストールタスク（17ページ）

インストールタスク
このセクションでは、パッケージ CCE 2000エージェントのインストールに必要なさまざまな
コンポーネントの仮想マシンを作成して設定するためのタスクについて説明します。

C240 M5SXテスト済み参照または仕様ベースのハードウェアを使用している場合は、デフォ
ルトの注釈を変更せずに次のコアコンポーネントを追加する必要があります。

• Unified CCE Rogger

• Unified CCE AWまたは HDSまたは DDS

• Unified CCE PG

• Unified CVP Server

• Unified Intelligence Centerパブリッシャ（ライブデータおよび IdSと共存）

• Finesse

以下の用語は、コアコンポーネントのアノテーション専用となっています。Finesse、CUIC、
および CVP。

他のすべての非コアコンポーネントは、パッケージ済みの CCE Inventoryに外部マシンとして
追加する必要があります。

（注）

この表では、パッケージ済みの CCE 2000エージェントのインストールタスクについて概説し
ます。
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表 1 :パッケージ済みの CCE 2000エージェントのインストール

コンポーネントインストールタスク

Unified CCE PGの VMの作成（19ページ）1

Unified CCE Roggerの VMの作成（19ページ）2

Unified CCE AW-HDS-DDSの VMの作成（20ページ）3

Cisco Unified Customer Voice Portalサーバ用の VMの作成（20ページ）4

Cisco Unified Communications Managerパブリッシャ用の VMの作成（21ペー
ジ）

5

Cisco Unified Communications Managerサブスクライバ用の VMの作成（22ペー
ジ）

6

Cisco Finesseプライマリ用の VMの作成（23ページ）7

Cisco Finesseセカンダリ用の VMの作成（23ページ）8

Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャ用の VMの作成（23ページ）9

Cisco Unified Intelligence Centerサブスクライバ用の VMの作成（24ページ）10

（任意）Cisco Unified CVP Reporting Server用の VMの作成（24ページ）11

（任意）メディアサーバのインストール（21ページ）12

（任意）企業のチャットおよび電子メールのインストール（110ページ）13

（任意）Cisco Virtualized Voice Browserのインストール（111ページ）14

（任意）外部 HDSのインストール（105ページ）15

（オプション）Cisco SocialMinerをインストールする

『Cisco SocialMiner User Guide』 at https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/socialminer/products-user-guide-list.html

16

各コンポーネントのインストール後の設定については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/%20products-maintenance-guides-list.htmlの
『Cisco Packagaed Contact Center Enterpriseの管理と設定ガイド』の「インストール後の設定」
セクションを参照してください。
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コンポーネントの仮想マシンの作成

Unified CCE PGの VMの作成

サイド Aとサイド Bの Unified CCE PG用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタスクを
実行します。

タスクSequence

Packaged-CCE-UCCE.ova,OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）を使用して
います。

ドロップダウンリストからMedium PGを選択します。

1

Microsoft Windows Serverのインストール（75ページ）2

VMwareツールのインストール（82ページ）3

のネットワークアダプタの設定（84ページ）4

マシンのドメインへの追加（83ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール（74ページ）6

固定の静的ルートの設定（86ページ）7

Windowsアップデートの実行（87ページ）8

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）9

Unified CCE Roggerの VMの作成

サイド Aとサイド Bの Unified CCE Rogger用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタス
クを実行します。

タスクSequence

Packaged-CCE-UCCE.ova,OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）を使用して
います。

ドロップダウンリストからRoggerを選択します。

1

Microsoft Windows Serverのインストール（75ページ）2

VMwareツールのインストール（82ページ）3

のネットワークアダプタの設定（84ページ）4

マシンのドメインへの追加（83ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール（74ページ）6
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タスクSequence

データベースドライブの設定（71ページ）7

固定の静的ルートの設定（86ページ）8

Windowsアップデートの実行（87ページ）9

Microsoft SQL Serverのインストール（76ページ）10

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）11

Unified CCE AW-HDS-DDSの VMの作成

サイド Aとサイド Bの Unified CCE AW-HDS-DDS用の仮想マシンを作成するには、次の一連
のタスクを実行します。

タスクSequence

Packaged-CCE-UCCE.ova,OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）を使用して
います。

ドロップダウンリストからAW-HDS-DDSを選択します。

1

Microsoft Windows Serverのインストール（75ページ）2

VMwareツールのインストール（82ページ）3

Unified CCE AWと Loggerのネットワークアダプタを設定します。（86ページ）4

マシンのドメインへの追加（83ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール（74ページ）6

データベースドライブの設定（71ページ）7

Windowsアップデートの実行（87ページ）8

Microsoft SQL Serverのインストール（76ページ）9

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）10

Cisco Unified Customer Voice Portalサーバ用の VMの作成

UnifiedCVPServer用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタスクを実行します。各Unified
CVPサーバは、Unified CVPコールサーバ、メディアサーバ、および VXMLサーバの機能を
組み合わせています。
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タスクSequence

Packaged-CCE-CVP.ova、OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）を使用して
います。

ドロップダウンリストで、次の内容を実行します。

• Unified CVPサーバ VMを作成する場合は [Cisco Unified CVPコールサーバ
-VXMLサーバ（Cisco Unified CVP Call Server-VXML Server）]を選択します。

1

Microsoft Windows Serverのインストール（75ページ）

NTPの設定は、このマシンが Unified CCE Rogger、AW、および PGと同じドメイ
ンにない場合に必要です。NTPおよび時刻同期（8ページ）を参照してくださ
い。

2

VMwareツールのインストール（82ページ）3

Cisco Unified CVPのネットワークアダプタの設定（89ページ）4

マシンのドメインへの追加（83ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール（74ページ）6

Windowsアップデートの実行（87ページ）7

Cisco Unified CVPサーバのインストール（90ページ）8

FTPサーバのインストール（93ページ）9

メディアサーバのインストール

メディアサーバが外部の場合は、次のものをメディアサーバにインストールします。

インストール作業シーケンス

Unified CVPメディアサーバ IISの設定（91ページ）1

FTPサーバのインストール（93ページ）2

Cisco Unified Communications Managerパブリッシャ用の VMの作成

UnifiedCommunicationsManagerパブリッシャ用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタス
クを実行します。

UCS C240M4サーバの場合、ユニファイドコミュニケーションマネージャr（CUCM）12.5の
インストールは、オフボックスで行います。

（注）
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タスクSequence

Packaged-CCE-CUCM.ovaを使用しています。OVAからの仮想マシンの作成（69
ページ）。

ドロップダウンリストから [CUCM 7500ユーザノード（7500 user node）]を選択
します。

1

DNSサーバの設定（71ページ）2

Unified Communications Managerパブリッシャをインストールします。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリ
ノードのインストール（94ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール（82ページ）4

Cisco Unified Communications Manager用のクラスタの設定（100ページ）5

Unified Communications Manager AXLユーザアカウントの作成（100ページ）6

Unified Communications Managerライセンス（99ページ）を生成してインストール
します。

7

サービスのアクティブ化（104ページ）8

Cisco Unified Communications Managerサブスクライバ用の VMの作成

Unified Intelligence Centerサブスクライバおよび Identity Server（IdS）用の仮想マシンを作成す
るには、次の一連のタスクを実行します。

タスクSequence

Packaged-CCE-CUCM.ovaを使用していますOVAからの仮想マシンの作成（69ペー
ジ）。

ドロップダウンリストから [CUCM 7500ユーザノード（7500 user node）]を選択
します。

1

DNSサーバの設定（71ページ）2

Unified Communications Managerサブスクライバをインストールします。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリ
ノードのインストール（102ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール（82ページ）4

Unified Communications Managerライセンス（99ページ）を生成してインストール
します。

5

サービスのアクティブ化（104ページ）6
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Cisco Finesseプライマリ用の VMの作成

サイド Aの Cisco Finesseプライマリノード用の仮想マシンを作成するには、次の一連の手順
を実行します。

タスク順序

Packaged-CCE-Finesse.ovaを使用しますOVAからの仮想マシンの作成（69ペー
ジ）。

ドロップダウンリストから [2000 HTTPエージェント（2000 HTTP Agent）] を選
択します。

1

DNSサーバの設定（71ページ）2

Cisco Finesseプライマリノードのインストール。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリ
ノードのインストール（94ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール（82ページ）4

Cisco Finesseのクラスタの設定（101ページ）5

Cisco Finesseセカンダリ用の VMの作成

次の手順に従ってタスクを実行し、サイド Bの Cisco Finesseセカンダリノードの仮想マシン
を作成します。

タスク順序

Packaged-CCE-Finesse.ovaを使用していますOVAからの仮想マシンの作成（69ペー
ジ）。

ドロップダウンリストからを選択します。

1

DNSサーバの設定（71ページ）2

Cisco Finesseセカンダリノードのインストール。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリ
ノードのインストール（102ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール（82ページ）4

Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャ用の VMの作成

Unified IntelligenceCenterパブリッシャ用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタスクを実
行します。ライブデータと Cisco Identity Serviceも同じ VMにインストールされます。
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タスクSequence

Packaged-CCE-CUIC.ova, OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）を使用して
います。

ドロップダウンリストから、共存を選択します。

1

DNSサーバの設定（71ページ）2

Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャのインストール。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリ
ノードのインストール（94ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール（82ページ）4

ライセンスを取得してアップロードします。

Cisco Unified Intelligence Centerライセンス（97ページ）を参照してください。

5

Cisco Unified Intelligence Centerのクラスタの設定（98ページ）6

Cisco Unified Intelligence Centerサブスクライバ用の VMの作成

Unified IntelligenceCenterサブスクライバ用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタスクを
実行します。ライブデータと Cisco Identity Serviceもこの VMにインストールされます。

タスクSequence

Packaged-CCE-CUIC.ova, OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）を使用して
います。

ドロップダウンリストから、共存を選択します。

1

DNSサーバの設定（71ページ）2

Cisco Unified Intelligence Centerサブスクライバのインストール。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリ
ノードのインストール（102ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール（82ページ）4

Cisco Unified CVP Reporting Server用の VMの作成

UnifiedCVPReportingServer用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタスクを実行します。
Unified CVP Reporting Serverはオプションコンポーネントであり、サイド Bだけにインストー
ルされます。
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タスク順序

Packaged-CCE-CVP.ova、OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）を使用して
います。

ドロップダウンリストから [Cisco Unified CVP Reporting Server]を選択します。

1

Microsoft Windows Serverのインストール（75ページ）

NTPの設定は、このマシンが Unified CCE Rogger、AW、および PGと同じドメイ
ンにない場合に必要です。NTPおよび時刻同期（8ページ）を参照してくださ
い。

2

VMwareツールのインストール（82ページ）3

Cisco Unified CVPのネットワークアダプタの設定（89ページ）4

アンチウイルスソフトウェアのインストール（74ページ）5

データベースドライブの設定（71ページ）6

Windowsアップデートの実行（87ページ）7

Cisco Unified CVP Reporting Serverのインストール（93ページ）8

マシンのドメインへの追加（83ページ）9
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第 5 章

パッケージ済みのCCE 4000エージェントの
インストール

•インストールタスク（27ページ）

インストールタスク
このセクションでは、パッケージ CCE 4000エージェントのインストールに必要なさまざまな
コンポーネントの仮想マシンを作成して設定するためのシーケンスについて説明します。

この表では、パッケージ済みの CCE 4000エージェントのインストールタスクについて概説し
ます。

表 2 :パッケージ済みの CCE 4000エージェントのインストール

コンポーネントインストールタスク

Unified CCE PGの VMの作成（28ページ）1

Unified CCE Roggerの VMの作成（29ページ）2

Unified CCE AW-HDS-DDSの VMの作成（29ページ）3

Cisco Unified Customer Voice Portalサーバ用の VMの作成（30ページ）4

CiscoUnified CommunicationsManagerパブリッシャ用のVMの作成（31ページ）5

Cisco Unified Communications Managerサブスクライバ用の VMの作成（32ペー
ジ）

6

Cisco Finesseプライマリ用の VMの作成（32ページ）7

Cisco Finesseセカンダリ用の VMの作成（32ページ）8

Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャ用の VMの作成（33ページ）9

Cisco Unified Intelligence Centerサブスクライバ用の VMの作成（33ページ）10
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コンポーネントインストールタスク

ライブデータプライマリノードの VMの作成（34ページ）11

ライブデータセカンダリノードの VMの作成（34ページ）12

Cisco Identity Serviceパブリッシャの VMの作成（35ページ）13

Cisco Identity Serviceサブスクライバの VMの作成（35ページ）14

（任意）Cisco Unified CVP Reporting Server用の VMの作成（30ページ）15

（任意）メディアサーバのインストール（21ページ）16

（任意）企業のチャットおよび電子メールのインストール（110ページ）17

（任意）Cisco Virtualized Voice Browserのインストール（111ページ）18

（任意）外部 HDSのインストール（105ページ）19

（オプション）Cisco SocialMinerをインストールする

『Cisco SocialMiner User Guide』 at https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/socialminer/products-user-guide-list.html

20

各コンポーネントのインストール後の設定については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/%20products-maintenance-guides-list.htmlの
『Cisco Packagaed Contact Center Enterpriseの管理と設定ガイド』の「インストール後の設定」
セクションを参照してください。

コンポーネントの仮想マシンの作成

Unified CCE PGの VMの作成

サイド Aとサイド Bの Unified CCE PG用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタスクを
実行します。

タスクSequence

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1

Microsoft Windows Serverのインストール（75ページ）2

VMwareツールのインストール（82ページ）3

のネットワークアダプタの設定（84ページ）4

マシンのドメインへの追加（83ページ）6

アンチウイルスソフトウェアのインストール（74ページ）7
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タスクSequence

固定の静的ルートの設定（86ページ）8

Windowsアップデートの実行（87ページ）9

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）10

Unified CCE Roggerの VMの作成

サイド Aとサイド Bの Unified CCE Rogger用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタス
クを実行します。

タスクSequence

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1

Microsoft Windows Serverのインストール（75ページ）2

VMwareツールのインストール（82ページ）3

のネットワークアダプタの設定（84ページ）4

マシンのドメインへの追加（83ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール（74ページ）6

データベースドライブの設定（71ページ）7

固定の静的ルートの設定（86ページ）8

Windowsアップデートの実行（87ページ）9

Microsoft SQL Serverのインストール（76ページ）10

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）11

Unified CCE AW-HDS-DDSの VMの作成

サイド Aとサイド Bの Unified CCE AW-HDS-DDS用の仮想マシンを作成するには、次の一連
のタスクを実行します。

タスクSequence

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1

Microsoft Windows Serverのインストール（75ページ）2

VMwareツールのインストール（82ページ）3

Unified CCE AWと Loggerのネットワークアダプタを設定します。（86ページ）4
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タスクSequence

マシンのドメインへの追加（83ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール（74ページ）6

データベースドライブの設定（71ページ）7

Windowsアップデートの実行（87ページ）8

Microsoft SQL Serverのインストール（76ページ）9

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）10

Cisco Unified Customer Voice Portalサーバ用の VMの作成

UnifiedCVPServer用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタスクを実行します。各Unified
CVPサーバは、Unified CVPコールサーバ、メディアサーバ、および VXMLサーバの機能を
組み合わせています。

タスクSequence

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1

Microsoft Windows Serverのインストール（75ページ）

NTPの設定は、このマシンが Unified CCE Rogger、AW、および PGと同じドメイ
ンにない場合に必要です。NTPおよび時刻同期（8ページ）を参照してくださ
い。

2

VMwareツールのインストール（82ページ）3

Cisco Unified CVPのネットワークアダプタの設定（89ページ）4

マシンのドメインへの追加（83ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール（74ページ）6

Windowsアップデートの実行（87ページ）7

Cisco Unified CVPサーバのインストール（90ページ）8

FTPサーバのインストール（93ページ）9

Cisco Unified CVP Reporting Server用の VMの作成

UnifiedCVPReportingServer用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタスクを実行します。
Unified CVP Reporting Serverはオプションコンポーネントであり、サイド Bだけにインストー
ルされます。
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タスク順序

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1

Microsoft Windows Serverのインストール（75ページ）

NTPの設定は、このマシンが Unified CCE Rogger、AW、および PGと同じドメイ
ンにない場合に必要です。NTPおよび時刻同期（8ページ）を参照してくださ
い。

2

VMwareツールのインストール（82ページ）3

Cisco Unified CVPのネットワークアダプタの設定（89ページ）4

アンチウイルスソフトウェアのインストール（74ページ）5

データベースドライブの設定（71ページ）6

Windowsアップデートの実行（87ページ）7

Cisco Unified CVP Reporting Serverのインストール（93ページ）8

マシンのドメインへの追加（83ページ）9

Cisco Unified Communications Managerパブリッシャ用の VMの作成

UnifiedCommunicationsManagerパブリッシャ用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタス
クを実行します。

タスク順序

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1

DNSサーバの設定（71ページ）2

Unified Communications Managerパブリッシャをインストールします。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリ
ノードのインストール（94ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール（82ページ）4

Cisco Unified Communications Manager用のクラスタの設定（100ページ）5

Unified Communications Manager AXLユーザアカウントの作成（100ページ）6

Unified Communications Managerライセンス（99ページ）を生成してインストール
します。

7

サービスのアクティブ化（104ページ）8
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Cisco Unified Communications Managerサブスクライバ用の VMの作成

Unified IntelligenceCenterサブスクライバ用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタスクを
実行します。

タスクSequence

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1

DNSサーバの設定（71ページ）2

Unified Communications Managerサブスクライバをインストールします。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリ
ノードのインストール（102ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール（82ページ）4

Unified Communications Managerライセンス（99ページ）を生成してインストール
します。

5

サービスのアクティブ化（104ページ）6

Cisco Finesseプライマリ用の VMの作成

サイド Aの Cisco Finesseプライマリノード用の仮想マシンを作成するには、次の一連の手順
を実行します。

タスク順序

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1

DNSサーバの設定（71ページ）2

Cisco Finesseプライマリノードのインストール。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリ
ノードのインストール（94ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール（82ページ）4

Cisco Finesseのクラスタの設定（101ページ）5

Cisco Finesseセカンダリ用の VMの作成

次の手順に従ってタスクを実行し、サイド Bの Cisco Finesseセカンダリノードの仮想マシン
を作成します。

タスク順序

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1
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タスク順序

DNSサーバの設定（71ページ）2

Cisco Finesseセカンダリノードのインストール。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリ
ノードのインストール（102ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール（82ページ）4

Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャ用の VMの作成

Unified IntelligenceCenterパブリッシャ用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタスクを実
行します。

タスク順序

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1

DNSサーバの設定（71ページ）2

Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャのインストール。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリ
ノードのインストール（94ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール（82ページ）4

ライセンスを取得してアップロードします。

Cisco Unified Intelligence Centerライセンス（97ページ）を参照してください。

5

Cisco Unified Intelligence Centerのクラスタの設定（98ページ）6

Cisco Unified Intelligence Centerサブスクライバ用の VMの作成

Unified IntelligenceCenterサブスクライバ用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタスクを
実行します。

タスク順序

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1

DNSサーバの設定（71ページ）2

Cisco Unified Intelligence Centerサブスクライバのインストール。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリ
ノードのインストール（102ページ）を参照してください。

3
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タスク順序

VMwareツールのインストール（82ページ）4

ライブデータプライマリノードの VMの作成

サイド Aの Cisco Liveデータプライマリノード用の仮想マシンを作成するには、次の一連の
手順を実行します。

タスクSequence

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1

DNSサーバの設定（71ページ）2

Cisco Liveデータプライマリノードのインストール。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリ
ノードのインストール（94ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール（82ページ）4

ライブデータセカンダリノードの VMの作成

サイド Bの Cisco Liveデータセカンダリノード用の仮想マシンを作成するには、次の一連の
手順を実行します。

タスクSequence

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。

4000エージェント展開の場合、ドロップダウンリストから [小規模なライブデータ
サーバ (Small Live Data Server)]を選択します。

12000エージェント展開の場合、ドロップダウンリストから [大規模なライブデー
タサーバ (Small Live Data Server)]を選択します。

1

DNSサーバの設定（71ページ）2

Cisco Liveデータセカンダリノードのインストール。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリ
ノードのインストール（102ページ）を参照してください。

3

ライブデータセカンダリノードの設定（109ページ）4

VMwareツールのインストール（82ページ）5
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Cisco Identity Serviceパブリッシャの VMの作成

サイド Aの Cisco Identityサービスパブリッシャノード用の仮想マシンを作成するには、次の
一連の手順を実行します。

タスクSequence

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1

DNSサーバの設定（71ページ）2

Cisco Identity Serviceパブリッシャノードのインストール。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリ
ノードのインストール（94ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール（82ページ）4

Cisco Identity Serviceサブスクライバの VMの作成

サイド Bの Cisco Identityサービスサブスクライバノード用の仮想マシンを作成するには、次
の一連の手順を実行します。

タスクSequence

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1

DNSサーバの設定（71ページ）2

Cisco Identity Serviceのサブスクライバーノードをインストールします。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリ
ノードのインストール（102ページ）を参照してください。

3

IDSサブスクライバノードの設定（109ページ）4

VMwareツールのインストール（82ページ）5
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第 6 章

パッケージ済みの CCE 12000エージェント
のインストール

•インストールタスク（37ページ）

インストールタスク
このセクションでは、パッケージCCE12000エージェントのインストールに必要なさまざまな
コンポーネントの仮想マシンを作成して設定するためのシーケンスについて説明します。

この表では、パッケージ済みのCCE12000エージェントのインストールタスクについて概説し
ます。

表 3 :パッケージ済みの CCE 12000エージェントのインストール

コンポーネントインストールタスク

Unified CCE PGの VMの作成（28ページ）1

Unified CCE Loggerの VMの作成（38ページ）2

Unified CCEルータの VMの作成（39ページ）3

Unified CCE AW-HDSの VMの作成（39ページ）4

Unified CCE HDS-DDSの VMの作成（40ページ）5

Cisco Unified Customer Voice Portalサーバ用の VMの作成（30ページ）6

Cisco Unified Communications Managerパブリッシャ用の VMの作成（31ペー
ジ）

7

Cisco Unified Communications Managerサブスクライバ用の VMの作成（32ペー
ジ）

8

Cisco Finesseプライマリ用の VMの作成（32ページ）9
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コンポーネントインストールタスク

Cisco Finesseセカンダリ用の VMの作成（32ページ）10

Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャ用の VMの作成（33ページ）11

Cisco Unified Intelligence Centerサブスクライバ用の VMの作成（33ページ）12

ライブデータプライマリノードの VMの作成（34ページ）13

ライブデータセカンダリノードの VMの作成（34ページ）14

Cisco Identity Serviceパブリッシャの VMの作成（35ページ）15

Cisco Identity Serviceサブスクライバの VMの作成（35ページ）16

（任意）Cisco Unified CVP Reporting Server用の VMの作成（30ページ）17

（任意）メディアサーバのインストール（21ページ）18

（任意）企業のチャットおよび電子メールのインストール（110ページ）19

（任意）Cisco Virtualized Voice Browserのインストール（111ページ）20

（任意）外部 HDSのインストール（105ページ）21

（オプション）Cisco SocialMinerをインストールする

『Cisco SocialMiner User Guide』 at https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/socialminer/products-user-guide-list.html

22

各コンポーネントのインストール後の設定については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/%20products-maintenance-guides-list.htmlの
『Cisco Packagaed Contact Center Enterpriseの管理と設定ガイド』の「インストール後の設定」
セクションを参照してください。

コンポーネントの仮想マシンの作成

Unified CCE Loggerの VMの作成

サイド Aとサイド Bの Unified CCE Logger用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタス
クを実行します。

タスクSequence

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1

Microsoft Windows Serverのインストール（75ページ）2

VMwareツールのインストール（82ページ）3
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タスクSequence

のネットワークアダプタの設定（84ページ）4

マシンのドメインへの追加（83ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール（74ページ）6

データベースドライブの設定（71ページ）7

Windowsアップデートの実行（87ページ）8

Microsoft SQL Serverのインストール（76ページ）9

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）10

Unified CCEルータの VMの作成

サイドAとサイドBのUnified CCEルータ用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタスク
を実行します。

タスクSequence

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1

Microsoft Windows Serverのインストール（75ページ）2

VMwareツールのインストール（82ページ）3

のネットワークアダプタの設定（84ページ）4

マシンのドメインへの追加（83ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール（74ページ）6

データベースドライブの設定（71ページ）7

Windowsアップデートの実行（87ページ）8

Microsoft SQL Serverのインストール（76ページ）9

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）10

Unified CCE AW-HDSの VMの作成

サイド Aとサイド Bの Unified CCE AW-HDS用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタ
スクを実行します。

タスクSequence

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1
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タスクSequence

Microsoft Windows Serverのインストール（75ページ）2

VMwareツールのインストール（82ページ）3

Unified CCE AWと Loggerのネットワークアダプタを設定します。（86ページ）4

マシンのドメインへの追加（83ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール（74ページ）6

データベースドライブの設定（71ページ）7

Windowsアップデートの実行（87ページ）8

Microsoft SQL Serverのインストール（76ページ）9

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）10

Unified CCE HDS-DDSの VMの作成

サイド Aとサイド Bの Unified CCE HDS-DDS用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタ
スクを実行します。

タスクSequence

OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）。1

Microsoft Windows Serverのインストール（75ページ）2

VMwareツールのインストール（82ページ）3

Unified CCE AWと Loggerのネットワークアダプタを設定します。（86ページ）4

マシンのドメインへの追加（83ページ）5

アンチウイルスソフトウェアのインストール（74ページ）6

データベースドライブの設定（71ページ）7

Windowsアップデートの実行（87ページ）8

Microsoft SQL Serverのインストール（76ページ）9

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）10
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第 III 部

バージョンのアップグレード
•前提条件と重要な考慮事項（43ページ）
•アップグレードプロセス（45ページ）





第 7 章

前提条件と重要な考慮事項

•前提条件と重要な考慮事項（43ページ）
• NTPの設定要件（44ページ）

前提条件と重要な考慮事項
•移行とアップグレードのプロセスを開始した後、そのプロセスをバックアップすることは
できません。以前のリリースに戻す必要がある場合は、バックアップからVMを復元する
必要があります。

•リリース 11.5 (x)または 11.6 (x)から直接アップグレードできるのは、Ciscoパッケージ
CCE 2000エージェント展開、リリース 12.0 (1)だけです。リリース 11.0 (x)からアップグ
レードするには、まず11.5にアップグレードしてから、12.0にアップグレードする必要が
あります。11.0 (1)よりも以前のリリースからアップグレードする場合は、まず 11.0 (1)に
アップグレードしてから 11.5 (1)にアップグレードする必要があります。

•ライブデータサーバなどのCiscoVOSベースサーバをアップグレードする前に、VMのオ
プション>編集設定の各電源オンボックスをオンにし、VMwareツールをアップグレード
してからオンにしてください。

VMWareツールアップグレードの詳細については、VMwareのドキュメントを参照してく
ださい。

•アップグレードする前に、開いているMicrosoft Windowsイベントビューアーのすべての
インスタンスを閉じてください。これにより、以下のDLLがロックされるエラーによる、
インストールの失敗を防ぐことができます。

• icrcat.dll

• icrmsgs.dll

• snmpeventcats.dll

• snmpeventmsgs.dll

失敗した場合は、イベントビューアーを閉じて、インストールを再試行します。エラーが

解決しない場合は、Microsoft Windowsイベントログサービスを再起動してください。
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•このリリースには、更新されたデータベーススキーマが含まれています。アップグレード
プロセス中に、拡張データベース移行ツール (EDMT)を使用してスキーマのアップグレー
ドを実行します。

アップグレードユーティリティの詳細については、以下を参照してください。
https://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=268439622

•アップグレードを開始する前に、サイド Aとサイド Bのすべてのコンポーネントのバッ
クアップがあることを確認してください。アップグレードを実行している仮想マシンのス

ナップショットを取得できます。

•サーバの設定が完了したら、VMをサーバに移動し、共通グラウンドアップグレードプ
ロセスを実行できます。

•必要に応じて、移行を開始してダウンタイムを減らすためにアップグレードを開始する前
に、統一された CCE Roggerオフボックスをステージングすることができます。

• ESXiのサポートされるバージョンを実行していることを確認します。サポートされてい
る ESXiバージョンの詳細Cisco Packaged CCEの仮想化にhttps://www.cisco.com/c/en/us/td/
docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/pcce_virt_index.html。

•システムをMicrosoft Windows Server 2016にアップグレードする場合、NISサーバツール
はサポートされません。したがって、システムをアップグレードする前に、 [NISサーバ
(NISツール)]チェックボックスをオフにする必要があります。

NTPの設定要件
Packaged CCEは時刻同期に依存しています。正しく NTPを設定することは、データの報告と
コンポーネント間の通信の信頼性を高めるために重要です。NTPおよび時刻同期（8ペー
ジ）に示す要件を実装することが大切です。

Cisco Packaged Contact Center Enterpriseインストレーション/アップグレードガイド、リリース 12.0(1)
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第 8 章

アップグレードプロセス

Packaged CCE 2200エージェント展開アップグレードプロセスは、コンタクトセンターのダウ
ンタイムを最小限に抑えるように設計されています。

• Packaged CCE 2000エージェント展開（45ページ）

Packaged CCE 2000エージェント展開

共通グラウンドアップグレードプロセス

アップグレードでは 4つのメンテナンスウィンドウが必要です。

• 1番目のメンテナンスウィンドウでは、サイドAのアップグレードに向けて準備するため
サイド Aのサービスをシャットダウンします。

• 2番目のメンテナンスウィンドウは、アップグレードの途中に、サイド Bからサイド A
にカットオーバーするための期間です。サイド Aを起動する前にサイド Bを必ず停止し
てください。

• 3番目のメンテナンスウィンドウは、サイド Bのアップグレードの完了後に、サイド A
をサイド Bに同期するための期間です。

•番目のメンテナンスウィンドウは、Cisco Unified Communications Manager (CUCM)をアッ
プグレードするための期間です。

重要

Cisco Packaged Contact Center Enterpriseインストレーション/アップグレードガイド、リリース 12.0(1)
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図 1 : CCE 11.6から 12.0導入

共通するアップグレード前の作業

次の表のタスクをリストされている順序で実行します。

メインサイトおよびリモートサイト (ある場合)のアップグレードは、同時に実行する必要があ
ります。たとえば、メインサイトでサイドAをアップグレードする場合は、同じメンテナンス
ウィンドウでリモートサイト内のサイド Aもアップグレードします。

（注）

タスク手順

CVP Operations Console (OAMP)の設定のバックアップを実行します。1.

アップグレードマッピング（122ページ）「」セクションに記載されている Cvp
Operations Consoleの設定をメモしておきます。

アップグレード後に、メモをした構成によって、ダイヤルされた電話番

号、SIP Serverグループ、および場所を Unified CCE Administrationから
再構成する必要があります。

（注）

2

Cisco VVBSの管理者が使用する Cisco VVB管理のすべてのトリガーをメモしてお
きます。

アップグレード後に、メモをした構成によって、 Unified CCE
Administrationから再構成する必要があります。

（注）

3
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タスク手順

Cisco VVBアプリケーションがカスタムトリガーを使用している場合は、エラー、
着信音、および包括的なアプリケーションに関連付けられたカスタムトリガーを

CISCO VVB管理から削除します。

4

すべての Cisco Finesseサーバに設定されているすべての理由 (準備完了ではない、
サインアウトと折り返し)をメモしておいてください。(Cisco Finesse Administration
コンソールを起動するには、ブラウザにhttps://<FQDN of Finesse
primarynode >/cfadmin)を入力します。

アップグレード後に、メモをした構成によって、 Unified CCE
Administrationから再構成する必要があります。

（注）

5

アップグレード中に、システムが最初に既存のECC変数をデフォルトのペイロード
に移行する場合、CTIメッセージサイズの制限は確認されません。メンバー名が、
CTIクライアントに対してECCペイロードに割り当てられている追加の 500バイト
を超える場合があります。デフォルトのペイロードが制限を超過していないこと

は、拡張コール変数ペイロード一覧ツール内のCTIメッセージのサイズカウンター
を手動で確認します。デフォルトのペイロードが制限を超える場合は、制限に合わ

せて変更します。

6

CUIC Administrationコンソールから CUICと AWとのユーザ同期を実行します。7

VMwarevSphereクライアントからアップグレードする各仮想マシンのスナップショッ
トを取得します。

8

サイド Aの Preupgrade

タスク手順

Unifiied CCE Roggerの設定変更を無効にします。次のレジストリキーを 1に変更し
ます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Cisco Systems, Inc.\ICM\<instance
name>\RouterA\Router\CurrentVersion\Configuration\Global\DBMaintenance

1

Cisco IOS Enterpriseイングレス音声ゲートウェイのダイヤルピア優先順位設定を逆
にします。これで、コールがサイド Bの Unified CVPサーバに送信されます。

2
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タスク手順

UnifiedCCEService Controlを使用して、アップグレードしているUnified CCEサー
バ上のすべての Unified CCEサービスを停止し、スタートアップの種類を [手動
(Manual)]に設定します。

1. サイド A Unified CCE Rogger

2. サイド A Unified CCE AW-HDS-DDS

3. サイド A PG

4. 外部 HDS（サイド Aが中央サーバで優先される）（使用されている場合）

サービスが停止していることを確認します。

3

サイド Aのアップグレード

開始する前に、サイド Aでコールアクティビティが終了していることを確認するため、次の
項目を確認します。

• Unified CVP Diagnostic Portalで、サイド Aのポートが使用されていないことを確認しま
す。

• Unified Communications Manager RTMTツールで、電話がサイド Bに移行していることを
確認します。

ローカルデータストアにアップグレードメディア ISOを配置します。アップグレードが完了
したら、それらを削除するようにしてください。

メインサイトおよびリモートサイト (ある場合)のアップグレードは、同時に実行する必要があ
ります。

タスク手順

ダイヤルされた電話番号のパターンのいずれかがCisco VVBおよびゲートウェイへ
の静的ルートである場合は、それらすべての Cisco Vvbおよびゲートウェイを新し
い SIP Serverグループに移動し、新しい sip Serverグループを対応するダイヤルされ
た番号のパターンに追加してから、CVP Operations Consoleから展開します。

1

各サイトで、SIPサーバグループから 1つのCisco VVBを削除して、CVPOperations
Consoleから展開します。

サイド Aがアップグレードされた後、削除した Cisco VVBを PCCEイン
ベントリに最初に追加します。サイトのデフォルトのCiscoVVB設定を、
現在VVB adminでアクティブになっているもう 1つのCisco Vvbと比較し
て設定します。

（注）

2
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タスク手順

3 ~ 8のステップは、CVP Operations Consoleから展開されずに実行されま
す。

（注）

CVP Operations Consoleからすべての Cisco VVBsとゲートウェイを削除します (デ
バイスを削除する前に、ダイヤルされた番号のパターンや場所などの他の設定から

デバイスの参照を削除する必要がある場合もあります)。

3

UnifiedCCEAdministrationでは、次のいずれかの操作を実行して、VVBおよびゲー
トウェイのエントリがすべて削除されていることを確認します。

•システム >展開に移動し、検証をクリックします。

• VVBおよびゲートウェイエントリの削除を完全に実行するには、自動インベン
トリスキャナージョブが 10分間待機します。

4

CVPオペレーションコンソール VMをサイドホストから削除します。5

必要に応じて、サポートされているバージョンの ESXiにアップグレードします。

このリリースでサポートされている ESXiバージョンについては、Cisco Packaged
CCEの仮想化（https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_%20system/
virtualization/pcce_virt_index.html）を参照してください。

サポートされている ESXiバージョンを使用しており、別のサポートされている
ESXiバージョンにアップグレードする場合は、今すぐアップグレードするか、また
はPackagedCCEのアップグレードの完了後にアップグレードすることができます。

VMware vSphere ESXiのアップグレード（112ページ）を参照してください。

Unified CVPサーバをアップグレードします。

詳細は、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-customer-voice-portal/products-installation-guides-list.htmlにある『Installation and
Upgrade Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』を参照してください。

6

すべての Cisco Voiceゲートウェイを相互にアップグレードします。

Cisco音声ゲートウェイの IOSバージョンのアップグレード（117ページ）を参照し
てください。

Cisco Voice Gatewayの IOSバージョンを、Packaged CCE12.0(1)のアップグレード後
のリリース（またはそれ以降）で必要な最小バージョンにアップグレードします。

IOSサポート情報の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/
products-device-support-tables-list.htmlで Contact Center Enterpriseの互換性マトリック
スを参照してください。

7
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タスク手順

すべての Cisco仮想化音声ブラウザを相互にアップグレードします。

詳細は、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
virtualized-voice-browser/products-installation-guides-list.htmlにある『Installation and
Upgrade Guide for Cisco仮想化音声ブラウザ』を参照してください。

8

以下のコンポーネントのパブリッシャーまたはプライマリノードを 1つずつアップ
グレードします。VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッ
シャ/プライマリノードのインストール（94ページ）を参照してください

• Cisco Finesse

•ライブデータと識別サービス(IDS)を備えた Cisco Unified Intelligence Center

9

SQLデータベースとアウトバウンドオプション (使用されている場合)のバックアッ
プとエクスポートは、Roggerの VMで行います。

•バックアップにMicrosoftSQLServerバックアップおよび復元ユーティリティを
使用します。

• HDSのカスタマイズ可能な値に注意してください。

•バックアップファイルを共有の場所にコピーします。

10

Microsoft Windows Serverを CCEコンポーネントにアップグレードします。

Windowsサーバのアップグレード（112ページ）を参照してください。

ディスククリーンアップユーティリティを使用して、以前にインストールされて

いたWindowsを削除します。

このユーティリティを使用するため、Windows Server Managerからデスクトップエ
クスペリエンスをインストールします。

デスクトップエクスペリエンスのインストール、またはディスククリーンアップ

ユーティリティの使用方法の詳細については、Microsoftの資料を参照してくださ
い。

多言語の言語パックは、アップグレード後に自動的にアンインストールされます。

言語パックを手動でインストールします。言語パックのインストールの詳細につい

ては、Microsoftの資料（https://devicepartner.microsoft.com/en-IN/）を参照してくださ
い。

Microsoft SQL Serverのアップグレード。

SQL Serverのアップグレード （114ページ）を参照してください。
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タスク手順

拡張データベース移行ツール (rogger)、外部 HDS (使用されている場合)、および外
部 HDS以外の HDSを実行して、アップグレードプロセス中にスキーマのアップグ
レードを実行します。

EDMT （115ページ）を参照してください。

11

UnifiedCCEReleaseインストーラーを、サイドAUnifiedCCERoggerで実行します。

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）を参照してくだ
さい。

12

Unified CCE Releaseインストーラーを、サイド A Unified CCE AW-HDS-DDSで実行
します。

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）を参照してくだ
さい。

13

Unified CCE Releaseインストーラーを、サイド A PGで実行します。

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）を参照してくだ
さい。

14

(オプション）サイド Aに関連付けられた外部 HDSのアップグレード

Unified CCEReleaseインストーラーをサイドAに関連付けられている外部HDSで実
行します。

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）を参照してくだ
さい。

15

サイド Aのアップグレード後のタスク

サイド Aを持ち上げる前にサイド Bを下げる必要があります。サイド Bからサイド Aにカッ
トオーバーするために、これらのタスクをメンテナンス期間中に実施します。

タスク手順

Cisco IOS Enterpriseイングレス音声ゲートウェイのダイヤルピア優先順位設定を逆
にします。これで、コールが最初にサイド Aの Unified CVPサーバに送信され、次
にサイド Bに送信されます。

1.
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タスク手順

Unified CCE Service Controlを使用して、アップグレードしている Unified CCEサー
バ上のすべての Unified CCEサービスを停止し、スタートアップの種類を [手動
(Manual)]に設定します。

1. サイド B Unified CCE Rogger

2. サイド B Unified CCE AW-HDS-DDS

3. サイド B PG

4. 外部 HDS（サイド Bが中央サーバで優先される）（使用されている場合）

サービスが停止されていることを確認します。

2

Unified CCE Service Controlを使用して、アップグレードしている Unified CCEサー
バ上のすべての Unified CCEサービスを開始し、スタートアップの種類を [自動]に
設定します。

1. サイド A Unified CCE Rogger

2. サイド A Unified CCE AW-HDS-DDS

3. サイド A PG

4. 外部 HDS（サイド Aが中央サーバで優先される）（使用されている場合）

サービスが開始されていることを確認します。

3

次のレジストリキーを、サイド A Unified CCE Roggerに設定します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Cisco Systems, Inc.\ICM\<instance
name>\RouterA\Router\CurrentVersion\Configuration\Global\DBMaintenance

4

エージェントに対し、サイド Aの Finesseプライマリノードにサインインするよう
指示します。

5

サイド Bの Preupgrade

タスク手順

サイド B Unified CCE Roggerの設定変更を無効にします。次のレジストリキーを 1
に変更します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Cisco Systems, Inc.\ICM\<instance
name>\RouterB\Router\CurrentVersion\Configuration\Global\DBMaintenance

1
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サイド Bのアップグレード

ローカルデータストアにアップグレードメディア ISOを配置します。アップグレードが完了
したら、メディア ISOsを必ず削除してください。

メインサイトおよびリモートサイト (ある場合)のアップグレードは、同時に実行する必要があ
ります。

タスク手順

必要に応じて、サポートされているバージョンの ESXiにアップグレードします。

このリリースでサポートされている ESXiバージョンについては、Cisco Packaged
CCEの仮想化（https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_%20system/
virtualization/pcce_virt_index.html）を参照してください。

サポートされている ESXiバージョンを使用しており、別のサポートされている
ESXiバージョンにアップグレードする場合は、今すぐアップグレードするか、また
はPackagedCCEのアップグレードの完了後にアップグレードすることができます。

VMware vSphere ESXiのアップグレード（112ページ）を参照してください。

Unified CVPレポートサーバのアップグレード

Unified CVPレポートサーバのアップグレード（116ページ）を参照してください

1

Unified CVPサーバをアップグレードします。

詳細は、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-customer-voice-portal/products-installation-guides-list.htmlにある『Installation and
Upgrade Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』を参照してください。

2

以下のコンポーネントのサブスクライバまたはセカンダリノードを 1つずつアップ
グレードします。VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスク
ライバ/セカンダリノードのインストール（102ページ）を参照してください

• Cisco Finesse

•ライブデータと識別サービス(IDS)を備えた Cisco Unified Intelligence Center

3

サイドBSQLデータベースとアウトバウンドオプション (使用されている場合)デー
タベースのバックアップとエクスポートは、Rogger VMで行います。

•バックアップにMicrosoft SQLServerバックアップおよび復元ユーティリティを
使用します。

• HDSのカスタマイズ可能な値に注意してください。

•バックアップファイルを共有の場所にコピーします。

4

Microsoft Windows Serverを CCEコンポーネントにアップグレードします。

Windowsサーバのアップグレード（112ページ）を参照してください。
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タスク手順

ディスククリーンアップユーティリティを使用して、以前にインストールされて

いたWindowsを削除します。

このユーティリティを使用するため、Windows Server Managerからデスクトップエ
クスペリエンスをインストールします。

デスクトップエクスペリエンスのインストール、またはディスククリーンアップ

ユーティリティの使用方法の詳細については、Microsoftの資料を参照してくださ
い。

多言語の言語パックは、アップグレード後に自動的にアンインストールされます。

言語パックを手動でインストールします。言語パックのインストールの詳細につい

ては、Microsoftの資料（https://devicepartner.microsoft.com/en-IN/）を参照してくださ
い。

Microsoft SQL Serverのアップグレード。

SQL Serverのアップグレード （114ページ）を参照してください。

拡張データベース移行ツール (rogger)、外部 HDS (使用されている場合)、および外
部 HDS以外の HDSを実行して、アップグレードプロセス中にスキーマのアップグ
レードを実行します。

EDMT （115ページ）を参照してください。

5

Unified CCEインストーラーを、サイド B Unified CCE Roggerで実行します。

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）を参照してくだ
さい

6

UnifiedCCEインストーラーを、サイドBUnifiedCCEAW-HDS-DDSで実行します。

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）を参照してくだ
さい

7

Unified CCEインストーラーを、サイド B PGで実行します。

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）を参照してくだ
さい

8

(オプション）サイド Bに関連付けられた外部 HDSのアップグレード（使用されて
いる場合）

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）を参照してくだ
さい

9
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タスク手順

(オプション）ECEをインストールします。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/cisco-enterprise-chat-email/
products-installation-guides-list.htmlの企業のチャットおよび電子メール設置ガイド
(パッケージ Contact Center Enterprise向け)を参照してください。

ECE12.0では、アーカイブデータベースをサポートしていません。Packaged
CCE 2000 ECEエージェント展開で 11.6から 12.0にアップグレードする場
合、古いアーカイブデータベースを参照するように選択した場合は、アー

カイブデータベースのコピーをPackagedCCEボックスに残しておきます。
詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
cisco-enterprise-chat-email/products-installation-guides-list.htmlにある「エン
タープライズチャット」および「電子メールインストールガイド(パッケー
ジ化された連絡先センター企業)」の「データベースのアップグレードを
SQL 2014から SQL 2016にアップグレードする」を参照してください。

（注）

10

サイド Bとサイド Aの同期

3つ目のメンテナンスウィンドウ中にこれらのタスクを実行して、サイド Aとサイド Bを同
期させます。

タスク手順

次のレジストリキーを、サイド B Unified CCE Roggerに設定します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Cisco Systems, Inc.\ICM\<instance
name>\Router
B\Router\CurrentVersion\Configuration\Global\DBMaintenance

1

次の各 VMのデスクトップで、[Unified CCEサービスコントロール（Unified CCE
Service Control）]を選択します。Unified CCEサービスを開始し、[スタートアップ
（Startup）]を [自動（Automatic）]に変更します。

1. サイド B Unified CCE Rogger

2. サイド B Unified CCE AW-HDS-DDS

3. サイド B PG

4. 外部 HDS（サイド Bが中央サーバで優先される）（使用されている場合）

サービスが開始したことを確認します。

2

アップグレード後の作業

タスク手順

サイド A Unified CCE管理から実行します
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タスク手順

すべての出力ゲートウェイを外部のマシンとしてパッケージされた CCEインベン
トリに追加します。

Packaged CCE InventoryをサイドA Packaged CCEウェブ管理から起動するには、
Unified CCE Administration >概要 >インフラストラクチャ設定 >インベントリに
進みます。

1

各サイトで外部のマシンとして (サイドAのアップグレード（48ページ）セクショ
ンのステップ 2で説明した)サイド Aをアップグレードするときに、別に設定した
CISCO VVBを再度追加します。

2

Unified CCE管理 >概要 >インフラストラクチャ設定 >デバイス設定 >仮想音声ブ
ラウザに移動し、個々のサイトの VVBを設定します。

Cisco VVBは、CISCO Vvb管理で利用可能であるが、パッケージされた
CCEインベントリの一部ではないアクティブな Cisco VVBを参照して設
定することができます。

（注）

3

残りの Cisco VVBsを、各サイトの外部マシンとして、パッケージされた CCEイン
ベントリに追加します。

エラー、着信音、および総合的なアプリケーションに関連付けられている

すべてのカスタムトリガーが CISCO Vvb管理で再表示されるようにする
ために、preupgrade中で発行したトリガーのリスト (セクション共通する
アップグレード前の作業（46ページ）の手順 3)を使用します。

サイトが、セキュリティで保護されたコールと保護されていないコールの

両方を処理する必要がある場合は、保護された VVBを削除します。ユー
ザは、セキュリティのためにCISCOVVB管理から設定することができま
す。

（注）

4

UnifiedCCE管理>概要>コールの設定>ルートの設定に移動し、事前アップグレー
ド中にメモした(共通するアップグレード前の作業（46ページ）セクションのス
テップ 2で説明した)設定リストを使用して、SIPサーバグループ、ルーティングパ
ターン、場所、およびポストコール調査のダイヤルされた番号を設定します。

5

サイド Bの CVPを新しい設定で運用します。

サイド B CVPサーバを再イメージします。

CVPサーバを再イメージ（116ページ）を参照してください

6

Packaged CCE Inventoryをサイド B Packaged CCEウェブ管理から起動するには、
Unified CCE Administration >概要 >インフラストラクチャ設定 >インベントリに
進みます。

パッケージの CCE Inventoryから、CVPサーバ BのWindows管理者の資格情報を
入力します。

7
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タスク手順

サイド AのPackaged CCE Inventoryから、サイド B CVPサーバ上の同期アイコン
をクリックして完全同期を開始します。

8

Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイダイヤルピアの設定を変更して、サイド Bの
Unified CVPサーバをポイントするようにします。

9

CVPレポートサーバを再イメージ

CVPレポートサーバを再イメージ（117ページ）を参照してください

10

パッケージの CCE Inventoryから、CVPレポートサーバ BのWindows管理者の資
格情報を入力します。

11

パッケージされた CCE Inventoryから、資格情報を変更することで CVPレポート
サーバを編集し、次に初期化チェックボックスを選択します。

12

Unified CCE管理 >概要 >インフラストラクチャ設定 >デバイス設定 > CVPレポー
トサーバに移動し、CVPサーバ Bを CVPレポートサーバに関連付けます。

13

サイド Aの CVPを新しい設定で運用します。

CVPサーバ Aを再イメージしています。

CVPサーバを再イメージ（116ページ）を参照してください

14

パッケージの CCE Inventoryから、CVPサーバ AのWindows管理者の資格情報を
入力します。

15

パッケージの CCE Inventoryから、サイド Aの CVPの完全同期を開始します。16

Unified CCE管理 >概要 >インフラストラクチャ設定 >デバイス設定 > CVPレポー
トサーバに移動し、CVPサーバ Aを CVPレポートサーバに関連付けます。

17

サイド Aとサイド Bをコールフローに戻す

Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイダイヤルピアの設定を変更して、サイドAお
よび B両方の Unified CVPサーバをポイントするようにします。

18
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タスク手順

ECEの特定の事後アップグレードタスクを完了します。

ECEウェブサーバが DMZ内にある場合は、ECEウェブサーバがサイド
Aとサイド B AWsから到達可能であることを確認します。

（注）

•外部マシンとして、パッケージされた CCE Inventoryに ECEウェブサーバを
追加します。

• Configuration Managerツールを使用して、アプリケーションパスが ECEウェブ
サーバに対して正しく定義されていることを確認します。

•統一された CCE管理のすべての ECEエージェントの画面名と電子メールアド
レスを更新します。

•各部門をパッケージ内の CCEと ECEの間で調整し、同じ部署名が、パッケー
ジ CCEと ECEの両方に存在するようにします。

• ECE管理のパーティション管理 SSO設定で LDAPサーバを設定します。

• ECEセキュリティ証明書 (自己署名証明書)をサイド Aとサイド B AWマシン
にインポートします。ECEウェブサーバで自己署名付き証明書を生成し、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
packaged-contact-center-enterprise/products-maintenance-guides-list.htmlにあるパッ
ケージされた連絡先センターの管理と設定ガイドの AWマシンセクションに
ECEウェブサーバ証明書を追加します。

19

AW証明書 (自己署名証明書)をインポートします (サイド Aとサイド Bの両方)。
https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
packaged-contact-center-enterprise/products-maintenance-guides-list.htmlにあるパッケー
ジ化されたコンタクトセンターエンタープライズの管理と設定ガイドのAW証明書
を Cisco Unified CVPサーバに追加するセクションを参照します。

20

Idsのセキュリティ証明書をサイド Aとサイド Bの AWマシンにインポートしま
す。https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
packaged-contact-center-enterprise/products-maintenance-guides-list.htmlにあるパッケー
ジ化されたコンタクトセンターエンタープライズの管理と設定ガイドのIdS証明書
を AWマシンに追加するセクションを参照します。

21

Cisco Finessセキュリティ証明書 (自己署名証明書)をサイド Aとサイド B AWマシ
ンにインポートします。https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
packaged-contact-center-enterprise/products-maintenance-guides-list.htmlにあるパッケー
ジ化されたコンタクトセンターエンタープライズの管理と設定ガイドのFinesse証
明書を AWマシンに追加するセクションを参照します。

22
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タスク手順

AWマシン上の CVPレポートサーバのセキュリティ証明書 (自己署名証明書)をイ
ンポートします。https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
packaged-contact-center-enterprise/products-maintenance-guides-list.htmlにあるパッケー
ジ化されたコンタクトセンターエンタープライズの管理と設定ガイドのCVPレポー
トサーバを AWマシンに追加するセクションを参照します。

23

（オプション）ContextServiceを再登録します。これにより、すべてのソリューショ
ンコンポーネントへの単一コンテキストサービス登録トークンが提供されます。

24

キャンペーン管理は、パッケージ CCEウェブ管理で可能であるため、設定マネー
ジャツールで作成されたキャンペーンを参照して、Unified CCE管理を通じて既存
のキャンペーンを再作成します。

25

Preupgradeの実行時に、メモしたすべての理由を再作成します ( Unified CCE
Administrationの共通するアップグレード前の作業（46ページ）セクションの手
順 5を参照してください)。

26

サイド Aとサイド Bの UCMのアップグレード

これらのタスクを実行して、サイド Aとサイド Bの両方の UCMをアップグレードします。

CUCMをアップグレードするには、最小限のメンテナンス期間が必要です。重要

タスク手順

サイド A CUCMパブリッシャーとサブスクライバーをアップグレードします。

1. サイド A CUCM Publisherをアップグレードします。VOSベースのコンタクト
センターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリノードのインストール
（94ページ）を参照してください

2. サイド A CUCMサブスクライバーをアップグレードします。VOSベースのコ
ンタクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリノードのイ
ンストール（102ページ）を参照してください

CUCMサブスクライバーをアップグレードする前に、CUCMパブリッ
シャーアップグレードを完了し、12.5ソフトウェアをアクティブにする必
要があります。

重要

1
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タスク手順

サイドAPGで JTAPIをアップグレードします。Cisco JTAPIクライアントのUnified
CommunicationsManagerPGでのアップグレード（120ページ）を参照してください

CUCM 12.5をインストールしている場合は、Cisco JTAPIクライアントを
CUCMにインストールします。Unified Communications Manager、リリー
ス 12.5への Cisco JTAPIクライアントのインストール（119ページ）を参
照してください。

重要

2

B側

サイド B CUCMサブスクライバーをアップグレードします。VOSベースのコンタ
クトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリノードのインストー
ル（102ページ）を参照してください

3

サイドB PGで JTAPIをアップグレードします。Cisco JTAPIクライアントのUnified
CommunicationsManagerPGでのアップグレード（120ページ）を参照してください

CUCM 12.5をインストールしている場合は、Cisco JTAPIクライアントを
CUCMにインストールします。Unified Communications Manager、リリー
ス 12.5への Cisco JTAPIクライアントのインストール（119ページ）を参
照してください。

重要

4

UCM 12.5アップグレード後の手順

CUCMがオンになっていて、M4サーバ上で CUCM 12.5にアップグレードした場合は、これ
らのタスクを実行します。この手順は、メインサイトで実行されます。

CUCMパブリッシャーとサブスクライバーの IPアドレスが変更されないことを確認します。（注）

タスク手順

CUCMの発行者とサブスクライバーを同じホストから別のホストに移動します。1

CUCMサブスクライバーをサイド Bホストから別のホストに移動します。2

CUCMPublisherを外部マシンとして、パッケージされたCCEInventoryのメインサ
イトに追加します。

3

共通グラウンドアップグレードによるハードウェアの更新

アップグレードプロセスでハードウェアの更新を行う場合は、最初に次のドキュメントの説明

に従ってターゲットサーバを準備しておく必要があります。

•カスタマーサイトサーバの準備（5ページ）
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• Cisco PackagedCCEの仮想化 at https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/
virtualization/pcce_virt_index.html

サーバの設定が完了したら、VMをサーバに移動し、共通グラウンドアップグレードプロセ
ス（45ページ）を完了できます。

ハードウェア更新の一部として、既存の C240 M3S/C240 M4SXから C240 M5SX/仕様ベースの
ハードウェアに移行する場合は、次の移行手順を実行します。

移行前の手順

タスク手順

最新リリースの古いハードウェアで最新リリースにアップグレードします。アッ

プグレード手順については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/
products-installation-guides-list.htmlのCisco Packaged Contact Center Enterpriseインス
トレーション/アップグレードガイド、リリースを参照します。

1

仕様ベースのハードウェアの要件に従ってコア VMの注釈を更新します。インス
トールタスク（17ページ）を参照してください。

2

移行手順

タスク手順

ターゲットのハードウェアへの VMの移動1

パッケージされた CCE Administrationにログインし、インベントリを開きます。2

パッケージされた CCE Inventoryで次の手順を実行します。

1. [ホストを更新]をクリックします。

2. ターゲットハードウェアの ESXIの詳細を提供します。

3. ハードウェアタイプをMSテスト済リファレンス設定/仕様に基づく設定と選
択します。

4. ウィザードを完了します。

CUCMおよびCVPレポートサーバが古いハードウェアでオンになって
いた場合は、展開の完了後に外部マシンとして追加し直す必要があり

ます。

（注）

3
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移行後の手順

タスク手順

一般的な基本ハードウェアアップグレードプロセスを完了します。共通グラウン

ドアップグレードプロセス（45ページ）を参照してください。
1
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付録 A
セキュリティに関する注意事項

• Java Runtime Environmentの更新（任意）（63ページ）
• Tomcatユーティリティのアップグレード（63ページ）

Java Runtime Environmentの更新（任意）
Unified CCEインストーラは、Java Runtime Environment（JRE）をデフォルトの場所（例：
C:\Program Files (x86)\Java\jre<バージョン>）にインストールし、JAVA_HOME環境変数を作成
してその場所に設定します。ほとんどの場合、JREを変更または設定する必要はありません。

インストールされている JREのバージョンについては、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/products-device-support-tables-list.htmlの
Contact Center Enterprise互換性マトリクスを参照してください。

異なるバージョンの JREを使用する必要がある場合は、JREを新しいバージョンに更新できま
す。

JREを新しいバージョンに更新するには、次のようにします。Cisco Packaged CCEソフトウェ
ア互換性マトリックス

1. Contact Center Enterprise互換性マトリクスを参照し、インストールする JREのバージョン
が Packaged CCEでサポートされていることを確認します。

2. Oracle JREインストーラの手順に従い、UnifiedCCEコンポーネントがインストールされて
いる VMに JREをインストールします。

3. JAVA_HOME環境変数に新しい JREの場所を設定します。
4. 仮想マシンを再起動します。

新しい JREバージョンへの更新が完了したら、古い JREをアンインストールします。

Tomcatユーティリティのアップグレード
オプションの Ciscoアップグレード Tomcatユーティリティを使用して、次のことを実行しま
す。
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• Tomcatをバージョン 7.0ビルドリリースにアップグレードします。(つまり、バージョン
7.0ビルドリリースのみがこのツールで動作します)。最新のセキュリティ修正に対応する
ために、Tomcatリリース 7.0の新しいビルドにアップグレードすることを選択できます。

Tomcatでは、メジャー.マイナー.ビルドというリリース番号のスキームが使用されます。
たとえば、7.0.62から7.0.90にアップグレードできます。このツールは、メジャーバージョ
ンまたはマイナーバージョンのアップグレードには使用できません。

• Tomcatアップグレードを元に戻します。

Tomcatの最新のビルドリリースとの互換性は保証していません。Tomcatのアップグレー
ドによって問題が発生した場合は、ユーティリティを使用して前のリリースに戻ります。

ユーティリティを使用して Tomcatを複数回アップグレードする
場合は、Tomcatの 1つのバージョンのみに戻すことができます。
たとえば、Tomcatを 7.0.62から 7.0.63にアップグレードしてから
7.0.75にアップグレードした場合、ユーティリティは Tomcatを
7.0.63に復帰させることができます。

（注）

ツールを使用する前に:

• Tomcatインストーラー (apache-tomcat-version.exe)を Tomcatウェブサイトからダウンロー
ドします。http://archive.apache.org/dist/tomcat/tomcat-7/。インストーラーを Unified CCEコ
ンポーネント VMにコピーします。

•ユーティリティ (< UpgradeTomcatTool <version>.jar)をダウンロードして、Unified CCEコ
ンポーネント VMにコピーします。

ダウンロードリンク:https://software.cisco.com/download/
release.html?mdfid=284360381&flowid=46270&softwareid=284416107&release=11.6(1)&relind=AVAILABLE&rellifecycle=&reltype=latest

•これらのディレクトリ内のサイズの大きいログファイルを削除またはバックアップして、
アップグレード時間を短縮します：

c:\icm\tomcat\logs
c:\icm\debug.txt

アップグレード Tomcat
各ステップの結果の詳細については、以下を参照してくださ

い。/UpgradeTomcatResults/UpgradeTomcat.logファイル。

手順

ステップ 1 コマンドラインから、アップグレードした Tomcatユーティリティをコピーしたディレクトリ
に移動します。
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ステップ 2 ツールを実行するには、次のコマンドを入力します。Java -jar UpgradeTomcatTool <バージョ
ン >.jar-upgrade

次に例を示します。

java -jar UpgradeTomcatTool-11.6.1.jar -upgrade

ステップ 3 プロンプトが表示されたら、新しい Tomcatインストーラーの完全パス名を入力します。

次に例を示します。

c:\tomcatInstaller\apache-tomcat-7.0.90.exe

ステップ 4 プロンプトが表示されたら、[はい]を入力してアップグレードを続行します。

ステップ 5 すべての Unified CCEコンポーネント VMに対して、これらの手順を繰り返します。

Tomcatを元に戻す
各ステップの結果の詳細については、以下を参照してくださ

い。/UpgradeTomcatResults/UpgradeTomcat.logファイル。

手順

ステップ 1 コマンドラインから、アップグレードした Tomcatユーティリティをコピーしたディレクトリ
に移動します。

ステップ 2 ツールを実行するには、次のコマンドを入力します。Java -jarUpgradeTomcatTool -<バージョ
ン >.jar-revert

次に例を示します。

java -jar UpgradeTomcatTool-11.6.1.jar -revert

ステップ 3 プロンプトが表示されたら、[はい]を入力してバージョン変更を続行します。

ステップ 4 すべての Unified CCEコンポーネント VMに対して、これらの手順を繰り返します。
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付録 B
参照先

•仮想マシンの共通タスク（67ページ）
•コンポーネントのソフトウェアインストール（74ページ）
•ソフトウェアアップグレードの共通手順（112ページ）
•簡易ネットワーク管理プロトコル（120ページ）
•アップグレードマッピング（122ページ）

仮想マシンの共通タスク

VMの作成について
ここでは、各ホストサーバに仮想マシンを作成するタスクの手順について説明します。

次の手順で行います。

1. OVAファイルをダウンロードします。仮想化ファイルを開く（67ページ）を参照してく
ださい。

2. VMを作成します。.

3. すべてのVMを作成した後で、初期設定を実行します。https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/products-maintenance-guides-list.htmlの
『Cisco Packagaed Contact Center Enterpriseの管理と設定ガイド』の「インストール後の設
定」セクションを参照してください。

仮想化ファイルを開く

Open Virtualization Formatファイルは、CPU、RAM、ディスク容量、CPUの予約、およびメモ
リの予約を含む作成された VMの基本構造を定義します。

1. Cisco.comにある Download Softwareページに進みます。

2. 必要な製品リリースバージョンを選択します。
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3. ファイルをダウンロードして解凍し、OVAをローカルドライブに保存します。

ISOファイルのマウントおよびアンマウント
データストアに ISOイメージをアップロードします。

1. vSphereクライアントでホストを選択し、[設定（Configuration）]をクリックします。次
に、左側のパネルで [ストレージ（Storage）]をクリックします。

2. ISOファイルを保持するデータストアを選択します。

3. 右クリックして、[データストアを参照（Browse datastore）]を選択します。

4. [アップロード（Upload）]アイコンをクリックし、[ファイルのアップロード（Upload file）]
を選択します。

5. ISOファイルを保存したローカルドライブの場所を参照し、ISOをデータストアにアップ
ロードします。

ISOイメージをマウントします。

1. vSphereクライアントで VMを右クリックし、[仮想マシン設定の編集（Edit virtual machine
settings）]を選択します。

2. [ハードウェア（Hardware）]をクリックし、[CD|DVDドライブ 1（CD|DVD Drive 1）]を
選択します。

3. [デバイスのステータス（Device status）]パネル（右上）で [電源投入時に接続（Connect
at Power On）]をオンにします。

4. [データストア ISOファイル（Datastore ISO File）]オプションボタンをクリックし、[参
照（Browse）]をクリックします。

5. ファイルをアップロードするデータストアに移動します。

6. ISOファイルを選択し、[OK]をクリックします。

ISOイメージをアンマウントします。

1. vSphereクライアントで VMを右クリックし、[仮想マシン設定の編集（Edit virtual machine
settings）]を選択します。

2. [ハードウェア（Hardware）]をクリックし、[CD|DVDドライブ 1（CD|DVD Drive 1）]を
選択します。

3. [デバイスのステータス（Device status）]パネル（右上）で [電源投入時に接続（Connect at
Power On）]をオフにします。
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OVAからの仮想マシンの作成

始める前に

VMの詳細については、次のセクションを参照してください。

• VMの作成について（67ページ）

•仮想化ファイルを開く（67ページ）

• ISOファイルのマウントおよびアンマウント（68ページ）

手順

ステップ 1 vSphereクライアントでホストを選択します。

ステップ 2 [ファイル（File）] > [OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]を選択します。

ステップ 3 ローカルドライブ上で OVAが保存されている場所を参照します。[開く（Open）]をクリック
してファイルを選択します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [OVFテンプレートの詳細（OVF Template Details）]ページで [次へ（Next）]をクリックしま
す。

Cisco Unified CVP ovaの場合は、エンドユーザ使用許諾契約が表示されます。[同意
する（Agree）]をクリックし、[次へ (Next)]をクリック

（注）

ステップ 5 仮想マシン名を入力します。[次へ（Next）]をクリックします。

名前には最大128文字を使用できます。有効な文字はピリオド（.）、ハイフン（-）、アンダー
スコア（_）、および英数字です。最初の文字は英数字にする必要があります。

ステップ 6 [展開の設定（Deployment Configuration）]ページで、ドロップダウンを使用して適切な設定を
選択します。次に、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 新しい仮想マシンを展開するデータストアを選択します。[次へ（Next）]をクリックします。

以下の表は、各データストアに対して、C240 M4SXおよび C240 MSSXサーバの RAIDグルー
プ、ESXiホストおよび仮想マシンについて説明します。

C240 M4SXおよび C240 M5SXの RAID設定

仮想マシンESXiホストVMデータストアRAIDグループ

ESXiオペレーティングシステム

Unified CCE Rogger、サイド A

Unified CommunicationsManagerパ
ブリッシャ

Cisco Finesseプライマリ

Adatastore 1VD0

Cisco Packaged Contact Center Enterpriseインストレーション/アップグレードガイド、リリース 12.0(1)
69

参照先

OVAからの仮想マシンの作成



仮想マシンESXiホストVMデータストアRAIDグループ

Unified CCE AW-HDS-DDS、サイ
ド A

Adatastore 2VD1

Unified CommunicationsManagerサ
ブスクライバ 1

Unified CVP Server、サイド A

Adatastore 3VD2

Unified Intelligence Centerサーバパ
ブリッシャ

Unified CCE PG、サイド A

Adatastore 4VD3

ESXiオペレーティングシステム

Unified CCE Rogger、サイド B

Unified CommunicationsManagerサ
ブスクライバ 2

Cisco Finesseセカンダリ

Bdatastore 1VD0

Unified CCE AW-HDS-DDS、サイ
ド B

Bdatastore 2VD1

Cisco Unified Customer Voice Portal
Reporting Serverr（オプション）

Unified CVP Server、サイド B

Bdatastore 3VD2

Unified Intelligence Centerサーバサ
ブスクライバ

Unified CCE PG、サイド B

企業向けチャットおよび電子メー

ル（オプション）

Bdatastore 4VD3

ステップ 8 [ディスクフォーマット（Disk Format）]ページはで、デフォルトの仮想ディスクフォーマッ
ト [シックプロビジョニング（Lazy Zeroed）フォーマット（Thick provisioned Lazy Zeroed
format）]のままにします。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [ネットワークマッピング（Network Mapping）]ページが Unfied CCE Roggerおよび PGで正し
いことを確認してください。

a) Unified CCE Roggerおよび PG:

• UCCEパブリックネットワークにパブリックをマッピングする

• UCCEプライベートネットワークにプライベートをマッピングする
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b) 他のすべてのサーバについては、UCCEパブリックネットワークにパブリックをマッピン
グする

ステップ 10 「正常に完了しました（SuccessfullyCompleted）」というメッセージが表示されたら、[閉じる
（Close）]をクリックします。

VMの作成後は、VMの設定に変更を加えないでください。（注）

DNSサーバの設定
この手順は、Windows DNSサーバを対象としています。

DNSに加えてホストファイルも使用する場合は、ホストファイルで FQDNを使用します。ラ
イブデータとシングルサインオン（SSO）が正しく動作するためには、FQDNが必要です。

（注）

手順

ステップ 1 DNSサーバにログインします。

ステップ 2 Windowsで [管理ツール（Administrative Tools）] > > [DNS]を選択します。DNSマネージャ
が起動されます。

ステップ 3 [前方参照ゾーン（Forward lookup zone）]で、導入のドメイン名に移動します。

ステップ 4 ドメイン名を右クリックし、[新しいホスト（Aまたは AAAA）（New Host (A or AAAA)）]を
選択します。

ステップ 5 [新しいホスト（NewHost）]ダイアログボックスで、VOSコンポーネントのコンピュータ名お
よび IPアドレスを入力します。

データベースドライブの設定

仮想ドライブがVMに自動的に作成されなかった場合は、この手順を実行して仮想ドライブを
作成します。

（注）

手順

ステップ 1 仮想ドライブを以下のように作成します：

a) 仮想マシンを右クリックして、[設定の編集（Edit Settings）]をクリックします。
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b) [ハードウェア（Hardware）]タブで、[追加（Add）]をクリックします。

[Add Hardware]ウィンドウが表示されます。

c) 追加するデバイスのタイプを選択することができます。[ハードディスク]を選択し、[次
へ (Next)]をクリックします。

d) [新しい仮想ディスクの作成 (Create)]をクリックし、[次へ (Next)]をクリックします。
e) [キャパシティ ( Capacity)]セクションで、 [ディスクサイズ (disk Size)]ボックスを使用し
て、必要なディスク容量を割り当て、[次へ (Next)]をクリックします。

Logger、Rogger、AW、および HDSサーバの仮想マシンテンプレートには、SQL
データベースドライブが事前プロビジョニングされていません。次の参照テーブ

ルを使用して、タイプに基づいてディスクスペースを仮想マシンに割り当てるこ

とができます。

デフォルトの 2枚目のディスクサイズ仮想マシンテンプレート

500 GBロガー

150 GBRogger

500 GBAW-HDS-DDS

500 GBAW-HDS

500 GBHDS-DDS

データベースの推定ツールによって計算されるように、SQLデータベースのディ
スクスペースをカスタムサイズ設定して、データ保存要件を満たすことができま

す。

（注）

f) [Disk Provisioning]セクションで、[Thick Provision Lazy Zeroedフォーマット]を選択しま
す。[次へ（Next）]をクリックします。

g) [詳細オプション ]セクションでは、デフォルトのオプションをそのままにして、[次へ
(Next)]をクリックします。

h) [準備完了 (Complete to)]セクションで、[完了 (Finish)]をクリックしてハードディスクを
作成します。

i) [OK]をクリックして、変更内容を確定します。

画面下部の [最近のタスク (Tasks)]ウィンドウには、その進行状況が表示されます。

ステップ 2 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [管理ツール（Administrative
Tools）] > [コンピュータの管理（Computer Management）]を選択します。

ステップ 3 Windowsで [ディスク管理（Disk Management）]を選択します。

ステップ 4 [ディスク1（Disk 1）]ボックスを右クリックし、[オンライン（Online）]を選択します。

ステップ 5 ディスク 1を次のように初期化します。

a) [ディスク1（Disk 1）]ボックスを右クリックし、[ディスクの初期化（Initialize Disk）]を
選択します。

Cisco Packaged Contact Center Enterpriseインストレーション/アップグレードガイド、リリース 12.0(1)
72

参照先

参照先



b) [ディスク1（Disk 1）]チェックボックスをオンにします。
c) [MBR（マスターブートレコード）（MBR (Master Boot Record)）]オプションボタンをオ
ンにします。

d) [OK]をクリックします。

ステップ 6 新しいディスクパーティションを作成するには、次の手順を実行します。

a) [ディスク1（Disk1）]のグラフィック表示を右クリックし、[新規シンプルボリューム（New
Simple Volume）]を選択します。

b) [新規シンプルボリュームウィザード（New Simple Volume Wizard）]の最初のページで
[次へ（Next）]をクリックします。

c) [ボリュームサイズの指定（Specify Volume Size）]ページで、ボリュームサイズをデフォ
ルトのままにします。[次へ（Next）]をクリックします。

d) [ドライブ文字またはパスの割り当て（Assign Drive Letter or Path）]ページで、ドライブ文
字（E）を割り当てます。[次へ（Next）]をクリックします。

e) [パーティションのフォーマット（Format Partition）]ページで、パーティションを次のよ
うにフォーマットします。

1. [次の設定でこのボリュームをフォーマットする（Format this volume with the following
settings）]オプションボタンをオンにします。

2. [ファイルシステム（File system）]ドロップダウンメニューから [NTFS]を選択しま
す。

3. [アロケーションユニットサイズ（Allocation unit size）]ドロップダウンメニューから
[デフォルト（Default）]を選択します。

4. [ボリュームラベル（Volume label）]フィールドに値を入力します。

5. [クイックフォーマットの実行（Perform a quick format）]チェックボックスをオンにし
ます。

6. [次へ（Next）]をクリックします。

f) [完了（Finish）]をクリックします。

ステータスが Healthyに変わったら、フォーマットは完了です。

ポップアップウィンドウには、ディスクを使用する前にフォーマットする必要があること

を示すメッセージが表示されます。

ステップ 7 ディスクをフォーマットします。

a) [ディスクのフォーマット（Format disk）]をクリックします。
b) [スタート（Start）]をクリックします。
フォーマットによってディスク上のすべてのデータが消去されるという警告がポップアッ

プに表示されます。

c) [OK]をクリックします。
d) フォーマットが完了したら、[ OK ]をクリックしてポップアップウィンドウを閉じます。
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アンチウイルスソフトウェアのインストール

サポートされているアンチウイルスソフトウェア製品のいずれかをインストールします。

サポートされる製品の一覧については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
packaged-contact-center-enterprise/products-device-support-tables-list.htmlにあるContact Center
Enterprise互換性マトリクスを参照してください。

自動アップデートを無効にします。アンチウイルスソフトウェアは手動で更新します。重要

インストールプログラムファイルまたはフォルダに対して必要なアクセスを許可するには、

アンチウイルス製品のファイルおよびフォルダ保護ルールでファイルブロックの除外を実行し

ます。McAfee VirusScanでこれを行うには、次の手順を実行します。

1. VirusScanコンソールを起動します。

2. [アクセス保護（Access Protection）]を右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択し
ます。

3. [ウイルス対策標準保護（Anti-virus Standard Protection）]カテゴリの [ブロック（Block）]
列で、[IRCコミュニケーションをさせない（Prevent IRC communication）]というルールが
オフになっていることを確認します。

設定変更の詳細については、お使いのアンチウイルスソフトウェアのマニュアルを参照してく

ださい。

セキュリティのガイドラインの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/
products-installation-and-configuration-guides-list.htmlにある『Security Guide for Cisco Unified ICM/
連絡先センターエンタープライズガイド』の「一般的なウイルス対策のガイドライン」を参

照してください。

ヒント

Symantec Endpoint Protection 12.1のファイアウォールコンポーネントのネットワーク脅威防止
機能は、必ずディセーブルにする必要があります。この機能は有効の状態のままで（デフォル

ト）、デュプレックスルータの両側がシンプレックスモードで稼働するため、ルータの両側

間の通信がブロックされます。このブロックは、すべての導入タイプに影響します。

重要

コンポーネントのソフトウェアインストール
このセクションでは、次のセクションで参照されているソフトウェアインストール手順の統合

リストを保存します。
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•パッケージ済みの CCE 2000エージェントのインストール（17ページ）

•パッケージ済みの CCE 4000エージェントのインストール（27ページ）

•パッケージ済みの CCE 12000エージェントのインストール（37ページ）

Microsoft Windows Serverのインストール
展開された仮想マシンにMicrosoft Windows Serverをインストールするには、次の手順を実行
します。

手順

ステップ 1 Microsoft Windows Server ISOイメージを仮想マシンにマウントします。

ISOをマウントするときに、[電源投入時に接続（Connect at power on）]チェックボックスを
オンにします。

ステップ 2 VMの電源を投入します。

ステップ 3 [言語（Language）]、[時刻と通貨の形式（Time and Currency Format）]、および [キーボード設
定（Keyboard settings）]を入力します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [Install Now]をクリックします。

ステップ 5 プロンプトが表示されたら、Windows Serverのプロダクトキーを入力し、[次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 6 インストールするWindowsサーバを選択して、[次へ (Next)]をクリックします。

ステップ 7 ライセンス条項に同意し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [カスタム：Windowsのみをインストールする（詳細設定）（Custom: Install Windows only
(advanced)）]を選択し、Microsoft Windows Serverをインストールするドライブとして [ドライ
ブ0（Drive 0）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

インストールが開始されます。インストールが完了すると、システムが自動で再起動します。

ステップ 9 管理者アカウントのパスワードを入力し、パスワードを確認してから、[完了（Finish）]をク
リックします。

ステップ 10 次の手順で、リモートデスクトップ接続を有効にします。

a) [コントロールパネル（ControlPanel）]> [システムとセキュリティ（SystemandSecurity）]>
[システム（System）]を選択します。

b) [リモート設定（Remote Settings）]をクリックします。
c) [リモート（Remote）]タブをクリックします。
d) [Allow remote connections to this computer]ラジオボタンを選択します。[リモートデスク
トップ接続（Remote Desktop Connection）]ダイアログに、リモートデスクトップファイ
アウォール例外が有効になることを示す通知が表示されます。[OK]をクリックします。

ステップ 11 ネットワークと共有センターを開き、[アクティブネットワークの表示]セクションで [イーサ
ネット (Ethernet)]をクリックします。
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ステップ 12 [イーサネットのステータス（Ethernet Status）]ウィンドウで [プロパティ（Properties）]を選
択します。

ステップ 13 [Network Settings]ダイアログボックスで、ネットワーク設定とドメインネームシステム
（DNS）データを設定します。

a) [Internet Protocol Version 6 (TCP/IPv6)]をオフにします。
b) インターネットプロトコルバージョン 4 (TCP/IPv4)を選択し [プロパティ（Properties）]
をクリックします。

c) [Use the following IP Address]を選択します。
d) IPアドレス、サブネットマスク、およびデフォルトゲートウェイを入力します。
e) [次の DNSサーバのアドレスを使用する (Use.)]を選択します。
f) 優先 DNSサーバのアドレスを入力し、[OK]をクリックします。

Microsoft Windows Serverがインストールされました。また、Internet Explorer 11が自動的にイ
ンストールされています。

多言語バージョンのWindows Serverに統一 CCEをインストールする場合は、Microsoftのド
キュメントを参照して、MicrosoftWindowsServer多言語パックをインストールする方法につい
て詳しく確認してください。

Unified CCE言語バックを中国語のWindowsマシンに適用する場合は、画面の解像度を 1600 X
1200に設定してください。

（注）

関連トピック

ISOファイルのマウントおよびアンマウント（68ページ）

Microsoft SQL Serverのインストール
Microsoft SQLServerをインストールし、オペレーティングシステムと同じ物理ディスクにSQL
Serverログおよびテンポラリファイルを保存します。

サポートされているエディションについては、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/products-device-support-tables-list.htmlの
Contact Center Enterprise互換性マトリクスを参照してください。

（注）
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始める前に

Microsoft SQL Server 2017には、デフォルトのツールキットに SQL Server Management Studioが
含まれていません。SQL Serverセットアップを再実行して、Management Studioをインストー
ルしてください。コンピュータがインターネットに接続していない場合は、更新を取得するた

めに SQL server 2017 Management Studioを手動でダウンロードしてインストールします。

（注）

SQL Serverをインストールする前に、仮想マシンをドメインに追加します。

手順

ステップ 1 Microsoft SQL Server ISOイメージを仮想マシンにマウントします。詳細については、ISOファ
イルのマウントおよびアンマウント（68ページ）を参照してください。

ステップ 2 setup.exeを実行します。

ステップ 3 左側のペインで [インストール（Installation）]を選択し、[SQL Serverの新規スタンドアロン
インストールを実行するか、既存のインストールに機能を追加します（New SQL Server
stand-alone installation or add features to an existing installation）]をクリックします。[OK]を
クリックします。

ステップ 4 [プロダクトキー（ProductKey）]ページでプロダクトキーを入力し、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 5 [ライセンス条項（License Terms）]に同意し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 オプション：[Microsoft Update]ページで、[Microsoft Updateを使用して更新プログラムを確認
する（UseMicrosoftUpdate to check for updates）]チェックボックスをオンにし、[次へ（Next）]
をクリックします。

[Microsoft Updateを使用して更新プログラムを確認する（Use Microsoft Update to check
forupdates）]チェックボックスをオンにしない場合は、[製品の更新（ProductUpdates）]
ページで [次へ（Next）]をクリックします。

（注）

ステップ 7 [インストールルール（Install Rules）]ページで [次へ（Next）]をクリックします。

このステップでは、インストールプログラムにより、ご使用のシステムがハードウェアとソフ

トウェアの要件を満たしているかどうかが確認されます。問題がある場合、[ステータス(Status)]
コラムに警告またはエラーが表示されます。問題の詳細については、このリンクをクリックし

ます。

ステップ 8 [セットアップロール（Setup Role）]ページで、[SQL Server機能のインストール（SQL Server
Feature Installation）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [機能の選択（Feature Selection）]ページで、次に示す機能を除くすべての機能を選択し、[次
へ（Next）]をクリックします。

• Machine Learningサービス (データベース内)

• R
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• Python

•外部データの Polybaseクエリサービス

• Analysis Services

• Distributed Replay Controller

• Distributed Replay Client

発信オプションを使用する双方向のレプリケーションを使用する場合は、[データベースエン
ジンサービス]でSQL Serverレプリケーションを選択してください。

ステップ 10 [インスタンス設定（InstanceConfiguration）]ページで、[既定のインスタンス（Default Instance）]
を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [サーバ設定（Server Configuration）]ページで [サービスアカウント（Services Account）]タブ
をクリックします。

[サービスアカウント（ServicesAccount）]タブで、SQLサービスを仮想アカウントに関連付け
ます。

• SQLServerエージェントサービスの場合は、[アカウント名（AccountName）]フィールド
で [NTService\SQLSERVERAGENT]を選択します。送信オプションの高可用性を有効にし
た場合、このアカウントにはシステム管理者特権が必要です。

• SQLServerデータベースエンジンの場合は、[アカウント名（AccountName）]フィールド
で [NT Service\MSSQLSERVER]を選択します。

仮想アカウントの代わりにネットワークまたはローカルサービスアカウントを使用

できますが、仮想アカウントを使用するとセキュリティが提供されます。

（注）

ステップ 12 その他のサービスでは、デフォルト値を受け入れます。

ステップ 13 [開始タイプ（Start Up Type）]カラムで、[SQL Serverエージェントサービス（SQL Server Agent
service）]アカウントに対しリストから [自動（Automatic）]を選択します。

ステップ 14 [サーバ設定（Server Configuration）]ページで [照合順序（Collation）]タブを選択します。

a) [データベースエンジン（Database Engine）]セクションで [カスタマイズ（Customize）]を
クリックします。

b) [Windows照合順序指定子と並べ替え順序（Windows Collation designator and sort order）]オ
プションボタンをオンにします。

c) 適切な照合順序を選択します。通常、組織で最もよく使用されるWindowsシステムロケー
ルをサポートする SQL Server照合順序を選択すべきです（たとえば、英語の場合は
「Latin1_General」など）。

選択する照合順序は、データベースに書き込まれる内容に影響します。たとえば、

Latin1_Generalの照合順序を設定した場合に、カスタマーサイトのユーザがサインイン時
の言語選択で中国語を選択し、フィールド値を中国語で入力すると、データベースで文字

を保存できないため、アプリケーションからサポート対象外の文字であることを示すエ

ラーが戻されます。
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カスタマーの言語表示に適した照合順序の設定を選択することが重要です。イン

ストール時に正しい照合順序を選択しなかった場合、カスタマー側でMicrosoft
SQL Serverをアンインストールしてから再インストールする必要があります。

重要

d) [バイナリ（Binary）]チェックボックスをオンにします。
e) [OK]をクリックし、次に [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 15 [データベースエンジン設定（Database Engine Configuration）]ページで、次を実行します。

a) [サーバ設定（Server Configuration）]ページで [混合モード（Mixed Mode）]オプションボ
タンをクリックします。

b) SQL Serverシステム管理者アカウントのパスワードを入力し、確認のためもう一度入力し
ます。

c) [現在のユーザの追加（Add Current User）]をクリックして、SQLサーバをインストールす
るユーザを管理者として追加します。

d) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 16 [インストールの準備完了（Ready to Install）]ページで、[インストール（Install）]をクリック
します。

ステップ 17 [完了（Completing）]ページで、[閉じる（Close）]をクリックします。

ステップ 18 名前付きパイプをイネーブルにして、次のように並べ替え順序を設定します。

a) SQL Server 2017 Configuration Managerを開きます。
b) 左側のペインで、[SQL Native Client 11.0設定（32ビット）（SQL Native Client 11.0

Configuration (32 bit)）] > [クライアントプロトコル（Client Protocols）]を選択します。
c) 右側のペインで、[名前付きパイプ（NamedPipes）]が[有効化（Enable）]であることを確
認します。

d) [クライアントプロトコル（Client Protocols）]を右クリックし、[プロパティ（Properties）]
を選択します。

e) [クライアントプロトコル (Properties)]ウィンドウの [有効になっているプロトコル
(Properties)]セクションで、矢印ボタンを使用してプロトコルを次の順序で並べ替えます。

1. Shared Memory

2. 名前付きパイプ

3. TCP/IP

f) [Enable Shared Memory Protocol]チェックボックスをオンにしてOKをクリックします。
g) 左側のペインで、[SQL Serverネットワークの設定（SQL Server Network Configuration）] >

[MSSQLSERVERのプロトコル（Protocols for MSSQLSERVER）]の順に選択します。
h) 右側のペインで、[名前付きパイプ（Named Pipes）]を右クリックして [有効化（Enable）]
を選択します。
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デフォルトで、MicrosoftSQLServerはメモリのサイズを動的に調整します。SQLServer
は、プロセスの要求に基づいてメモリを確保します。SQL serverは、他のプロセスが
要求した場合にのみメモリを解放します。これは、不要なメモリモニタリングツール

アラートを発生させる可能性があります。

Ciscoは、SQL Serverメモリを動的に管理するためのマイクロソフトガイドラインを
サポートしています。ソリューションで発生するメモリアラートが多すぎる場合は、

SQL Serverのメモリ使用量を手動で制限することができます。[SQL Serverのプロパ
ティ (Properties)]メニューで、最大メモリ使用量の設定によってメモリの最大制限値
を設定します。

SQL Serverメモリの設定と使用方法の詳細については、『Microsoft SQL Server』を参
照してください。

（注）

ステップ 19 次の手順に従い、SQL Serverのデフォルト言語を英語に設定します。

a) SQL Server Management Studioを起動します。
b) 左ペインで、サーバを右クリックし、[プロパティ（Properties）]をクリックします。
c) [詳細設定（Advanced）]をクリックします。
d) [その他（Miscellaneous）]セクションで、[既定の言語（Default Language）]を [英語
（English）]に設定します。

e) [OK]をクリックします。

SQL Serverのデフォルト言語を英語に設定するのは、Unified CCEでは米国の日付形
式（MDY）が必要であるためです。ヨーロッパ言語の多くでは、ヨーロッパの日付
形式（DMY）が使用されます。この不一致が原因で、select * from table where

date = '2012-04-08 00:00:00'などのクエリーを実行すると誤った日付のデータが戻

されます。クライアントアプリケーション（Cisco Unified Intelligence Centerなど）で
ローカリゼーションを処理します。

重要

ステップ 20 SQL Serverサービスを次のように再起動します。

a) Windowsの [サービス（Services）]ツールに移動します。
b) [SQL Server (MSSQLSERVER)]を右クリックし、[停止（Stop）]をクリックします。
c) [SQL Server (MSSQLSERVER)]を右クリックし、[開始（Start）]をクリックします。

ステップ 21 SQL Server Browserが起動していることを次のように確認します。

a) Windowsの [サービス（Services）]ツールに移動します。
b) SQL Server Browserに移動します。
c) 右クリックして、[プロパティ（Properties）]ウィンドウを開きます。
d) サービスを有効にし、スタートアップのタイプを [自動（Automatic）]に変更し、[適用
（Apply）]をクリックします。

e) サービスを開始するには、[スタート (start )]をクリックしてから [OK]をクリックします。

関連トピック

ISOファイルのマウントおよびアンマウント（68ページ）
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ユーザをシステム管理者として設定する

Unified ICM/ CCE & Hostedソリューションのインストールまたはアップグレードに携わるユー
ザはすべて、SQLServerセキュリティログインの一部として追加し、システム管理者ロールに
関連付けられている必要があります。ユーザをシステム管理者として設定するには、次の手順

を実行します。

手順

ステップ 1 システム管理者のログイン資格情報を使用して、Microsoft SQL Server Management Studioを開
きます。

ステップ 2 オブジェクトエクスプローラーペインで、[セキュリティ (Security)]フォルダーをクリックし
ます。

セキュリティフォルダが展開されます。

ステップ 3 [ログイン（Logins）]を右クリックして [新しいログイン（New Login）]をクリックします。

ログイン新規ビューが表示されます。

ステップ 4 [ログイン名 ( login name)]フィールドに、システム管理者ロールに関連付けたいユーザのドメ
インログイン名を入力します。

次の形式を使用します。

<ドメイン>\<ユーザ名>

ステップ 5 [オブジェクトエクスプローラー]ペインで、[サーバロール (Server Roles)]フォルダーをクリッ
クします。

[サーバの役割表示]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 sysadminチェックボックスにチェックを入れます。

この手順は必須です。（注）

システム管理者は、Microsoft SQLServerの定義済みの固定サーバレベルロールです。システム
管理者は、サイトレベルで操作を実行します。システム管理者は、レポートの実行に使用され

るジョブ、役割の定義、および共有スケジュールを管理します。

Configuration Managerツールで個々のレコードを作成、変更、および削除するには、システム
管理者である必要があります。

Sysadminロールの詳細については、Microsoft SQLのマニュアルを参照してください。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ユーザは、SQLセキュリティログインの一部であり、システム管理者ロールにも関連付けられ
ています。
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ローカリゼーションの照合順序とロケールの設定

言語のMicrosoft SQL Server照合順序設定

Microsoft SQLServerのインストール時に照合順序を選択し、これは、カスタマーの言語表示に
対応する照合順序である必要があります。

最初の照合順序の選択が誤っている場合、Microsoft SQLServerをアンインストールし、正しい
照合順序設定で再インストールする必要があります。

メモ

各言語の Packaged CCEおよび SQL Serverの照合順序設定でサポートされている言語について
は、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/
products-device-support-tables-list.htmlのContact Center Enterprise互換性マトリクスを参照してく
ださい。

Windowsのシステムロケール

Windowsのシステムロケールが表示言語と一致する必要があります。異なる場合、ユーザイ
ンターフェイスの一部の文字が正しく表示されず、データベースに正しく保存されません。た

とえば、システムロケールが英語で、ユーザがスペイン語で作業している場合、文字鋭アクセ

ント aは正しく表示されません。

この手順を両方の CCE Rogger、両方の CCE PG、両方の CCE AW、および任意の外部 HDSシ
ステムで実行します。

1. [コントロールパネル（Control Panel）] > [時計、言語、および地域（Clock, Language, and
Region）] > [言語（Language）]を開きます。

2. [言語の設定の変更（Change your language preferences）]ページで必要な言語を追加しま
す。

3. 左側のペインで [詳細設定（Advance settings）]を選択します。

4. [Windowsの表示言語の上書き（Override for Windows display language）]オプションの言
語を選択します。

5. [既定の入力方式の上書き（Override for default input method）]オプションの言語を選択
します。

6. 作業内容を保存して仮想マシンを再起動します。

VMwareツールのインストール
VMware vSphere ClientからVMwareツールをインストールおよびアップグレードするには、次
の手順を実行します。

Cisco Packaged Contact Center Enterpriseインストレーション/アップグレードガイド、リリース 12.0(1)
82

参照先

ローカリゼーションの照合順序とロケールの設定

https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/products-device-support-tables-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/products-device-support-tables-list.html


Cisco Unified CommunicationsManager、Cisco Unified Intelligence Center、およびCisco Finesse
のVOSをインストールまたはアップグレードするには：

1. 仮想マシンの電源がオンになっていることを確認します。

2. 仮想マシンメニューの VMを右クリックします。[ゲスト（Guest）] > [VMwareツールの
インストール/アップグレード（Install / Upgrade VMware tools）]を選択します。

3. 自動ツール更新を選択し、[OK]をクリックします。

このプロセスには数分かかります。このプロセスが完了すると、vSphereの VMの [サマリー
（Summary）]タブに、ツールが [実行中（最新）（Running (Current)）]と表示されます。

Windowsゲストオペレーティングシステムを使用した VMのインストールまたはアップグ
レード：

1. Windows仮想マシンの電源がオンになっていることを確認します。

2. 仮想マシンのメニューからVMを右クリックします。[ゲスト（Guest）]> [VMwareツール
のインストール/アップグレード（Install / UpgradeVMware tools）]を選択します。ポップ
アップウィンドウで [OK]をクリックします。

3. 管理権限を持つユーザとして VMにログインします。

4. DVDドライブから VMwareツールを実行します。

インストールウィザードが起動します。

5. ウィザードのプロンプトに従って、VMwareツールをインストールします。[標準（Typical）]
インストールオプションを選択します。

6. VMwareツールのインストールが完了したら、変更を有効にするために仮想マシンを再起
動します。

このプロセスが完了すると、vSphereの VMの [サマリー（Summary）]タブに、ツールが [実
行中（最新）（Running (Current)）]と表示されます。

マシンのドメインへの追加

手順

ステップ 1 [コントロールパネル（Control Panel）] > [システムとセキュリティ（System and Security）] >
[システム（System）]を選択します。

ステップ 2 [設定の変更（Change Settings）]をクリックします。

ステップ 3 [コンピュータ名 ]タブで、[変更 (Change)]をクリックします。

ステップ 4 コンピュータの名前をMicrosoft Windows Serverインストール時にランダムに生成された名前
から変更します。名前にアンダースコアやスペースは利用できません。
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ステップ 5 [ドメイン (domain)]ラジオボタンを選択して、メンバーをワークグループからドメインに変更
します。

ステップ 6 修飾ドメイン名を入力し、[OK]をクリックします。

ステップ 7 [Windowsのセキュリティ]ダイアログで、ドメインの資格情報を確認して、[OK]をクリック
します。

ステップ 8 認証が成功したら、OKをクリックします。

ステップ 9 サーバをリブートして、ドメインの資格情報を使用してログインします。

のネットワークアダプタの設定

Unified CCE Rogger/ルータと Unified CCE PGには、それぞれ 2つのネットワークアダプタが
装備されています。MACアドレスおよびネットワークラベルでネットワークアダプタを特定
し、名前を変更し、設定してから、バインディング順序を設定する必要があります。

手順

ステップ 1 次の手順に従って、ネットワークアダプタのMACアドレスとラベルを特定します。

a) vSphererから VMを選択し、右クリックします。
b) [設定の編集（Edit Settings）]を選択します。[ハードウェア（Hardware）]タブで、[ネッ
トワークアダプタ 1（Network adapter 1）]をクリックします。右側のパネルで、MACア
ドレスの最後の数桁を書き留め、ラベルがUCCEパブリックまたはUCCEプライベートか
どうかをメモします。たとえば、ネットワークアダプタ 1のMACアドレスは 08:3bで終
わり、ネットワークラベルが UCCEパブリックである可能性があります。

c) ネットワークアダプタ 2で繰り返します。MACアドレスとラベルをメモします。
d) VMコンソールで、コマンドラインから ipconfig /allと入力します。これはアダプタ名と
物理アドレスを表示します。

e) アダプタ名と物理アドレスをメモし、VMwareでメモしたMACアドレスとラベルと照合
します。たとえば、ipconf/allでは、ローカルエリア接続 2の物理アドレスは、08-3bで終
了する可能性があります。

f) VMwareが UCCEパブリックとして識別したネットワークアダプタのMACアドレスを、
ローカルエリアコネクタの対応する物理アドレスと照合します。この例では、ローカル

エリア接続2（08-3b）の物理アドレスがネットワークアダプタ1のMACアドレス（08-3b）
に一致します。ローカルエリア接続 2が UCCEパブリックであることを意味します。

アダプターには、ローカルエリア接続とは異なる名前を付けることができます。（注）

ステップ 2 次のように、Windowsのネットワークアダプタを検索して、名前を変更します。

a) Windowsで[コントロールパネル」 > [ネットワークと共有センター（Network and Sharing
Center）]を開き、[アダプタ設定の変更（Change Adaptor Settings）]をクリックします。
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b) [ローカルエリア接続（LocalAreaConnection）]を右クリックして、[名前の変更（Rename）]
を選択します。上記の照合に応じて、 UCCEパブリックまたは UCCEプライベートに名
前を変更します。

c) [ローカルエリア接続 2（Local Area Connection 2）]を右クリックして、[名前の変更
（Rename）]を選択します。上記の照合に応じて、UCCEパブリックまたはUCCEプライ
ベートに名前を変更します。上記の例では、[ローカルエリア接続2（LocalAreaConnection
2）]が UCCEパブリックに名前が変更されます。

ステップ 3 次のように UCCEパブリックのプロパティを設定します。

a) [UCCEパブリック（UCCEPublic）]を右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択し
ます。

b) ネットワークタブで、インターネットプロトコルバージョン 6 (TCP/IPv6)のチェックを
外します。

c) インターネットプロトコルバージョン 4 (TCP/IPv4)を選択し [プロパティ（Properties）]
をクリックします。

d) インターネットプロトコルバージョン 4の [全般（General）]タブで、[次の IPアドレス
を使用する（Use the following IP address）]を選択して、IPアドレス、サブネットマス
ク、デフォルトゲートウェイ、および DNSサーバを入力します。

e) [OK]と [閉じる（Close）]をクリックして、終了します。

ステップ 4 次のように UCCEプライベートのプロパティを設定します。

a) [UCCEプライベート（UCCE Private）]を右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選
択します。

b) ネットワークタブで、インターネットプロトコルバージョン 6 (TCP/IPv6)のチェックを
外します。

c) インターネットプロトコルバージョン 4 (TCP/IPv4)を選択し [プロパティ（Properties）]
をクリックします。

d) インターネットプロトコルバージョン 4の [全般（General）]タブで、[次の IPアドレス
を使用する（Use the following IP address）]を選択して、IPアドレスとサブネットマスク
を入力します。

e) [詳細設定（Advanced）]をクリックします。
f) DNSタブをクリックして[Register this connection's addresses in DNS]をオフにします。
g) DNSサーバに、プライベート IPアドレスに解決される新しい Aレコードを追加します。
また、逆引き参照用に関連付けられたポインターレコードを作成します。

レコード内のホスト名には、プライベートアドレスであることを示す文字「p」
を追加します。

（注）

h) [OK]をクリックして終了します。

ステップ 5 バインディング順序は、次のように設定します。

a) [ネットワーク接続]で、Altキーを押した後、詳細 >高度な設定 >アダプターとバインド
に移動します。

b) 接続パネルで、UCCEパブリック接続がUCCEプライベート接続の上にあることを確認し
ます。正しい順序に並べ替える必要がある場合、矢印ボタンを使用します。
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c) イーサネットバインドのパネルで、プライベート接続の場合は、Microsoftネットワーク
用のファイルとプリンターの共有とMicrosoftネットワーククライアントをオフにします。

d) [OK]をクリックして終了します。

Unified CCE AWと Loggerのネットワークアダプタを設定します。

手順

ステップ 1 次のように、Windowsのネットワークアダプタを検索して、名前を変更します。

a) Windowsで [ネットワークと共有センター（Network and Sharing Center）]を開き、[アダ
プタ設定の変更（Change Adaptor Settings）]をクリックします。

b) [ローカルエリア接続（LocalAreaConnection）]を右クリックして、[名前の変更（Rename）]
を選択します。Ucceパブリックに名前を変更します。

ステップ 2 次のように UCCEパブリックのプロパティを設定します。

a) [UCCEパブリック（UCCEPublic）]を右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択し
ます。

b) [ネットワーク（Networking）]ダイアログボックスでは、[インターネットプロトコルバー
ジョン 6（TCP/IPv6）（Internet Protocol Version 6 (TCP/IPv6)）]をオフにします。

c) [ネットワーク（Networking）]ダイアログボックスでは、[インターネットプロトコルバー
ジョン 4（TCP/IPv4）（Internet Protocol Version 4 (TCP/IPv4)）]を選択し、[プロパティ
（Properties）]を選択します。

d) インターネットプロトコルバージョン 4の [全般（General）]ダイアログボックスで、[次
の IPアドレスを使用する（Use the following IP address）]を選択して、IPアドレス、サブ
ネットマスク、デフォルトゲートウェイ、および DNSサーバを入力します。

e) [OK]と [閉じる（Close）]をクリックして、終了します。

固定の静的ルートの設定

地理的に分散した中央コントローラサイトの場合、冗長ロガーコンポーネント、およびペリ

フェラルゲートウェイコンポーネントでは通常、サイドAとサイドBでプライベート IPWAN
接続が確立されています。Windowsでは各 VMに対し 1つのデフォルトゲートウェイだけが
許可されています（このゲートウェイによりプライベートネットワークトラフィックがパブ

リックネットワークに送信されます）。したがって、ロガー、およびPGアプリケーションを
実行しているすべての VMに静的ルートを追加します。

route addコマンドで固定の静的ルートを作成する場合は、宛先サブネット、サブネットマス
ク、ローカルゲートウェイ IP、およびローカルプライベートネットワークインターフェイス
のインターフェイス番号が必要です。

route add <宛先サブネット> mask <サブネット マスク> <ゲートウエイ IP> IF <インターフェイス番号> -p
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この手順でコマンドを実行するには、管理者として DOSプロンプトを起動する必要がありま
す。

手順

ステップ 1 各、Rogger、、または PG VMで、ipconfig /all を実行します。

プライベートネットワークインターフェイスの IPv4 アドレス、サブネット マスク、およ

び物理アドレス（MACアドレス）を記録します。

ステップ 2 各 VMで route print –4を実行します。

プライベートネットワークのインターフェイスを記録します。インターフェイスの物理アドレ

ス（MACアドレス）を確認することで、正しいインターフェイスを特定できます。

ステップ 3 各 VMで、route add <宛先サブネット> mask <サブネット マスク> <ゲートウェイ IP> IF <インターネッ

ト番号> -pを実行し、リモートプライベートネットワークの固定の静的ルートを追加します。

サイド A VMで、サイド Bのゲートウェイ IPを使用します。サイド B VMで、サイド Aの
ゲートウェイ IPを使用します。

Windowsアップデートの実行

手順

[設定] >に移動して &セキュリティを更新し、Microsoft Windows Updateを実行します。

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール
統一された連絡先センター 11.0 12.5ソフトウェアを統一された CCE仮想マシンにインストー
ルします。

手順

ステップ 1 管理者権限のユーザとしてログインします。

ステップ 2 Cisco Unified CCE ISOイメージを仮想マシンにマウントします。ISOファイルのマウントおよ
びアンマウント（68ページ）を参照してください。

ステップ 3 D:\ICM-CCEインストーラディレクトリから setup.exeを実行します。

ステップ 4 InstallShieldの手順に従って、Cisco Unified CCEをインストールします。

ステップ 5 インストールが完了し、プロンプトが表示されたら、コンピュータを再起動します。
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ステップ 6 ISOイメージをアンマウントします。

アウトバウンドオプションデータベースの作成

アウトバウンドオプションでは、ロガー上で独自の SQLデータベースを使用します。サイド
Aあるいはサイド Bのロガーで、以下の手順を実行します。

この手順を完了したら、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/products-user-guide-list.htmlの Unified Contact Center Enterpriseア
ウトバウンドオプションガイドを参照してください。

手順

ステップ 1 次の情報を収集します。

•インポートファイルの各顧客レコードのサイズ (バイト単位)。サイズが 128バイト未満の
場合は、128を使用します。(RecordSize)

•インポート済みのレコード数。(RecordCount)

•新しいインポートのレコードを、データベース内に既に存在するレコードを置き換える
か、または追加するか。

ステップ 2 次のようにして、連絡先テーブルのサイズを見積もります。

•既存のレコードを上書きインポートする場合:レコードカウントを変更しないでください。

•インポートする場合、既存のレコードに追加する: RecordCount =顧客テーブルに一度に保
存されている行の合計数。

• contact-table-size = RecordSize * RecordCount * 1.18

ステップ 3 次のように、ダイヤルリストテーブルのサイズを推定します。

•インポートが既存のレコードを上書きする場合: RecordCount =インポートされた行数 *
1.5。(インポートされているよりも50%多くの行がダイヤルリストに挿入されています)。

• [インポート (import)]が既存のレコードを追加する場合: RecordCount =顧客テーブルに保
存されている行の合計数 * 1.5

• dialing-list-table-size =ダイヤルリスト行数 * 128バイト * 4.63

ステップ 4 次の式を使用してデータベースサイズを計算します。

(Number of rows in all DL tables * (size of one row + size of index) ) +
(Number of rows in personal call back table * (size of one row + size of index) ) +
(Number of rows in Contact List table * (size of one row + size of index))

ステップ 5 ICMDBAツールを開き、いずれの警告にもはいをクリックします。
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ステップ 6 サーバ > <ロガーサーバ> > インスタンス > <Unified CCEインスタンス> >ロガー Aあるい
はロガーBに移動します。[インスタンス名]を右クリックして、データベース >作成を選択し
ます。

ステップ 7 [サーバの停止]メッセージで、はいをクリックしてサービスを停止します。

ステップ 8 [データベースの作成]ダイアログボックスで、追加をクリックして [デバイスの追加]ダイア
ログボックスを開きます。

ステップ 9 データをクリックして、データベースを作成するドライブ（例えば、Eドライブ）を選択し
ます。データベースサイズフィールドのデフォルト値をそのままにして、[OK]をクリックし、
[データベースの作成 (Create database)]ダイアログボックスに戻ります。

ステップ 10 [デバイスの追加]ダイアログボックスで、[ログ（Log）]をクリックします。使用するドライ
ブを選択します。サイズフィールドのデフォルト値をそのままにして、[OK]をクリックし、
[データベースの作成 (Create database)]ダイアログボックスに戻ります。

ステップ 11 [データベースの作成]ダイアボックスで、[作成する（Create）]をクリックして、[スタート
（Start）]をクリックします。正常に作成が完了したメッセージが表示されたら、 OKをク
リックして、 [閉じる（Close）]をクリックします。

詳細については、「https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/products-user-guide-list.html」の『Unified Contact Center Enterprise』
の送信オプションガイドを参照してください。

Cisco Unified CVPのネットワークアダプタの設定
Unified CVPには、1つのネットワークアダプタだけを設定する必要があります。ファイルの
名前を変更し、プロパティを設定する必要があります。

手順

ステップ 1 [コントロールパネル（Control Panel）] > [ネットワークとインターネット（Network and
Internet）]を選択します。

ステップ 2 左側のパネルで [ネットワークと共有センター（Network and Sharing Center）]をクリックし、
次に [アダプターの設定の変更（Change adapter settings）]をクリックします。

ステップ 3 アダプタを右クリックして、[名前の変更（Rename）]を選択します。その後、名前を UCCE
Publicに変更します。

ステップ 4 [UCCE Public]を右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択します。

ステップ 5 [ネットワーク（Networking）]ダイアログボックスでは、[インターネットプロトコルバージョ
ン 6（TCP/IPv6）（Internet Protocol Version 6 (TCP/IPv6)）]を選択解除します。

ステップ 6 [ネットワーク（Networking）]ダイアログボックスでは、[インターネットプロトコルバージョ
ン 4（TCP/IPv4）（Internet Protocol Version 4 (TCP/IPv4)）]を選択し、[プロパティ（Properties）]
を選択します。
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ステップ 7 インターネットプロトコルバージョン 4の [全般（General）]ダイアログボックスで、[次の
IPアドレスを使用する（Use the following IP address）]を選択して、IPアドレス、サブネット
マスク、デフォルトゲートウェイ、および DNSサーバを入力します。

ステップ 8 [OK]と [閉じる（Close）]をクリックして、終了します。

Cisco Unified CVPサーバのインストール

手順

ステップ 1 管理権限を持つユーザとしてシステムにログインします。

ステップ 2 UnifiedCVPISOイメージを仮想マシンにマウントします。詳細については、ISOファイルのマ
ウントおよびアンマウント（68ページ）を参照してください。

ステップ 3 D:\CVP\Installer_Windowsディレクトリから setup.exeを実行します。

ステップ 4 InstallShieldウィザードに従って、D:\CVP\Installer_Windowsディレクトリから setup.exeを実行
します。

a) ライセンス契約に同意します。
b) [パッケージの選択（Select Packages）]画面で、追加するタイプをオンにします。
c) [次へ（Next）]をクリックします。
d) U-Lawエンコードされたウェーブ形式を選択します。
e) [インストール先の選択（Choose Destination Location）]画面で、デフォルトを受け入れま
す。[次へ（Next）]をクリックします。

f) [X.509証明書（X.509 certificate）]画面で、証明書に含める情報を入力します。
g) [インストールの準備完了（Ready to Install）]画面で、[インストール（Install）]をクリッ
クします。

h) インストールの完了後にコンピュータを再起動するオプションを選択します。[完了
（Finish）]をクリックします。

ステップ 5 Unified CVP Engineering Specialが使用可能な場合は、ローカルドライブにそれらをコピーしま
す。InstallShieldウィザードに従ってそれらをインストールします。

ステップ 6 ISOイメージをアンマウントします。

Unified Customer Voice Portalライセンス

ライセンスの生成

始める前に

Unified CVPソフトウェアとともに受け取った製品認証キー（PAK）にアクセスします。

Cisco Packaged Contact Center Enterpriseインストレーション/アップグレードガイド、リリース 12.0(1)
90

参照先

Cisco Unified CVPサーバのインストール



手順

ステップ 1 https://tools.cisco.com/SWIFT/LicensingUI/Homeの製品ライセンス登録ポータルにサインインし
ます。

ステップ 2 [Continue to Product License Registration]をクリックします。

ステップ 3 [Get New Licenses]フィールドに、PAKを入力します。

カンマで区切って最大 10個までの PAKを入力できます。

ステップ 4 [履行（Fulfill）]をクリックします。

ステップ 5 機能を選択し、数量を入力します。

ステップ 6 [Serial Number]フィールドに、次を入力します。

• Unified CVP Serverまたは Unified CVP Reporting Serverの場合は、IPアドレスを入力しま
す。

• Unified Call Studioの場合は、MACアドレスを入力します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 ライセンス契約書の条件を同意し、受信者情報を入力して、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

リクエストが処理されます。

ステップ 9 [ダウンロード（Download）]をクリックして、ライセンスをダウンロードします。
ライセンスは電子メールでも送信されます。

次のタスク

ライセンスファイル名はcvp.licenseであることを確認してください。

ライセンスファイルを C:\Cisco\CVP\conf\licenseにコピーします。正常にシャットダ
ウンしてから、各コールサーバコンポーネントを起動し、新しいライセンスを有効にします。

Unified CVPメディアサーバ IISの設定

手順

ステップ 1 スタート >管理ツールに移動します。

ステップ 2 サーバマネージャオプションを選択して、管理 >役割と機能の追加に移動します。

ステップ 3 インストールタイプタブに移動して、役割ベースまたは機能ベースのインストールオプショ

ンタブで、[次へ（Next）]を選択します。

ステップ 4 サーバの選択ウィンドウで、リストからサーバを選択して、[次へ（Next）]をクリックしま
す。
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ステップ 5 [ウェブサーバ (iis) ]チェックボックスをオンにして iisを有効にし、[次へ (Next)]をクリック
します。

ステップ 6 ウェブアダプタをインストールするために追加の機能は必要ありません。[次へ（Next）]をク
リックします。

ウェブサーバの役割（IIS）タブを表示します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
役割サービスの選択タブを表示します。

ステップ 8 以下の一覧のウェブサーバコンポーネントが有効になっていることを確認します。

•ウェブサーバ

• HTTP共通機能（Common HTTP Features）

•既定のドキュメント(Default Document)

•静的コンテンツ（Static Content）

•セキュリティ

•フィルタ機能の要求

•基本認証

• Windows Authentication

•アプリケーション開発

• .NET機能拡張 4.5

• ASP.NET 4.5

• ISAPI Extensions

• ISAPI Filters

•管理ツール

• IIS管理コンソール

• IIS管理互換性

• IIS6メタベース互換性

• IIS管理スクリプトとツール

•管理サービス

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 設定値が正しいことを確認して、[インストール（Install）]をクリックします。

ステップ 11 インストール後に [閉じる（Close）]をクリックします。
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FTPサーバのインストール

手順

ステップ 1 スタート >管理ツールを選択します。

ステップ 2 サーバマネージャを選択して、[管理（Manage）]をクリックします。

ステップ 3 [ロールおよび機能の追加（Add Roles and Features）]を選択して、[次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 4 インストールタイプの設定タブで、ロールベースまたは機能ベースのインストールを選択し、
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 リストから必要なサーバを選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 ウェブアダプタをインストールするために追加の機能は必要ありません。[次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 7 ウェブサーバの役割（IIS）ウィンドウで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 FTPサーバチェックボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [Install]をクリックします。

Cisco Unified CVP Reporting Serverのインストール
このタスクは、オプションの Unified CVP Reporting Serverのインストールに必要です。

IBM Informixデータベースサーバは、Unified CVP Reporting Serverの一部としてインストール
されます。

Unified CVP Reporting Serverをインストールする前に、データベースドライブを設定する必要
があります。詳細はデータベースドライブの設定（71ページ）を参照してください。

Unified CVP Reporting Serverをインストールするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 管理権限を持つユーザとしてシステムにログインします。

ステップ 2 UnifiedCVPISOイメージを仮想マシンにマウントします。詳細については、ISOファイルのマ
ウントおよびアンマウント（68ページ）を参照してください。

ステップ 3 CVP\Installer_Windowsディレクトリにある DVDドライブから setup.exeを実行します。

ステップ 4 InstallShieldウィザードの指示に従い、D:\CVP\Installer_Windowsディレクトリから
setup.exeを実行します。

a) ライセンス契約に同意します。
b) [パッケージの選択（Select Packages）]画面で、[Reporting Server]をオンにします。
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c) [宛先フォルダの選択（Choose Destination Folder）]画面で、CVPインストールフォルダ
の場所を選択します。

d) [X.509証明書（X.509 certificate）]画面で、証明書に含める情報を入力します。
e) [データベースデータとバックアップドライブの選択（Choose thedatabasedata andbackup

drive）]画面で、ドライブ文字（通常は E）を入力します。
f) [データベースサイズの選択（Database size selection）]画面で、[Premium (438GB)]を選択
します。

g) [インストールの準備完了（Ready to Install）]画面で、[インストール（Install）]をクリッ
クします。

h) プロンプトが表示されたら、Reporting Serverのパスワードを入力します。
i) インストールの完了後にコンピュータを再起動するオプションを選択します。[完了
（Finish）]をクリックします。

ステップ 5 Unified CVP Engineering Specialが使用可能な場合は、ローカルドライブにそれらをコピーしま
す。InstallShieldウィザードに従ってそれらをインストールします。

ステップ 6 ISOイメージをアンマウントします。

次のタスク

導入に 2台目の外部 Unified CVP Reporting Serverが必要な場合は、この手順を繰り返します。

ライセンスファイルを生成したことを確認し、ライセンスファイルを

c:\Cisco\CVP\conf\licenseに追加します。詳細については、ライセンスの生成（90ペー
ジ）を参照してください。シャットダウンしてから、各 CVPレポートサーバを起動し、新し
いライセンスを有効にします。

次のようなエラーが表示されることがあります。

CVP_12_0_Infrastructure-2-LICENSING: Evaluation license already expired on

ライセンスファイルと内線番号を手動でcvp.licenseライセンスに変更します。

このファイルは、C:\Cisco\CVP\conf\licenseファイルパスに含めるようにしてくださ
い。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/
プライマリノードのインストール

このタスクは、VOSベースの 3つのコンタクトセンターアプリケーション（Cisco Finesse、
CiscoUnified CommunicationsManager、およびCiscoUnified Intelligence Center）のパブリッシャ/
プライマリノードに必要です。
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始める前に

DNS設定は、Cisco Unified Communications Manager、Cisco Unified Intelligence Center、Cisco
Finesseおよび Cisco Identity Service (IdS)のインストールに必須です。DNSを設定するには、
VMを DNSの前方および逆引き参照に追加します。

手順

ステップ 1 OVAを使用して、VOSベースの連絡先センターアプリケーション用の仮想マシンを作成しま
す。

ステップ 2 ソフトウェアの ISOイメージを仮想マシンにマウントします。

ステップ 3 仮想マシンを選択して、の電源をオンにし、コンソールを開きます。

ステップ 4 インストールウィザードの指示に従い、次のように選択します。

a) [ディスクが見つかりました（Disk Found）]画面で、[OK]をクリックして、メディアの
整合性確認を始めます。

b) [成功（Sucess）]画面で、[OK]を選択します。
c) [製品展開の選択（Product Deployment Selection）]画面で、次のように操作します。

• Finesseまたは Unified Communications Managerをインストールする場合は、[OK]を
選択します。

• Unified IntelligenceCenterをインストールする場合は、[ライブデータと IdSを備えた
Cisco Unified Intelligence Center]を選択し、[OK]を選択します。Live Dataと IdS
を伴うCiscoUnified IntelligenceCenterオプションには、ライブデータとCisco Identity
Service (IdS)を含む Cisco Intelligence Centerが、同じサーバ上にインストールされま
す。

d) [インストールの続行（Proceed with Install）]画面で、[はい（Yes）]を選択します。
e) [プラットフォームのインストールウィザード（Platform InstallationWizard）]画面で、[続

行（Proceed）]を選択します。
f) [パッチの適用（Apply Patch）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。

Finesseにはこの手順はありません。

g) [基本インストール（Basic Install）]画面で、[続行（Continue）]を選択します。
h) [タイムゾーンの設定（Timezone Configuration）]画面で、下矢印を使用して、サーバが

配置されている場所に最も近い現地のタイムゾーンを選択します。[OK]を選択します。

ライブデータサーバの場合は、すべてのノードに同じタイムゾーンを使用しま

す。

（注）

i) [自動ネゴシエーションの設定（Auto Negotiation Configuration）]画面で、[続行
（Continue）]を選択します。

j) [MTUの設定（MTUConfiguration）]画面で [いいえ（No）]を選択して、最大伝送単位
をデフォルト設定のままにします。

k) [DHCPの設定（DHCP Configuration）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。
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Finesseにはこの手順はありません。

l) [スタティックネットワーク設定（Static Network Configuration）]画面で、スタティック
設定値を入力します。[OK]を選択します。

m) [Dnsクライアント設定 ( dns client Configuration ) ]画面で、[はい]をクリックして dns
クライアントを有効化します。

n) DNSクライアント設定を入力します。[OK]を選択します。

Cisco Finesseでは、DNSクライアント設定が必須です。この手順を実行しない
場合、エージェントはデスクトップにサインインできなくなり、Finesseを再イ
ンストールしなければならなくなります。

重要

o) [管理者ログインの設定（Administrator Login Configuration）]画面で、プラットフォーム
管理者のユーザ名を入力します。管理者のパスワードを入力して確認します。[OK]を選
択します。

p) [証明書情報（Certificate Information）]画面で、証明書署名要求を作成するためのデータ
（組織、部門、場所、都道府県、国）を入力します。[OK]を選択します。

q) [最初のノード設定（First Node Configuration）]画面で、[はい（Yes）]を選択します。
r) [ネットワークタイムプロトコルクライアントの設定（Network Time Protocol Client

Configuration）]画面で、有効な NTPサーバの IPアドレスを入力し、[OK]を選択しま
す。

適切な NTPの設定が必要です。重要

s) [セキュリティの設定（SecurityConfiguration）]画面で、セキュリティパスワードを入力
し、[OK]を選択します。

t) [SMTPホストの設定（SMTP Host Configuration）]画面で、[いいえ（No）]を選択しま
す。

Finesseにはこの手順はありません。

u) UnifiedCommunicationsManagerのみ：[SmartCallHomeの有効化（SmartCallHomeEnable）]
画面で [システム起動時にすべてのCall Homeを無効にする（Disable All Call Home on
System Start）]を選択します。

v) [アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]画面で、アプリケー
ションユーザ名を入力します。アプリケーションユーザのパスワードを入力して確認し

ます。[OK]を選択します。
w) [プラットフォーム設定の確認（Platform Configuration Confirmation）]画面で、[OK]を選

択します。インストールが開始され、無人で実行されます。

•インストールの途中でリブートが行われます。

• Cisco Unified Intelligence Centerの場合、ライセンスを取得するための URLとメディ
アアクセスコントロール（MAC）アドレスを示す [製品ライセンス（Product
Licensing）]画面が表示されたら、MACアドレスを書き留めます。この情報はライ
センスアプリケーションで必要になります。

•インストールが終了し、サインインプロンプトが表示されます。
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ステップ 5 ISOイメージをアンマウントします。

Cisco Unified Intelligence Centerのインストールが正常に完了したら、ストックテンプ
レートをインポートします。

（注）

Cisco Unified Intelligence Centerライセンス

ライセンスの入手

始める前に

Unified Intelligence Centerに付属の製品認証キー（PAK）にアクセスします。PAKがない場合
は、licensing@cisco.comに連絡します。

手順

ステップ 1 製品ライセンス登録ポータル（https://tools.cisco.com/SWIFT/LicensingUI/Home）にサインインし
ます。

ステップ 2 [Continue to Product License Registration]をクリックします。

ステップ 3 [Get New Licenses]フィールドに、PAKを入力します。

カンマで区切って最大 10個までの PAKを入力できます。

ステップ 4 [履行（Fulfill）]をクリックします。

ステップ 5 機能を選択し、数量を入力します。

ステップ 6 [シリアル番号（Serial Number）]フィールドに、MACアドレスを入力します。MACアドレス
の特定（97ページ）を参照してください。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 ライセンス契約書の条件を同意し、受信者情報を入力して、[Submit（送信）]をクリックしま
す。

リクエストが処理されます。

ステップ 9 [ダウンロード（Download）]をクリックして、ライセンスをダウンロードします。

ライセンスは電子メールでも送信されます。

MACアドレスの特定

Unified ICを実行するためのライセンスを適用するときにコントローラノードのMACアドレ
スを指定する必要があります。
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MACアドレスは、インストールの最後にオンラインで表示されます。書き留める時間がない
場合は、次のようにインストールの完了後にコマンドラインインターフェイスを使用して検索

することができます。

手順

ステップ 1 システム管理者ユーザのクレデンシャルを使用してサインインします。

ステップ 2 次の CLIコマンドを入力します。show status

ライセンスのアップロード

Unified IC管理インターフェイスでライセンスをアップロードします。

手順

このためには、[クラスタ設定（Cluster Configuration）] > [ライセンス管理（License
Management）]を選択します。手順については、オンラインヘルプを参照してください。

Cisco Unified Intelligence Centerのクラスタの設定

手順

ステップ 1 ブラウザでURLhttps://<ホスト名>:8443/oampにアクセスします。ここで、<ホスト名>
は Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャのホスト名です。

ステップ 2 インストール時に定義したシステムアプリケーションのユーザ IDとパスワードを使用してサ
インインします。

ステップ 3 左側のセクションから、[デバイス管理（Device Management）] > [デバイス設定（Device
Configuration）]を選択します。

ステップ 4 [メンバーの追加（Add Member）]をクリックします。

ステップ 5 サブスクライバ用の [デバイス設定（Device Configuration）]の各フィールドに、デバイスの名
前、ホスト名または IPアドレス、および説明を入力します。

ステップ 6 クラスタ設定が完了したら、パブリッシャを再起動します。
システムによりライブデータフェールオーバー設定が更新されます。
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Unified Communications Managerライセンス

ライセンスの生成と登録

手順

ステップ 1 ブラウザでUnifiedCommunicationsManagerを起動します（https://<Unified CM パブリッ

シャの IP アドレス>）。

ステップ 2 [Cisco Prime LicenseManager]をクリックして、[ライセンス（License）] > [履行（Fulfillment）]
に移動します。

ステップ 3 [他の履行（OtherFulfillment）]オプションの下で、[ライセンス要求の生成（GenerateLicense
Request）]をクリックします。

ステップ 4 [ライセンス要求と次の手順（License Request and Next Steps）]ウィンドウが開いたら、テキ
スト（PAK ID）をコピーします。

ステップ 5 [シスコライセンス登録（Cisco License Registration）]リンクをクリックします。

ステップ 6 サインインし、[製品ライセンス登録に進む（Continue to Product LicenseRegistration）]をクリッ
クします。

ステップ 7 [履行するシングル PAK/トークンの入力（Enter a Single PAK or Token to fulfill）]フィールド
に、PAK IDを貼り付けて、[シングル PAK/トークンの履行（Fulfill Single PAK/Token）]をク
リックします。

ライセンスファイルが電子メールメッセージで届きます。

ライセンスのインストール

手順

ステップ 1 電子メールメッセージからライセンスファイルを解凍します。

ステップ 2 [その他の履行オプション（Other Fulfillment Options）]で、[ライセンスをファイルから履行
（Fulfill Licenses from File）]を選択します。

ステップ 3 [参照（Browse）]をクリックしてライセンスファイルを検索します。

ステップ 4 [インストール（Install）]をクリックし、ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 5 [製品インスタンス（Product Instances）]に移動します。次に、[追加（Add）]をクリックしま
す。

ステップ 6 CiscoUnified CommunicationsManagerパブリッシャの名前、ホスト名/IPアドレス、ユーザ名、
およびパスワードを入力します。

ステップ 7 Unified CMの製品タイプを選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
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ステップ 9 [今すぐ同期（Synchronize Now）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Manager用のクラスタの設定

手順

ステップ 1 ブラウザでUnifiedCommunicationsManagerパブリッシャを起動します（http://<CUCMパブリッ
シャの IPアドレス>）。

ステップ 2 [システム（System）] > [サーバ（Server）] > [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 3 [サーバの設定（Server Configuration）]ページで、[サーバタイプ（Server Type）]の [CUCM音
声/ビデオ（CUCM Voice/Video）]を選択します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [サーバの設定（Server Configuration）]ページで、サブスクライバの IPアドレスを入力しま
す。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

Unified Communications Manager AXLユーザアカウントの作成
Unified CommunicationsManager AdministrationでUnified CommunicationsManager AXLユーザを
作成します。最初に標準 AXL APIアクセスを使用してアクセスコントロールグループを作成
し、次にそのアクセスコントロールグループの権限を使用してアプリケーションユーザを作

成します。

手順

ステップ 1 ブラウザでUnified CommunicationsManager Administrationを起動します（https://<Unified
Communications Manager パブリッシャの IP アドレス >/ccmadmin）。

ステップ 2 次のようにアクセスコントロールグループを作成します。

a) [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [アクセスコント
ロールグループ（Access Control Group）]を選択します。

b) [新規追加（Add New）]をクリックします。
c) アクセスコントロールグループの名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

[アクセスコントロールグループの設定（Access Control Group Configuration）]ページが
開きます。

e) [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンメニューで [アクセスコントロールグルー
プに権限を割り当て（Assign Role to Access Control Group）]を選択し、[検索（Go）]を
クリックします。
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f) [グループに権限を割り当て（Assign Role to Group）]をクリックします。

[権限の検索/一覧表示（Find and List Roles）]ポップアップウィンドウが開きます。

g) [検索（Find）]をクリックします。
h) [標準AXLAPIアクセス（StandardAXLAPIAccess）]チェックボックスをオンにします。
i) [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。
j) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 アプリケーションユーザを次のように作成します。

a) [ユーザ管理（User Management）] > [アプリケーションユーザ（Application User）]に移
動します。

b) [新規追加（Add New）]をクリックします。
c) アプリケーションユーザの名前とパスワードを入力します。
d) [権限情報（Permissions Information）]セクションで [アクセスコントロールグループに追加
（Add to Access Control Group）]をクリックします。

[アクセスコントロールグループの検索/一覧表示（Find and List Access Control Groups）]ダ
イアログボックスが開きます。

e) [検索（Find）]をクリックします。
f) 作成したアクセスコントロールグループのチェックボックスをオンにします。

g) [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。
h) [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Finesseのクラスタの設定

手順

ステップ 1 ブラウザで Cisco Finesseプライマリノードを起動します（https://<Finesse プライマリ
ノードの FQDN>/cfadmin）。

IPv6クライアントを使用する場合は、URLにポート番号を含める必要があります（https://<Finesse
プライマリノードの FQDN>:8445/cfadmin）。

ステップ 2 [ホーム（Home）] > [クラスタの設定（Cluster Settings）]に移動します。（このパスは、デフォ
ルト設定に基づいており、クラスタ設定ガジェットのページを変更していないことが前提とな

ります）。

ステップ 3 Cisco Finesseセカンダリノードのホスト名を追加します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 次のように Cisco Finesse Tomcatを再起動します。

a) Cisco Finesse Tomcat Serviceを停止するには、CLIコマンド utils service stop Cisco Finesse
Tomcatを入力します。
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b) Cisco Finesse Tomcat Serviceを開始するには、CLIコマンド utils service start Cisco Finesse
Tomcatを入力します。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライ
バ/セカンダリノードのインストール

このタスクは、VOSベースの 3つのコンタクトセンターアプリケーション（Cisco Finesse、
Cisco Unified CommunicationsManager、およびCisco Unified Intelligence Center）のサブスクライ
バ/セカンダリノードのインストールに必要です。

（注）

始める前に

DNS設定は、Cisco Unified Communications Manager、Cisco Unified Intelligence Center、および
Cisco Finesseのインストールに必須です。DNSを設定するには、VMを DNSの前方および逆
引き参照に追加します。

サブスクライバ/セカンダリノードをインストールするには、まず、パブリッシャ/プライマリ
ノードをインストールし、クラスタを設定する必要があります。

手順

ステップ 1 OVAを使用して、VOSベースの連絡先センターアプリケーション用の仮想マシンを作成しま
す。

ステップ 2 ソフトウェアの ISOイメージを仮想マシンにマウントします。

ステップ 3 仮想マシンを選択して、の電源をオンにし、コンソールを開きます。

ステップ 4 インストールウィザードの指示に従い、次のように選択します。

a) [ディスクが見つかりました（Disk Found）]画面で、[OK]をクリックして、メディアの整
合性確認を始めます。

b) [成功（Sucess）]画面で、[OK]を選択します。
c) [製品展開の選択（Product Deployment Selection）]画面で、次のように操作します。

• Finesseまたは Unified Communications Managerをインストールする場合は、[OK]を選
択します。

• Unified Intelligence Centerをインストールする場合は、[ライブデータと IdSを備えた
Cisco Unified Intelligence Center]を選択し、[OK]を選択します。Live Dataと IdSを
伴う Cisco Unified Intelligence Centerオプションには、ライブデータと Cisco Identity
Service (IdS)を含むCisco IntelligenceCenterが、同じサーバ上にインストールされます。

ステップ 5 インストールウィザードの指示に従い、次のように選択します。
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a) [インストールの続行（Proceed with Install）]画面で、[はい（Yes）]を選択します。
b) [プラットフォームのインストールウィザード（Platform InstallationWizard）]画面で、[続

行（Proceed）]を選択します。
c) [パッチの適用（Apply Patch）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。

Finesseにはこの手順はありません。

d) [基本インストール（Basic Install）]画面で、[続行（Continue）]を選択します。
e) [タイムゾーンの設定（Timezone Configuration）]画面で、下矢印を使用して、サーバが

配置されている場所に最も近い現地のタイムゾーンを選択します。[OK]を選択します。

ライブデータサーバの場合は、すべてのノードに同じタイムゾーンを使用しま

す。

（注）

f) [自動ネゴシエーションの設定（Auto Negotiation Configuration）]画面で、[続行
（Continue）]を選択します。

g) [MTUの設定（MTUConfiguration）]画面で [いいえ（No）]を選択して、最大伝送単位
をデフォルト設定のままにします。

h) [DHCPの設定（DHCP Configuration）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。

Finesseにはこの手順はありません。

i) [スタティックネットワーク設定（Static Network Configuration）]画面で、スタティック
設定値を入力します。[OK]を選択します。

j) [Dnsクライアント設定 ( dns client Configuration ) ]画面で、[はい]をクリックして dns
クライアントを有効化します。

Cisco Finesseでは、DNSクライアント設定が必須です。この手順を実行しない
場合、エージェントはデスクトップにサインインできなくなり、Finesseを再イ
ンストールしなければならなくなります。

重要

k) [管理者ログインの設定（Administrator Login Configuration）]画面で、プラットフォーム
管理者のユーザ名を入力します。管理者のパスワードを入力して確認します。[OK]を選
択します。

l) [証明書情報（Certificate Information）]画面で、証明書署名要求を作成するためのデータ
（組織、部門、場所、都道府県、国）を入力します。[OK]を選択します。

m) [最初のノード設定（First Node Configuration）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。
n) 警告画面で、[OK]を選択します。
o) [ネットワーク接続性テストの設定（Network Connectivity Test Configuration）]画面で、

[いいえ（No）]を選択します。
p) [最初のノードのアクセス設定（First Node Access Configuration）]画面で、最初のノード

のホスト名と IPアドレスを入力します。セキュリティパスワードを入力および確認し
ます。[OK]を選択します。

q) [SMTPホストの設定（SMTP Host Configuration）]画面で、[いいえ（No）]を選択しま
す。

Finesseにはこの手順はありません。
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r) [プラットフォーム設定の確認（Platform Configuration Confirmation）]画面で、[OK]を選
択します。インストールが開始され、無人で実行されます。

•インストールの途中でリブートが行われます。

• Cisco Unified Intelligence Centerの場合、ライセンスを取得するための URLとメディ
アアクセスコントロール（MAC）アドレスを示す [製品ライセンス（Product
Licensing）]画面が表示されたら、MACアドレスを書き留めます。この情報はライ
センスアプリケーションで必要になります。

•インストールが終了し、サインインプロンプトが表示されます。

ステップ 6 ISOイメージをアンマウントします。

サービスのアクティブ化

サービスをアクティブ化するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 https://<CUCM パブリッシャの IP アドレス>/ccmadminでCiscoUnifiedCMAdministration
を開きます。

ステップ 2 [ナビゲーション（Navigation）]メニューから [Cisco Unified Serviceability]を選択し、[移動
（Go）]をクリックします。

ステップ 3 [ツール（Tools）] > [サービスのアクティベーション（Service Activation）]を選択します。

ステップ 4 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、サービスをアクティブ化するサーバを選択
し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 5 パブリッシャの場合、次のサービスがアクティブ化されていることを確認し、[保存（Save）]
をクリックします。

• Cisco CallManager

• Cisco IP Voice Media Streaming App

• Cisco CTIManager

• Cisco Tftp

• Cisco Bulk Provisioning Service

• Cisco AXL Web Service

• Cisco Serviceability Reporter

• Cisco CTL Provider

• Cisco Certificate Authority Proxy Function

• Cisco Dialed Number Analyzer Server
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ステップ 6 サブスクライバの場合、次のサービスがアクティブ化されていることを確認し、[保存（Save）]
をクリックします。

• Cisco CallManager

• Cisco IP Voice Media Streaming App

• Cisco CTIManager

• Cisco AXL Web Service

• Cisco CTL Provider

• Cisco Dialed Number Analyzer Server

外部 HDSのインストール

外部 HDSのインストールと設定

デフォルトの導入では、リアルタイム、履歴およびコール詳細データが保存されるオンボック

ス AW-HDS-DDSデータベースからデータが取得されます。

より長い保持期間が必要な場合、最大2つの別個の外部サーバに、管理サーバ、リアルタイム
および履歴データサーバ、詳細データサーバ（AW-HDS-DDS）をオプションでインストール
できます。外部サーバは、[中央コントローラのサイド Aを優先（Central Controller Side A
Preferred）]または [中央コントローラのサイド Bを優先（Central Controller Side B Preferred）]
として設定されます。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
packaged-contact-center-enterprise/products-technical-reference-list.htmlで Cisco Packaged Contact
Center Enterpriseソリューション設計ガイドを参照してください。

外部 HDSは、Packaged CCEのサイド Aおよびサイド Bの ESXiホストに接続できる必要があ
ります。

重要

外部サーバHDSの要件については、https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_
system/virtualization/virtualization-unified-contact-center-enterprise.htmlの Unified Contact Center
Enterprise仮想化を参照してください。

外部 HDSをインストールするには、次の順序でタスクを実行します。

タスクSequence

Microsoft Windows Serverのインストール（75ページ）1

アンチウイルスソフトウェアのインストール（74ページ）2

Microsoft SQL Serverのインストール（76ページ）3
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タスクSequence

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール（87ページ）4

CCEコンポーネントの SQL Serverを設定します。詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
packaged-contact-center-enterprise/products-maintenance-guides-list.htmlのCisco Packaged
Contact Center Enterpriseアドミニストレーションおよびコンフィギュレーション
ガイドを参照してください。

5

保持するデータ量のデータベースドライブを設定します。データベースドライブ

の設定（71ページ）を参照してください
6

外部 HDSに HDSデータベースの作成（106ページ）7

外部 HDSの設定 （107ページ）8

外部HDSでのUnified IntelligenceCenterのSQLユーザアカウントの設定（108ペー
ジ）

9

外部 HDSの Unified Intelligence Centerデータソースの設定

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
packaged-contact-center-enterprise/products-maintenance-guides-list.htmlのCisco Packaged
Contact Center Enterpriseアドミニストレーションおよびコンフィギュレーション
ガイドを参照してください。

10

IPv6対応の導入を使用している場合は、DNSで外部 HDSに対し前方参照 AAAA
レコードを設定します。DNSの設定については https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/
products-maintenance-guides-list.htmlの Cisco Packaged Contact Center Enterpriseアド
ミニストレーションおよびコンフィギュレーションガイドの IPv6セクションを参
照してください。

11

外部 HDSに HDSデータベースの作成

ICMDBAを使用して HDSデータベースを作成します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CCEツール（Cisco Unified CCE Tools）] > [ICMdba]を開きます。

ICMDBAに表示するインスタンスを追加する必要があります。詳細については、UCCE
インスタンスの追加（109ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 2 インスタンスを表示できるようになるまで、新しく追加した外部 HDSのインスタンスツリー
ビューを展開します。

ステップ 3 インスタンスを右クリックし、[作成 (Create)]を選択します。
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ステップ 4 [コンポーネントの選択 (select component)]ドロップダウンリストで、 [管理&データサーバ
(Administration)]を選択し、[OK]をクリックします。

ステップ 5 [AWタイプの選択 (AW type)]ドロップダウンリストで、[エンタープライズ (Enterprise)]を選
択し、[OK]をクリックします。

ステップ 6 メニューから、[データベース（Database）]> [作成（Create）]の順に選択します。[追加（Add）]
をクリックします。

ステップ 7 [データ（Data）]ラジオボタンをクリックし、2番目のディスクドライブを選択し、目的の
HDSのサイズを入力します。[OK]をクリックします。

ステップ 8 [ログ（Log）]ラジオボタンをクリックし、2番目のディスクドライブを選択し、目的のログ
サイズを入力します。[OK]をクリックします。

ステップ 9 [作成（Create）]をクリックします。

外部 HDSの設定

手順

ステップ 1 [Unified CCEウェブセットアップ（Unified CCE Web Setup）]を開きます。
ステップ 2 [コンポーネント管理（ComponentManagement）]> [管理サーバとデータサーバ（Administration

& Data Servers）]を選択します。[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [展開（Deployment）]ページで、現在のインスタンスを選択します。

ステップ 4 [管理サーバとデータサーバの追加（Add Administration & Data Servers）]ページで、次のよう
に設定します。

a) [エンタープライズ（Enterprise）]をクリックします。
b) [小規模から中規模の展開サイズ（Small to Medium Deployment Size）]をクリックします。
c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [小規模から中規模の展開でのサーバロール（Server Role in a Small to Medium Deployment）]
ページで、[管理サーバ、リアルタイム/履歴データサーバ、および詳細データサーバ
（AW-HDS-DDS）（Administration Server Real-time and Historical Data Server, and Detail Data Server
(AW-HDS-DDS)）]オプションを選択します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [管理&データサーバの接続（Administration & Data Servers Connectivity）]ページで、次の内容
を実行します。

a) [プライマリ管理&データサーバ（Primary Administration & Data Server）]のオプションボ
タンをクリックします。

b) [*セカンダリ管理 &データサーバ（*Secondary Administration & Data Server）]フィールド
に、そのサーバのホスト名を入力します。

c) [*プライマリ管理 &データサーバ（*Primary Administration & Data Server）]フィールド
に、そのサーバのホスト名を入力します。

Cisco Packaged Contact Center Enterpriseインストレーション/アップグレードガイド、リリース 12.0(1)
107

参照先

外部 HDSの設定



d) [*プライマリ/セカンダリペア（サイト）名（*Primary/Secondary Pair (Site) Name）]フィー
ルドに、CCE-AW-1（1番目の外部HDSの場合）または CCE-AW-2（2番目の外部HDSの
場合）を入力します。

e) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [Database and Options]ページで、次のように設定します。

a) [次のドライブ上でデータベースを作成（Create Database(s) on Drive）]フィールドで、[C]
を選択します。

b) [エージェントのスキル変更（AgentRe-skilling）]ウェブツールをクリックしないでくださ
い。Packaged CCEではこのツールはサポートされていません。スーパバイザは、Unified
CCEAdministrationでエージェントツールを使用してエージェントのスキルを変更します。

c) [Internet Script Editor]をクリックします。
d) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [Central Controller Connectivity]ページで、次のように設定します。

a) ルータサイド Aには、Unified CCE Rogger Aの IPアドレスを入力します。
b) ルータサイド Bには、Unified CCE Rogger Bの IPアドレスを入力します。
c) ロガーサイド Aには、Unified CCE Rogger Aの IPアドレスを入力します。
d) Loggerサイド Bには、Unified CCE Rogger Bの IPアドレスを入力します。
e) [セントラルコントローラドメイン名（Central Controller Domain Name）]を入力します。
f) [中央コントローラのサイド Aを優先（Central Controller Side A Preferred）]または [中央コ
ントローラのサイド Bを優先（Central Controller Side B Preferred）]をクリックします。

g) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [サマリー（Summary）]ページの内容を確認してから、[完了（Finish）]をクリックします。

外部 HDSでの Unified Intelligence Centerの SQLユーザアカウントの設定

手順

ステップ 1 Microsoft SQL Server Management Studioを起動します。

ステップ 2 [セキュリティ（Security）] >[ログイン（Logins）]に移動し、[ログイン（Logins）]を右クリッ
クし、[新しいログイン（New Login）]を選択します。

このログインは、Cisco Unified Intelligence Centerレポーティング用のデータソースを設定する
ときに使用されます。

ステップ 3 [全般（General）]画面で、次を実行します。

a) ログイン名を入力します。
b) [SQL Server認証（SQL Server authentication）]を選択します。
c) パスワードを入力して確認します。
d) [パスワードポリシーを適用する（Enforce password policy）]をオフにします。
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ステップ 4 [ユーザマッピング（User Mapping）]をクリックします。

a) AWdbに関連付けられているデータベースを確認します。
b) 各データベースを選択し、db_datareaderロールと publicロールに関連付けてから、[OK]を
クリックします。

UCCEインスタンスの追加

手順

ステップ 1 インストールまたはアップグレードする VMでウェブセットアップを起動します。

ステップ 2 ローカルの管理者権限を持つドメインユーザとしてサインインします。

ステップ 3 [インスタンス管理（Instance Management）]をクリックして、[追加（Add）]をクリックしま
す。

ステップ 4 [インスタンスの追加（Add Instance）]ダイアログボックスで、お客様のファシリティとイン
スタンスを選択します。

ステップ 5 インスタンス数フィールドに 0と入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ライブデータセカンダリノードの設定

プライマリノードがセカンダリノードのアドレスを提供するには、[ライブデータセットの設
定 (set live)]コマンドを使用します。

手順

ステップ 1 プライマリライブデータノードにログインします。

ステップ 2 次のコマンドを実行してセカンダリノードを設定します：

set live-data secondary name
name

ライブデータセカンダリノードのホスト名または IPアドレスを指定します。

IDSサブスクライバノードの設定
パブリッシャーのノードに、サブスクライバーノードのアドレスを提供する必要があります。

これは、set idサブスクライバーコマンドを使用して行います。
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手順

ステップ 1 パブリッシャー Idノードにログインします。

ステップ 2 次のコマンドを実行してサブスクライバノードを設定します：

set ids subscriber name
name

Idサブスクライバーノードアドレスのホスト名または ipアドレスを指定します。

次のタスク

これらのCisco IdSCLIコマンドは、Idスタンドアロン展開でのみ使用できます。パブリッシャ
ノードでこれらのコマンドを実行します。

必要な最低限の特権レベル:通常

このコマンドを使用して、[サブスクライバーノード (Id)]ノードの情報を表示します。

show ids subscriber

必須のパラメータはありません。

必須最小権限レベル：高度

このコマンドを使用して、[サブスクライバーノード (Id)]ノードの情報を設定解除します。

unset ids subscriber

必須のパラメータはありません。

企業のチャットおよび電子メールのインストール

エンタープライズチャットおよび電子メール（ECE）はオプション機能で、コンタクトセン
ターに電子メールおよびチャット機能を提供します。パッケージ CCE 2000エージェント展開
では、最大400人のエージェント向けにデータサーバをオンボックスで導入することができま
す。最大 1500のエージェントに対して ECE off boxを導入します。また、ECEデータサーバを
別のサーバに配置することもできます。オンボックス設置は、B200M4、C240M4SX、および
C240 M5SXハードウェアでのみサポートされています。

ECEウェブサーバを外部サーバに展開します。その際サーバは、ECEデータサーバと同じ
データセンターでの配置することができます。また、顧客とのチャット処理が必要な場合は、

DMZに配置することも可能です。

オンBOXの ECE用の仮想マシンを作成するには、 OVAファイルを使用します。仮想マシン
の作成についての重要事項については、OVAからの仮想マシンの作成（69ページ）を参照し
ます。
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ECE12.0では、アーカイブデータベースをサポートしていません。Packaged2000エージェント
展開で ECEを 11.6から 12.0にアップグレードする場合、古いアーカイブデータベースを参照
するように選択した場合は、アーカイブデータベースのコピーを Packaged CCEボックスに残
しておきます。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
cisco-enterprise-chat-email/products-installation-guides-list.htmlにある「企業のチャットおよび電子
メール設置ガイド (パッケージ Contact Center Enterprise向け)」の「データベースの SQL 2014
から SQL 2016へのアップグレードの計画」を参照してください。

容量情報については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
packaged-contact-center-enterprise/products-technical-reference-list.htmlで入手可能な「Cisco Packaged
Contact Center Enterpriseソリューション設計ガイド」を参照してください。

Cisco Virtualized Voice Browserのインストール
Cisco Virtualized Voice Browser（Cisco VVB）はオプション機能で、VXMLドキュメントを解釈
するためのプラットフォームを提供します。Cisco VVBは、IOS音声ブラウザー (VVBゲート
ウェイ)の使用に代わるものとして機能します。着信コールがコンタクトセンターに到着する
と、VVBはVoIPエンドポイントを表すVXMLポートを割り当てます。Cisco VVBは、Unified
CVP VXMLサーバにHTTP要求を送信します。Unified CVP VXMLサーバは要求を実行し、動
的に生成された VXMLドキュメントを送り返します。

CiscoVVBは [オフ]ボックスにインストールされています。インストールと設定の手順につい
ては、『https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/virtualized-voice-browser/
products-installation-guides-list.html』の「Ciscoの仮想化されたボイスブラウザのインストール
とアップグレードガイド」で説明されています。

言語パックのインストール

カスタマーがデフォルト（英語）以外の言語を必要とする場合は、[Unified Contact Centerソフ
トウェアダウンロード（Unified Contact Center Download Software）]ページから Packaged CCE
言語パックの実行可能ファイルをダウンロードします。

言語パックのインストール

AWマシンと外部 HDSサーバのアップグレード後に、言語パックをこれらのサーバにインス
トールします。

言語パックをインストールすると、[Unified CCE管理サインイン（Unified CCE Administration
Sign-In）]ページに、すべての使用可能な言語をリストする言語ドロップダウンメニューが表
示されます。ある言語でユーザインターフェイスとオンラインヘルプを表示するには、その

言語を選択します。

言語パックのアンインストール

Windowsの [コントロールパネル（Control Panel）] > [プログラムと機能（Programs and
Features）] > [プログラムのアンインストールまたは変更（Uninstall or change a program）]か
ら言語パックをアンインストールできます。
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ソフトウェアアップグレードの共通手順

VMware vSphere ESXiのアップグレード
VMware vCenter Serverを導入で使用する場合は、VMware vCenter Serverをアップグレードして
から、VMware vSphere ESXiをアップグレードします。

サイド Aとサイド Bのサーバで、このリリースの Packaged CCEでサポートされる最新バー
ジョンに、VMWare vSphere ESXiをアップグレードします。Packaged CCEでは、VMwareのマ
ニュアル（https://www.vmware.com/support/pubs/）に記載されている標準的なアップグレード手
順を使用します。

Windowsサーバのアップグレード
Microsoftは、オペレーティングシステムおよび SQLのインプレースアップグレードをサポー
トしています。ここでは、MicrosoftWindowsServerへのアップグレード方法については説明し
ません。この詳細については、該当するMicrosoftのマニュアルを参照してください。ここで
は、オペレーティングシステムのアップグレード前とアップグレード後に実行するアクション

だけを説明します。

サポートされているエディション、については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/products-device-support-tables-list.htmlの
Unified CCE Solution互換性マトリクスを参照してください。

始める前に

• Unified CCE Service Controlを使用して、アップグレードしている Unified CCEサーバ上の
すべてのUnified CCEサービスを停止し、スタートアップの種類を [手動 (Manual)]に設定
します。

Loggerをアップグレードする場合は、次の手順を実行して、設定の変更が無効になってい
ることを確認します。

1. アップグレードしているシステムの CallRouterの Aサイドで、
HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Cisco Systems,
Inc.\ICM\<instance_name>\RouterA\Router\CurrentVersion\Configuration\Global\DBMaintenance
キーを 1に設定します。

2. アップグレードしているシステムの CallRouterの Bサイドで、
HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Cisco Systems,
Inc.\ICM\<instance_name>\RouterB\Router\CurrentVersion\Configuration\Global\DBMaintenance
キーを 1に設定します。

3. 設定の変更が禁止されていることを確認します。設定変更を保存しようとすると、次
のメッセージが表示されます。「CallRouter への排他アクセスは拒否されました。

構成変更が現在ルータレジストリで無効になっています。（Exclusive access to
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the CallRouter denied because configuration changes are currently

disabled in the router registry.）」

• VSphereクライアントで、VMハードウェアバージョンをバージョン 11にアップグレード
していることを確認します。

•ゲストオペレーティングシステムをMicrosoft Windows Server 2016 (64ビット)に変更し
ます。これには、仮想マシンを右クリックし、[設定の編集（Edit Settings）] > [Options] >
[GeneralOptions]を選択し、ゲストオペレーティングシステムとして [MicrosoftWindows
Server 2016 (64ビット)]を選択し、この手順の間 VMがオフになっていることを確認しま
す。

•アップグレード前に、仮想マシンに十分なスペースがあることを確認します。Windows
Server2016へのオペレーティングシステムのアップグレードでは、プライマリハードディ
スクに 32GB以上のディスク領域が必要です。仮想マシンがLogger/Distributorマシンの場
合、SQL Server 2017 Standardまたは Enterpriseエディションへのアップグレードにはさら
に 6 GBが必要です。

•システムをMicrosoft Windows Server 2016にアップグレードする場合、NISサーバツール
はサポートされません。したがって、システムをアップグレードする前に、サーバマネー

ジャーから NISツール機能のサーバを削除する必要があります。

次のタスク

Windowsサーバをアップグレードした後、次の操作を実行します。

•以前の windowsインストールを削除します。以前のWindowsインストールの削除（113
ページ）を参照します。

•多言語言語パックがアンインストールされます。言語パックを手動でインストールしま
す。言語パックのインストールの詳細については、Microsoftの資料
（https://devicepartner.microsoft.com/en-IN/#fbid=bSYXlh5sO3X）を参照してください。

•（プライベートインターフェイスとパブリックインターフェイスの）固定の静的ルート
と静的ネットワーク設定を確認します。ネットワーク設定が失われた場合は、手動で際設

定します。

以前のWindowsインストールの削除

始める前に

サーバマネージャーからのユーザインターフェイスとインフラストラクチャにある、デスク

トップエクスペリエンス機能を有効にします。この手順は、ディスクのクリーンアッププロセ

スに必要です。
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手順

ステップ 1 [スタート]をクリックし、[ディスククリーンアップ (ディスククリーンアップ)]を検索して、
ディスククリーンアップをクリックします。

ステップ 2 [ディスククリーンアップのオプション ]ダイアログボックスで、[このコンピュータのすべて
のユーザのファイル (all Files)]をクリックします。

ステップ 3 [ユーザアカウント制御 ( User Account Control) ]ダイアログボックスで、[続行 (Continue)]を
クリックします。

ステップ 4 [以前のWindowsのインストール (Windows)]チェックボックスをオンにし、[OK]をクリック
します。

SQL Serverのアップグレード
Microsoftでは、オペレーティングシステムおよび SQL Serverのインプレースアップグレード
がサポートされています。オペレーティングシステムをアップグレードした後で、SQLServer
をアップグレードします。

サポートされているエディションについては、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/products-device-support-tables-list.htmlの
Contact Center Enterprise互換性マトリクスを参照してください。

（注）

始める前に

• SQL Serverにアップグレードするには、6 GB以上のディスク領域が必要です。アップグ
レードを開始する前に、仮想マシンに必要な領域があることを確認します。

•仮想マシンに SQL Server Enterpriseがインストールされている場合は、Enterpriseバージョ
ンだけにアップグレードします。ただし、仮想マシンにSQLStandardEditionがインストー
ルされている場合は、これを SQL Server Standardまたは Enterprise Editionにアップグレー
ドできます。

手順

ステップ 1 SQL Serverインストーラーを実行します。必要に応じて、Microsoftの資料を参照してくださ
い。

ステップ 2 ウィザードの手順に従います。必要に応じて、デフォルトを受け入れるか、または導入に対し
て適切なインスタンスを選択します。[フルテキスト検索アップグレードオプション（Full-Text
Search Upgrade Options）]ページで [再構築（Rebuild）]を選択します。
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• Microsoft SQLServer 2017には、デフォルトのツールキットに SQLServerManagement Studio
が含まれていません。SQL Serverセットアップを再実行して、Management Studioをイン
ストールしてください。コンピュータがインターネットに接続していない場合は、更新を

取得するために SQL server 2017 Management Studioを手動でダウンロードしてインストー
ルします。

•以前のバージョンからの SQLサーバクライアントツールは、SQL Server 2017の同ツール
と共に、サーバに残ります。このツールには、SQL Server Management Studio、SQL Server
Profiler、データベースエンジンチューニングアドバイザー、sqlcmd、および osqlが含ま
れています。

（注）

EDMT

始める前に

• EDMTはMicrosoft® ODBCドライバ 11を SQL Server®向けに、Visual C++ Redistributable
を Visual Studio 2015向けに必要とします。これらのパッケージの最新バージョンは、
Microsoftのウェブサイトからダウンロードできます。ただし、同じファイルのコピーは、
EDMTの [必須コンポーネント (前提条件)]フォルダーにも用意されています。

•仮想アカウント（NT SERVICE）またはネットワークサービスアカウント（NT
AUTHORITY\NETWORK SERVICE）として実行するように SQLサービスを設定している
場合は、管理者として EDMTを実行する必要があります。

•インストーラーは、EDMTではなく、管理 &データサーバの AWデータベースをアップ
グレードします。

手順

ステップ 1 EDMT.exeを起動します。

ステップ 2 [CISCO統合 ICM/連絡先センター企業向け拡張データベース移行ツール]が表示されるので、
[次へ (Next)]をクリックします。

ステップ 3 [移行の種類]で、[共通グランド]ラジオボタンをクリックして、[次へ (Next)]をクリックしま
す。

ステップ 4 表示される警告ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。

ステップ 5 [認証 (Authentication)]ドロップダウンリストから、 [Windows認証 (authentication)]または
[SQL server認証 (authentication)]を選択します。

ステップ 6 [データベースリストの更新 (Refresh database list)]をクリックして、リストから移行するデー
タベースを選択します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 8 [移行を開始（Start Migration）]をクリックします。

EDMTは、移行プロセス中の警告およびエラーを含むステータスメッセージを表示し
ます。警告は、通知目的でのみ表示され、移行を停止するものではありません。エ

ラーが発生すると、移行プロセスを停止し、データベースが破損した状態のままにな

ります。エラーが発生した場合は、バックアップからデータベースを復元し、エラー

を修正してから再度ツールを実行します。

（注）

データの移行が完了したら、[終了 (Exit)]をクリックします。

Unified CVPレポートサーバのアップグレード

始める前に

IBM Informixデータベースサーバ 12.10 FC3は、Unified CVP Reporting Serverの一部としてイ
ンストールされます。

• CVPレポートサーバをインストールできるのは、このシステムの実際のローカル管理者の
みです (実際の名前を変更するべきではありません)。

• Unified CVP Reporting Serverがドメインに含まれず、ワークグループに含まれていること
を確認します。

手順

ステップ 1 Unified CVPの ISOイメージをマウントして、setup.exeを実行します。

ステップ 2 使用許諾契約を確認し、同意して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [Authentication]ウィンドウで、ユーザ名とパスワードを入力し、[OK]をクリックします。

ステップ 4 [アップグレード（Upgrade）]をクリックします。

ステップ 5 アップグレード直後にコンピュータを再起動するか、または後で再起動するかを選択して、[完
了（Finish）]をクリックします。

CVPサーバを再イメージ

手順

ステップ 1 c:\cisco\cvp\confから confフォルダーのバックアップを取得します。

ステップ 2 CVPコールサーバ、cvp VXMLサーバ、cvp WebServiceManagerなどのすべてのサービスを停
止します。
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ステップ 3 C:/Cisco/CVP/bin/TACから、 run reimage.batをreimage.bat 2>Error.txtとして実行します。

すべての log4jエラーを無視します。

ステップ 4 CVP Serverマシンを再インストールします。

CVPレポートサーバを再イメージ

手順

ステップ 1 c:\cisco\cvp\confから confフォルダーのバックアップを取得します。

ステップ 2 CVPコールサーバや CVP WebServiceManagerなど、すべてのサービスを停止します。

ステップ 3 C:/Cisco/CVP/bin/TACから、 run reimage.batをreimage.bat 2>Error.txtとして実行します。

すべての log4jエラーを無視します。

ステップ 4 CVP Serverマシンを再インストールします。

Cisco音声ゲートウェイの IOSバージョンのアップグレード
この手順は、アップグレードする側の各ゲートウェイに対して実行します。

Cisco音声ゲートウェイの IOSバージョンを、このリリースで必要な最小バージョンにアップ
グレードします。IOSのサポートについては、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/products-device-support-tables-list.htmlの
（Contact Center Enterprise互換性マトリクス）を参照してください。

手順

ステップ 1 リモート TFTPサーバからフラッシュメモリに新しいイメージをコピーして、独自の TFTP
サーバの IPアドレスと Cisco IOSファイル名が確実に指定されるようにします。

ステップ 2 新しいイメージがダウンロードされたことを確認します。

ステップ 3 新しいイメージを使用して起動します。新しいバージョンを使用して起動するように、ゲート
ウェイ設定を更新します。

ステップ 4 新しいイメージを使用するように、ゲートウェイを再ロードします。
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/as5300-series-universal-gateways/
tsd-products-support-series-home.htmlにある（『Cisco AS5350XM and Cisco AS5400XM Universal
Gateways Software Configuration Guide』）の「Hardware and Architecture and Cisco IOS Software」
の章を参照してください。
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Cisco JTAPIクライアントの Unified Communications Managerの PGへの
インストール

Cisco Unified Communications Manager（CUCM） PGをセットアップした後、Cisco JTAPIクラ
イアントをインストールする必要があります。PGは、Cisco JTAPIを使用して CUCMと通信
します。CUCM管理から Cisco JTAPIクライアントをインストールします。

リリース 12.5以前の JTAPIクライアントをインストールしている場合は、このセクションに
記載されている手順を続行します。

CUCM、リリース 12.5の JTAPIクライアントをインストールするには、Cisco JTAPIクライア
ントのUnified CommunicationsManagerの PGへのインストール（118ページ）で説明されてい
る手順を使用します。

（注）

始める前に

JTAPIクライアントをインストールする前に、以前のバージョンがアンインストールされてい
ることを確認してください。

手順

ステップ 1 PGマシン上でブラウザウィンドウを開きます。

ステップ 2 UnifiedCommunicationsManagerAdministrationアプリケーションを起動するには、各コールサー
バのウェブブラウザに以下のURLを入力します。http://<Unified Communications Managerマシ
ン名>/ccmadmin

ステップ 3 UnifiedCommunicationsManagerのインストールおよび設定時に作成したユーザ名とパスワード
を入力します。

ステップ 4 アプリケーション >プラグインを選択します。[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 5 Cisco JTAPI（Windows）のダウンロードのよこにあるリンクをクリックします。. 32ビット
版のみをダウンロードします。

JTAPIプラグインファイルをダウンロードします。

ステップ 6 保存を選択して、プラグインファイルを任意の場所に保存します。

ステップ 7 インストーラーを開きます。

ステップ 8 [セキュリティ上の警告]ボックスが表示されたら、はいをクリックしてインストールします。

ステップ 9 [次へ（Next）]または続行するを選択して、セットアップを続行します。デフォルトのイン
ストールパスを受け入れます。

ステップ 10 TFTPサーバの IPアドレスの入力を求めるメッセージが表示されたら、CUCM IPアドレスを
入力します。

ステップ 11 [完了（Finish）]をクリックします。
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ステップ 12 マシンをリブートします。

Unified Communications Manager、リリース 12.5への Cisco JTAPIクライアントのインス
トール

以下の手順を実行できるのは、Cisco Unified Communications Managerリリース 12.5に接続する
ために JTAPIクライアントをインストールする場合のみです。

始める前に

JTAPIクライアントをインストールする前に、以前のバージョンがアンインストールされてい
ることを確認してください。

手順

ステップ 1 PGマシン上でブラウザウィンドウを開きます。

ステップ 2 UnifiedCommunicationsManagerAdministrationアプリケーションを起動するには、各コールサー
バのウェブブラウザに以下のURLを入力します。http://<Unified Communications Managerマシ
ン名>/ccmadmin

ステップ 3 UnifiedCommunicationsManagerのインストールおよび設定時に作成したユーザ名とパスワード
を入力します。

ステップ 4 アプリケーション >プラグインを選択します。[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 5 Cisco JTAPI（Windows）のダウンロードのよこにあるリンクをクリックします。. 32ビット
版のみをダウンロードします。

JTAPIプラグインファイルをダウンロードします。

ステップ 6 保存を選択して、プラグインファイルを任意の場所に保存します。

ステップ 7 Unzip the JTAPI plugin zip file to the default location or a location of your choice.

解凍されたフォルダには、CiscoJTAPIx32とCiscoJTAPIx64の 2つのフォルダが作成され
ます。

ステップ 8 CiscoJTAPIx32フォルダで install32ファイルを実行します。

インストーラーが JTAPIクライアントをインストールするデフォルトの場所を控えておきま
す。

ステップ 9 デフォルトのインストールパスをそのまま使用する場合は、Enterをクリックして続行します。

指示に従って操作します。手順に従って、必要に応じて入力をクリックします。

プロンプトが表示されたら、TFTPサーバの IPアドレスを指定します。4000および 12000展開
の場合、IPアドレスは、CUCM PIMで提供されている CUCM IPアドレスと同じでなければな
りません。
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JTAPIクライアントのインストールは、デフォルトの場所で完了します。次のメッセージが表
示されます。

�������������

ステップ 10 マシンをリブートします。

次のタスク

JTAPIクライアントがインストールされているデフォルトの場所には、uninstall32ファイ
ルも含まれています。このファイルは、必要に応じて、このバージョンのクライアントをアン

インストールするために使用します。

（注）

CiscoJTAPIクライアントのUnifiedCommunicationsManagerPGでのアッ
プグレード

連絡先センターのユニファイド コミュニケーション マネージャー (Unified CM)をアップグ
レードする場合は、Unified CM PGに存在する JTAPIクライアントもアップグレードします。
JTAPIクライアントをアップグレードするには、古いバージョンのクライアントをアンインス
トールし、サーバを再起動して、新しいバージョンを再インストールします。JTAPIクライア
ントはユニファイドコミュニケーションマネージャ管理アプリケーションを使用してインス

トールします。

アップグレードした統一UnifiedCMリリースの JTAPIクライアントをインストールするには、
Cisco JTAPIクライアントのUnified CommunicationsManagerの PGへのインストール（118ペー
ジ）参照してください。

始める前に

この手順を実行する前に、次の操作を行う必要があります。

• JTAPIクライアントの Unified Communications Manager PGからアンインストール

• PGサーバを再起動します。

簡易ネットワーク管理プロトコル
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）を使用すると、ネットワークデバイス間での管理
情報を簡単に交換できるため、管理者はネットワークパフォーマンスを管理し、ネットワーク

の問題を解決できます。SNMPコミュニティストリング、ユーザ、およびネットワーク宛先
は、Cisco Unified Serviceabilityで設定されます。
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Unified Serviceabilityは、Cisco Unified Communicationsソリューションツール内の [ナビゲー
ション（Navigation）]ドロップダウンから開くツールの1つです。また、http://x.x.x.x/ccmservice/
と入力して Unified Serviceabilityにアクセスすることもできます（x.x.x.xはパブリッシャの IP
アドレスです）。

Unified CCEの SNMPの設定については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/
products-installation-and-configuration-guides-list.htmlのCisco Unified ICM/Contact Center Enterprise
サービスアビリティベストプラクティスガイドを参照してください。

コミュニティストリング

SNMPエージェントは、セキュリティの提供にコミュニティストリングを使用します。管理情
報ベース（MIB）にアクセスするには、コミュニティストリングを設定する必要があります。
Cisco Serviceability管理インターフェイスに新しいコミュニティストリングを追加します。

コミュニティストリングは、次を使用して設定します。

•サーバ 1台

•最大 32文字の名前

•任意のホストまたは指定したホストからの SNMPパケットを受け入れる設定

•アクセス権限（readonly、readwrite、readwritenotify、notifyonly、readnotifyonly、および
none）

•クラスタ内のすべてのノードにコミュニティストリングを適用する設定

通知宛先

イベント発生時のSNMP通知イベントの配信のための通知宛先を追加します。CiscoServiceability
管理インターフェイスで通知宛先を追加およびメンテナンスします。

通知宛先は、次を使用して設定します。

•サーバ 1台

•トラップ宛先のホスト IPアドレス

•ポート番号

• SNMPバージョン（V1または V2c）

•ホストが生成する通知メッセージで使用するコミュニティストリング名

•通知の種類

•クラスタ内のすべてのノードに通知宛先設定を適用する設定
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アップグレードマッピング
次の表に、編集可能なパラメータと対応するプロパティファイル名を示します。[場所
(C:\Cisco\CVP\conf)]に、プロパティファイルが表示されます。

ファイル名とプロパティUnified CCE ADMINOAMP設定の種類

%CVP_home%\location.propertiesコール設定 >ルー
ト設定 >場所

[システム
（System）] > [ロ
ケーション

（Location）]

[所在地
（Location）]

Location.1nameLocation NameLocation Name

Location.1.siteidロケーションコー

ド

[Location ID]

Location.1.ipゲートウェイゲートウェイの関

連付け

Location.1.SiteIdInsertionPointPropertiesサイト IDの入力
（Insert Site
Identifier）

sip.propertiesコール設定 >ルー
ティング設定 >
SIPサーバグルー
プ > General

システム > SIP
サーバグループ

SIPサーバグルー
プ

ホスト名ドメイン名の
FQDN

SRVドメイン名
FQDN

%CVP_home%\srv.xml発信の設定 >ルー
ティング設定 >
SIPサーバグルー
プ >メンバー

システム > SIP
サーバグループ

宛先Hostname/IPIPアドレス/ホス
ト名

ポートポートポート

セキュアポートセキュアポートセキュアポート

プライオリティプライオリティプライオリティ

重量重量ウェイト
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ファイル名とプロパティUnified CCE ADMINOAMP設定の種類

%CVP_home%\sip.propertiesコール設定 >ルー
ティング設定 >
SIPサーバグルー
プ >プロパティ

システム > SIP
サーバグループ >
ハートビートプロ

パティ

SIP-PSTN.ServerGroupHeartbeats[エンドポイント
へのハートビート

の使用（Use
Heartbeats to
Endpoints）]

[エンドポイント
へのハートビート

の使用（Use
Heartbeats to
Endpoints）]

SIP-PSTN.ServerGroupHBNumTries到達不能ステータ

スのために失敗し

たハートビート数

到達不能ステータ

スのために失敗し

たハートビート数

SIP-PSTN.ServerGroupHBTimeoutハートビートタイ

ムアウト

ハートビートタイ

ムアウト

SIP-PSTN.ServerGroupUpIntervalエンドポイント

ハートビート間隔

の増加

エンドポイント

ハートビート間隔

の増加

SIP-PSTN.ServerGroupDownIntervalエンドポイント

ハートビート間隔

の減少

エンドポイント

ハートビート間隔

の減少

SIP-PSTN.ServerGroupHBLocalListenPort[ハートビート
ローカルリッスン

ポート（Heartbeat
Local Listen Port）]

[ハートビート
ローカルリッスン

ポート（Heartbeat
Local Listen Port）]

SIP-PSTN.ServerGroupHBMethod[ハートビートSIP
メソッド

（Heartbeat SIP
Method）]

[ハートビートSIP
メソッド

（Heartbeat SIP
Method）]

SIP-PSTN.ServerGroupHBTransportType[ハートビート転
送タイプ

（Heartbeat
Transport Type）]

[ハートビート転
送タイプ

（Heartbeat
Transport Type）]

SIP-PSTN.ServerGroupOverloadedResponseCodes[オーバーロード
応答コード

（Overloaded
Response Codes）]

[オーバーロード
応答コード

（Overloaded
Response Codes）]
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ファイル名とプロパティUnified CCE ADMINOAMP設定の種類

SIP-PSTN.OptionsOverrideHost[オプションオー
バーライドホスト

（Options Override
Host）]

[オプションオー
バーライドホスト

（Options Override
Host）]

%CVP_home%\sip.properties発信の設定 >ルー
ト設定

システム >ダイヤ
ル番号パターン >
一般設定

Dialed Number

SIP.System.Proxy.Routeルートパターン着信番号パターン

--ダイヤル番号パ

ターン >ローカル
スタティックルー

トを有効にする

SIP.System.Proxy.Routeルーティングパ

ターン >通知先
デバイスへのルー

ト

SIP.System.Proxy.Routeルーティングパ

ターン >通知先
SIPサーバグルー
プへのルート

SIP.System.Proxy.Routeルーティングパ

ターン >通知先
IPアドレス/ホス
ト名/サーバグ
ループ名（IP
Address/Hostname/Server
Group Name）

--ダイヤル番号パ

ターンタイプ >発
信コールの RNA
タイムアウトを有

効にする

SIP.System.SendToOriginルーティングパ

ターン > RNAタ
イムアウト

タイムアウト

--ダイヤル番号パ

ターンタイプ >カ
スタム着信音を有

効にする
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ファイル名とプロパティUnified CCE ADMINOAMP設定の種類

RingtonePatternsダイヤル番号 >着
信音メディアファ

イル

呼出音のメディア

ファイル名

（Ringtone media
file name）

SIP.System.PostCallSurvey.DNダイヤルされた番

号 >ルーティング
タイプ

着信コールのポス

トコール調査を有

効にする（Enable
Post Call Survey for
Incoming Calls）

SIP.System.PostCallSurvey.DNダイヤル電話番号

> PCS対応ダイヤ
ル番号パターン

着信番号パターン

調査

%CVP_home%\icm.propertiesデバイス設定 >
CVPサーバ

[デバイス管理
（Device
Management）] >
[Unified CVPコー
ルサーバ

（Unified CVP
Call Server）]

Cisco Unified CVP
サーバ

%CVP_home%\icm.propertiesICMicmICM >一般設定

ICMが接続ポートを ICMVRU接続ポート
（VRUConnection
Port）

VRU接続ポート
（VRUConnection
Port）

ICM maxLengthDNISDNISの最大長
（MaximumLength
of DNIS）

DNISの最大長
（MaximumLength
of DNIS）

%CVP_home%\icm.properties-ICM >詳細設定

ICM enableTrunkUtilizationゲートウェイトラ

ンクレポートの有

効化（Enable
Gateway Trunk
Reporting）

ゲートウェイトラ

ンクレポートの有

効化（Enable
Gateway Trunk
Reporting）

ICM (maxGatewayPorts)最大ゲートウェイ

ポート数

（Maximum
Gateway Ports）

最大ゲートウェイ

ポート数

（Maximum
Gateway Ports）
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ファイル名とプロパティUnified CCE ADMINOAMP設定の種類

ICM.Gateway.1.ipAddress

ICM.Gateway.1.trunkGroupID
監視対象のゲート

ウェイ

ゲートウェイの関

連付け

%CVP_home%\sip.propertiesSIPSIP >設定

SIP-PSTN.UseOutboundProxy発信プロキシの有

効化（Enable
Outbound Proxy）

発信プロキシの有

効化

SIP.UseSRVDNSSRVタイプの
クエリを有効にす

る

DNS SRVタイプ
クエリの使用

（Use DNS SRV
type query）

SIP.UseLocalSRVDNSSRVをローカ
ルで解決する

SRVレコードを
ローカルに解決

（Resolve SRV
records locally）

SIP.Proxy.Host発信プロキシホス

ト（Outbound
Proxy Host）

発信プロキシホス

ト（Outbound
proxy Host）

SIP.Proxy.Portアウトバウンドプ

ロキシポート

（Outbound Proxy
Port）

発信 SRVドメイ
ン名/サーバグ
ループ名

（FQDN）
（Outbound SRV
domain name/Server
group name
(FQDN)）

%CVP_home%\sip.properties-SIP >詳細設定 >
一般

SIP.Outgoing.Transport発信転送タイプ

（Outgoing
transport type）

発信転送タイプ

（Outgoing
transport type）

SIP.Incoming.Port着信 SIP要求用の
ポート番号

着信 SIP要求用の
ポート番号

SIP-PSTN.トーン。期間SIP情報トーンの
長さ

SIP情報トーンの
長さ（SIP info tone
duration）
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ファイル名とプロパティUnified CCE ADMINOAMP設定の種類

SIP.Comma.DurationSIP情報カンマの
長さ

SIP情報カンマの
長さ（SIP info
comma duration）

SIP.SigDigits数字を先頭に追加

する（Prepend
digits）

数字を先頭に追加

する（Prepend
digits）

SIP.UseErrorReferエラー参照の使用

（Use Error
Refer）

エラー参照の使用

（Use Error
Refer）

%CVP_home%\sip.properties-SIP >詳細設定 >
セキュリティプロ

パティ

SIP.Incoming.Secure.Port着信セキュアポー

ト

着信セキュアポー

ト

SIP.Secure.Tlsv1Enabled,
SIP.Secure.Tlsv1dot1Enabled,
SIP.Secure.Tlsv1dot2Enabled

サポートされる

TLSバージョン
TLSv1 TLSv 1.1
TLSv 1.2

サポートされる

TLSバージョン

SIP.Secure.Ciphersサポート対象の暗

号方式

サポート対象の暗

号方式

SIP.HeaderValueSIPヘッダの受け
渡し（ICM）

SIPヘッダーの受
け渡し（ICM）

%CVP_home%\sip.propertiesIVRivrIVR > IOS音声ブ
ラウザの設定

IVR.UseBackupMediaServersバックアップメ

ディアあるいは

VXMLサーバの使
用

バックアップメ

ディアあるいは

VXMLサーバの使
用

IVR.UseMediaServerHostNamesデフォルトメディ

アあるいは

VXMLサーバのホ
スト名の使用

デフォルトメディ

ア/VXMLサーバ
のホスト名の使用

（Use hostnames
for default
Media/VXML
servers）
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ファイル名とプロパティUnified CCE ADMINOAMP設定の種類

IVR.GenerateHttpsURLメディアのフェッ

チでのセキュリ

ティの使用

メディアのフェッ

チにセキュリティ

を使用（Use
Security For Media
Fetches）

--IVR >詳細設定

IVR.VBCallTimeoutコールタイムアウ

ト

コールタイムアウ

ト（Call timeout）

-インフラストラク

チャ

IVR >インフラス
トラクチャ

%CVP_home%\system.propertiesログファイルプ

ロパティ

ログファイルプ

ロパティ

MaxLogFileSizeMBログファイルの最

大サイズ（Max
Log File Size）

ログファイルの最

大サイズ（Max
Log File Size）

MaxLogDirSizeMB最大ログディレク

トリサイズ（Max
Log Directory
Size）

最大ログディレク

トリサイズ（Max
Log Directory
Size）

%CVP_home%\system.properties設定：プライマリ

Syslog設定
設定：プライマリ

Syslog設定

Syslog.ServerプライマリSyslog
サーバ

プライマリSyslog
サーバ

Syslog.ServerPortプライマリ Syslog
サーバポート番号

（Primary Syslog
Server Port
Number）

プライマリ Syslog
サーバポート番号

（Primary Syslog
Server Port
Number）

Syslog.BackupServerプライマリバック

アップSyslogサー
バ（Primary
Backup Syslog
Server）

プライマリバック

アップSyslogサー
バ（Primary
Backup Syslog
Server）
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ファイル名とプロパティUnified CCE ADMINOAMP設定の種類

Syslog.BackupServerPortプライマリバック

アップSyslogサー
バポート番号

（Primary Backup
Syslog Server Port
Number）

プライマリバック

アップSyslogサー
バポート番号

（Primary Backup
Syslog Server Port
Number）

%CVP_home%\system.properties設定：セカンダリ

Syslog設定
設定：セカンダリ

Syslog設定

Syslog.SecondaryServerセカンダリ Syslog
サーバ

セカンダリ Syslog
サーバ

Syslog.SecondaryServerPortセカンダリ Syslog
サーバポート番号

（Secondary Syslog
Server Port
Number）

セカンダリ Syslog
サーバポート番号

（Secondary Syslog
Server Port
Number）

Syslog.SecondaryBackupserverセカンダリバック

アップSyslogサー
バ（Secondary
Backup Syslog
Server）

セカンダリバック

アップSyslogサー
バ（Secondary
Backup Syslog
Server）

Syslog.SecondaryBackupServerPortセカンダリバック

アップSyslogサー
バポート番号

（Secondary
Backup Syslog
Server Port
Number）

セカンダリバック

アップSyslogサー
バポート番号

（Secondary
Backup Syslog
Server Port
Number）

%CVP_home%\vxml.propertiesデバイス設定 >
CVPサーバ >
VXMLサーバ

デバイス管理 >
Unified CVP
VXMLサーバ

Unified CVP
VXML Server

VXML.ReportingOnこの Unified CVP
VXMLServerのレ
ポートを有効にす

る（Enable
Reporting for this
Unified CVP
VXML Server）

このUnified CVP
VXMLサーバのレ
ポートを有効にす

る
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ファイル名とプロパティUnified CCE ADMINOAMP設定の種類

VXML.ReportingDetailVXMLアプリケー
ション詳細のレ

ポートを有効にす

る（Enable
Reporting for
VXML Application
Details）

VXMLアプリケー
ションの詳細のレ

ポートを有効にす

る

%CVP_home%\vxml.propertiesVXMLアプリケー
ション詳細：フィ

ルタ

VXMLアプリケー
ション詳細：フィ

ルタ

VXML.ElementFilterInclude包含フィルタ

（Inclusive
Filters）

包含フィルタ

（Inclusive
Filters）

VXMLです。ElementFilterExclude除外フィルタ

（Exclusive
Filters）

除外フィルタ

（Exclusive
Filters）

%CVP_home%\reporting.propertiesデバイス設定 >
CVPレポート
サーバ

[デバイス管理
（Device
Management）] >
[Unified CVPコー
ルサーバ]

Unified CVP
Reporting Server

-Propertiesレポートプロパ

ティ

RPT.ReportingOnレポートの有効化

の変更

レポートの有効化

（Enable
Reporting）

RPT.MaxFileSizeファイルの最大サ

イズ（MB）
（Maximum File
Size (MB)）

最大ファイルサイ

ズ（MB）

-データベースの設

定

データベースの管

理 >データの削除

-日毎バックアップ

のスケジュール設

定

日毎バックアップ

のスケジュール設

定

Cisco Packaged Contact Center Enterpriseインストレーション/アップグレードガイド、リリース 12.0(1)
130

参照先

参照先



ファイル名とプロパティUnified CCE ADMINOAMP設定の種類

RPT.DBAdminPasswordDB管理者パス
ワード

データベース管理

者パスワード

RPT.CallRetentionPeriodコールコール

RPT.CallEventRetentionPeriodコールイベントコールイベント

RPT.VXMLSessionRetentionPeriodVoiceXMLセッ
ション

VXMLセッション
（VXMLSession）

RPT.VXMLElementRetentionPeriodVoiceXML要素VXML要素
（VXML
Element）

RPT.VXMLECCVariablesRetentionPeriodVoiceXML ECC変
数

VXML ECC変数
（VXML ECC
Variable）

RPT.VXMLVoiceInteractDetailRetentionPeriodVXML音声インタ
ラクティブ詳細

VXML音声インタ
ラクティブ詳細

（VXML Voice
Interact Detail）

RPT.VXMLSessionVariablesRetentionPeriodVoiceXMLセッ
ション変数

VXMLセッション
変数（VXML
Session Variable）

RPT.VXMLElementDetailRetentionPeriodVoiceXML要素の
詳細

VXML要素の詳細
（VXML Element
Detail）

RPT.CallbackRetentionPeriodコールバックコールバック

RPT.TrunkUtilizationRetentionPeriodトランク使用率の

使用（Trunk
Utilization Usage）

トランク使用率の

使用（Trunk
Utilization Usage）

%CVP_home%\system.propertiesインフラストラク

チャ

インフラストラク

チャ

-設定：スレッド管

理

設定：スレッド管

理

ThreadManager. totalThreadsMaximum ThreadsMaximum Threads

-Advanced作成するAdvanced
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ファイル名とプロパティUnified CCE ADMINOAMP設定の種類

Stats.Aggregation.Interval統計集約間隔

（Statistics
Aggregation
Interval）

統計集約間隔

（Statistics
Aggregation
Interval）

-ログファイルプ

ロパティ

ログファイルプ

ロパティ

MaxLogFileSizeMBMaximum Log File
Size

ログファイルの最

大サイズ（Max
Log File Size）

MaxLogDirSizeMB最大ログディレク

トリサイズ

最大ログディレク

トリサイズ（Max
Log Directory
Size）

-設定：プライマリ

Syslogサーバ設定
設定：プライマリ

Syslog設定

Syslog.ServerプライマリSyslog
サーバ

プライマリSyslog
サーバ

Syslog.ServerPortプライマリ Syslog
サーバポート番号

（Primary Syslog
Server Port
Number）

プライマリ Syslog
サーバポート番号

（Primary Syslog
Server Port
Number）

Syslog.BackupServerプライマリバック

アップSyslogサー
バ（Primary
Backup Syslog
Server）

プライマリバック

アップSyslogサー
バ（Primary
Backup Syslog
Server）

Syslog.BackupServerPortプライマリバック

アップSyslogサー
バポート番号

（Primary Backup
Syslog Server Port
Number）

プライマリバック

アップSyslogサー
バポート番号

（Primary Backup
Syslog Server Port
Number）

-設定：セカンダリ

Syslogサーバ設定
設定：セカンダリ

Syslog設定

Syslog.SecondaryServerセカンダリ Syslog
サーバ

セカンダリ Syslog
サーバ
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ファイル名とプロパティUnified CCE ADMINOAMP設定の種類

Syslog.SecondaryServerPortセカンダリ Syslog
サーバポート番号

（Secondary Syslog
Server Port
Number）

セカンダリ Syslog
サーバポート番号

（Secondary Syslog
Server Port
Number）

Syslog.SecondaryBackupserverセカンダリバック

アップSyslogサー
バ（Secondary
Backup Syslog
Server）

セカンダリバック

アップSyslogサー
バ（Secondary
Backup Syslog
Server）

Syslog.SecondaryBackupServerPortセカンダリバック

アップSyslogサー
バポート番号

（Secondary
Backup Syslog
Server Port
Number）

セカンダリバック

アップSyslogサー
バポート番号

（Secondary
Backup Syslog
Server Port
Number）

-機能 >サービス
コールバック

システム >サービ
スコールバック

Courtesy Callback

RPT.CCB_ALLOW_UNMATCHED_DN_PATTERN一致しないダイヤ

ル番号の許可

不一致ダイヤル番

号の許可（Allow
Unmatched Dialed
Numbers）

RPT.CCB_DN_PATTERN許可されたダイヤ

ル番号パターン

許可済みダイヤル

番号（Allowed
Dialed Numbers）

RPT.CCB_DN_PATTERN拒否ダイヤル番号

パターン

拒否済みダイヤル

番号（Denied
Dialed Numbers）

RPT.CCB_MAXIMUM_CALLS_PER_ANIダイヤルされた番

号毎の最大コール

バック数

コール番号あたり

の最大コールバッ

ク数
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表に記載されていないOAMPパラメータは、UnifiedCCEAdministrationインターフェイスに引
き継がれません。これらのパラメータには、デフォルト値があります。

Unified CCE管理では、Unified CVPがデフォルトでメディアサーバとして機能します。Unified
CCE Administrationのデフォルトのメディアサーバをインフラストラクチャ設定 >デバイス設
定 > CVPサーバ > IVRに追加できます。

外部デバイスとして次のものを追加できます。

• Unified SIP Proxy

• Gateway

•仮想化音声ブラウザ

• Speech Server

（注）
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